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『神の化身たる獣──銀ぎん狼ろうに守護されし国ギムレー、ね……』





　四年前の冬──

《星逢ステラ》の異名を持つ《超えし者イクシード》ヴァレリア＝カーライルは、北欧の小国にて伝承を目の当たりにした。

　ギムレーへ逃げ込んだある犯罪組織の残党を追い、いかにも獣が徘はい徊かいしていそうな鬱うつ蒼そうとした森の中へ足を踏み入れた際のことだ。

　突如、荒れ気味の風雪音に混じり、銃声が響いた。

　次いで、一瞬だけ悲鳴のようなものも。

（……仲間割れ？　それとも、獣にでも襲われたのかしら？）

　幾つかのケースを想定しつつ、悲鳴と銃声の響いてきた方角へ全力で駆け──

　辿たどり着いた現場で、ヴァレリアは息を呑んだ。

　彼女が追っていた全員が、雪上に倒れ伏す姿を見て。

（……どういうこと？）

　雪を赤く染めて呻うめく男たちは、皆一様に同じ傷きず痕あとを刻まれていた。

　傷は獣の爪つめや牙きばによるものではなく、あきらかに鋭利な刃物によるものだ。

　となれば仲間割れの線が濃厚だが、全員が同じ傷を負っている以上はそれもない。

（ここで何が……──っっ!!）

　戸惑いは、一瞬で警戒へと変化する。

　何者かの気配を──強い敵意を感じ取ったためだ。

　ヴァレリアが視線を向けたその先に──

　獣が、いた。

「銀ぎん狼ろう……」

　吹き付ける風雪により姿はしかと見定めることは出来ずとも、気配が獣のそれであった。

　銀狼と呟つぶやいた理由は、纏まとうたてがみが美しき銀であったためだ。

（これが銀狼……。神の化身たる獣……）

　伝承を思い浮かべつつ、ヴァレリアの中に一つの疑問が浮かぶ。

　銀狼は、ギムレーの平穏を乱す輩やからを排除するために、姿を見せたとでも言うのだろうか。

　となれば男たちを倒したのは、彼女の視線の先に立つ銀狼と言うことなのか。

　しかしそれでは、傷痕に対するヴァレリアの見解とは異なる。

（いったい何がどういうことなの……？）

　答えは銀狼のみが知るばかりであり、敵意を浮かべた瞳ひとみをヴァレリアへ向けていることだけが事実だ。

「……私はこいつらを追ってきただけよ」

　両手を上げて敵意が無いことを示し、語りかける。

　言葉が通じるとは思えずとも、相手が本当にこの国の守護者であるならば闘いを避けたかったからだ。彼女はギムレーの平穏を乱しに来たわけではないのだから。

　だが──闘いは避けられなかった。

　銀色の獣が足元の雪を撥ね上げ、襲い掛かってきたのだ。

　咄とつ嗟さに飛び退のくも、冷たい空気とともに上着が斬きり裂かれたことで、ヴァレリアの顔に驚きの色が浮かぶ。

　いくら不意を打たれ、加えて風雪で視界が悪かったにせよ、《超えし者イクシード》の──それも《高位階ハイレベル》であるヴァレリアの動体視力で動きを捉とらえきれないとは、ただの獣ではない。

（……やはり、神獣!!）

　再び襲い来る銀ぎん狼ろうの一撃を、ヴァレリアは己の《魂》を《焔牙ブレイズ》と化して防ぐ。

　ギキィンッ!!　その瞬間、金属のぶつかり合う音が響き──彼女は銀狼の正体を知った。

「……お、女の子……!?」

　ヴァレリアの瞳ひとみが、驚きで大きく見開かれる。

　襲い掛かってきたのは、紛まごうかたなく銀色の髪と深紅の瞳を持つ幼い少女であった。

　そして、少女の小さな手には、《双剣ダブル》が握られていた。




　少女の名は、ユリエ＝シグトゥーナ。

　これは四年前、機関ドーンの機密事項として秘された出来事、その一端である。






■第一章『まさかこのアタシが──』









　一週間にも満たない夏休みを翌日に控えた夜──

　吉き備び津つ桃ももは寮の自室ではなく、教室に居た。

「あったあった。すみませーん、ありましたー」

　自分の机の中からプリントを取り出し、付いてきてくれた警備員へ声を掛ける。

　手にしたプリントは、持ち帰るのを忘れていた夏休みの課題だ。

　何もこのような時間に取りに来なくともと誰だれもが思うところだが、それには少しばかり事情があった。

　明日に帰省予定の桃は、朝を迎えたときに課題の存在を再び失念している可能性があると、自分の事をよくわかっていた。のんびりとした性格の彼女は、日ひ頃ごろからこういった忘れ物が多いため、教科書やノートをルームメイトや友人に借りることは珍しくない。

　だが、さすがに夏休みの課題となると誰かに借りることも出来ず、こうして夜の校舎へ訪れたというわけだ。

　普通の感覚ならば、夜の校舎へ向かうなど怖く思うところかもしれない。

　ついひと月前には、《神滅部隊リベールス》との闘いで死者まで出たのだから。

　けれど昊こう陵りよう学がく園えんの校舎の地下には《黎明の星紋ルキフル》研究施設があるため、昼夜問わず人の出入りが多い。当然、校舎入り口の受付にも事務員が常駐しているので、事情を話せば廊下や教室の電気を点つけても怒られることはないだろうと桃ももは考えたのだ。

　幸いにも見回りに出るところだった警備員が付き添いを買って出てくれたため、桃は怖い思いをすることなく寮への帰路につくことが出来た。

「ありがとうございましたー。見回り頑張ってくださーい」

　昇降口まで付き合ってくれた警備員にお礼を言うと、少女は星々が瞬く空を見上げながら夜道を歩き出した。




　時を同じくし──

　学園の敷地中央に位置する時計塔の屋根上では、《超えし者イクシード》と《神滅士エル・リベール》──人を陵りよう駕がした者同士が相まみえていた。

《神滅士エル・リベール》──《Ｋ》の体が、背にある四枚の翼から赤い輝きを放つことで宙へと浮かび上がる。

「外部兵装──《死化羽デストラクシヨン》の《力》をお見せしましょう!!」

「くはっ、おもしれえ！　大層な名前だが、期待外れにさせんじゃねーぞ!!」

《超えし者イクシード》──月つき見み璃り兎とは叫び、手にした《蛇腹剣スネイク》を振るった。鋼線で繋つながれた無数の刃が、鞭むちを思わせるような動きを見せて少年へと襲い掛かる──が、挨あい拶さつ代わりであり、小手調べでもある一撃は空を斬きり裂くだけに留とどまる。

　より高い位置へ上昇して連なる刃を避けた《Ｋ》は、凶笑を浮かべた。

「ふふっ、ご心配には及びませんよ。必ずやご満足頂けるかと……ただし、《死化羽デストラクシヨン》のすべてを出し切る前に命を落とされたならば、その限りではありませんがね!!」

　少年の言葉に呼応し、背の翼の内二枚──その半ばからトリガーの付いたグリップが現れる。

　翼が銃へと変化したのだ。

　グリップを逆手で握り込んだ《Ｋ》が、翼の先端にあるマズルを璃兎へ向けた次の瞬間、トリガーを引くと同時に光弾を撃ち出した。

　だが、璃兎は足場の悪い屋根上とは思えぬほどの機敏さを見せ、光弾を回避する。

　避けられた光弾は、屋根に撃ち込まれると同時に炸さく裂れつして穴を穿うがつ。その威力は命を失うまではいかなくとも、当たり所によっては大いにダメージを受けることだろう。

「いつまでも人を見下ろしてんじゃねーってんだよ!!」

　身を低くして光弾を躱かわしつつ、璃兎が反撃に出る。《蛇腹剣スネイク》をしならせ、《Ｋ》の肩から斜めに斬るように刃が走った。その一撃は体をよじるようにして躱されるも──

「想定済みだぜ!!」

　回避されることも念頭に置いていた璃り兎とは、すぐさま手元で柄を操作し、蛇の名を持つ武器の真価を発揮させた。

　直後、通り過ぎたはずの刃が跳ね上がり、少年目掛けて再び襲い掛かる。

「くっ……!!」

《Ｋ》は辛くも反応するが、二撃目は避けきれずに数本の髪が夜空に舞った。

「くははっ!!　まだまだ行くぜオラァ!!」

　またしても璃兎が手元を動かす。

《蛇腹剣スネイク》の切っ先は上空の月へと伸びていき、そこから急降下で《Ｋ》の頭頂部へと食らいつく──はずだった。

　ガキィンンッ!!　三撃目は──光を放つ刃によって弾かれた。

「なんだとぉ!?」

《Ｋ》は銃身に赤光の刃を作り出し、それを振るうことで璃兎の攻撃を弾はじいたのだ。

　直後、《Ｋ》の背に残った二枚の《死化羽デストラクシヨン》の放つ赤光が輝きを増し──スピードには自信のある璃兎ですら目を見張るほどの突進力を見せた。

　璃兎に一呼吸の間すら与えず、《Ｋ》は銃から剣へと型モードを変化させた《死化羽デストラクシヨン》の間合いへ潜り込む。

　両の手それぞれに握られた赤刃が、下と横から命を刈り取ろうと襲い掛かる。

　璃兎は斬きり上げを一歩引いて避け、薙なぎ払いは《蛇腹剣スネイク》の柄で受け止めた。

　そこまではよかったが、力任せに振り切られて璃兎の体が屋根上から投げ出される形となる。

　常人ならばよくて大おお怪け我が、下手をすれば命を落とす高さからの落下──

　けれど璃兎はまるで猫のように空中で体を捻ひねり、怪我を負うことなく着地した。

「くはっ、おもしれえ！　やってくれんじゃねーか!!」

　空を自由に駆け、爆発的な突進力を持つ背の翼──

　そして中遠距離では銃、近距離では剣と型を自在に変える手の内の翼──

　二対それぞれの能力を目にし、好戦的な性格の彼女はまさに血湧き肉躍るといった表情を塔の上へと向ける──が、瞬刻の後、その瞳ひとみが大きく見開かれた。

　剣から銃へ再び型を戻し、璃兎へと銃口を向ける《Ｋ》の姿をとらえたために。

　その銃口に、これまでの光弾発射時とは違って光が集中していたために。

《Ｋ》が手にした翼を再び銃の型へと戻し、璃兎へとマズルを向けていたからだ。

　ただしそれだけではなく、これまでの光弾発射時とは違ってマズルへ光が集まっていた。

（やべえっ、何か来やがる!!）

　集束する光を目の当たりにし、これまでの戦闘経験で培ってきた勘が、その場に留まるなと璃兎自身に告げる。

　勘に逆らうことなく、彼女が大きく飛び退のいたと同時──

《Ｋ》が引き金を引き、二条の赤色光束砲を放った。

　放たれた赤色の光線が、寸前まで璃り兎との立っていた空間を貫いて地面を穿うがち、僅かに間を置いて爆発を起こす。

　爆風と轟音に煽られるようにして璃兎は芝生の上を転がり、服を汚す。

　その場に留まっていれば、たとえ赤色の光線を躱かわせたとしても爆発によって少なからずダメージを受けていただろう。

「ふふっ、今のを躱すとはいい判断力です」

　咄とつ嗟さに回避を選択した璃兎を、《Ｋ》は称えた。

「ふふっ、じゃねーよ。あんなの当たるかっつーの！　それよか、せっかくの手作りペチコをバッサリいきやがって!!　完全に縫い直しじゃねーか!!」

　塔の屋根上での攻防の際、赤光の刃をその身に受けることはなかったが、下方からの斬きり上げを避けきれずに衣装を裂かれていたのだ。スカートとその内のペチコートは、彼女が毒づいたとおり裾すそから真上に斬り裂かれ、太ももが露あらわとなっていた。

　だが余裕があるように思える月つき見みも、その実内心では先刻の赤色光束砲エーテルカノンに対して動揺があった。

（くそったれ、今みてーなとんでもねえモンぶっ放しまくられたら、下手すりゃ寮のガキどもに被害が出るじゃねーか!!　なんとか南側に誘導しねーと──）













　とそこまで考えたところで、璃り兎とは自身の思考に笑う。

（くはっ、まさかこのアタシが誰だれかのことを心配するなんてな。……後で、あのお人好よしに文句を──いや、恥ずかしい悪戯いたずらでもしてやっか！）

　お気に入りの少年の顔を思い浮かべ、璃兎は小さく笑った。

「そのためにも、とっとと決ケ着リをつけるとすっかぁ!!　おら、目ん玉ひんむいてとくと見な!!　もっとも──」

　露あらわになった自身の太ももを、パンッと叩たたく璃兎。

「こっちに見とれててもいいんだぜ!!　まあ見とれてたら、あっという間に死んじまうけどなぁ!!」

《蛇腹剣スネイク》を天にかざし、璃兎は自身の《焔牙ブレイズ》の真の《力》を解放させた。

「喰くい殺せ──《狂蛇環ウロボロス》!!」

　彼女の周囲を刃が高速で回転し始め、円環を描き出す。

　触れるものすべてを斬きり刻む環状の刃を前に、《Ｋ》は変わらず薄笑いを浮かべたままに告げる。

「それが貴女あなたの《焔牙ブレイズ》が持つ真の《力》というわけですか……。存分に楽しませて頂きたいところですが──こちらもあまり時間が残されていませんのでね、手短に終わらせるとしましょうか!!」





　　　　　　◇






　そのときまで、俺は自室でユリエとトラと三人で明日から始まる夏休み用の課題に手を付けていた。

　いつもならばみやびや橘たちばなたちも居たかもしれないが、今日ばかりは違う。

　夏休みは明日からだが、帰省は今日の時点から許されているため、俺たち三人を除いた面々は既に夕方には学園を発たっていたからだ。

　俺とトラも、明日は音おと羽はの墓参りのために、日帰りの帰省予定となっている。

　だが──

　残る一人である銀色の少女は、母国までの往復で掛かる時間を理由に、帰省予定は無い。

（本当は帰ってお母さんに甘えたいだろうに……）

　俺しか知らない、寂しがり屋で甘えん坊の顔を持つ銀色の髪シルバーブロンドの少女。

　彼女へ視線を向けると、課題に詰まっているのか、それとも故郷の母親に思いを寄せているのか、手元を動かすことなくぼんやりとしている。

　そのユリエが、突然俺に顔を向けた。

「トール」

　当然、俺はユリエを見つめたままだったので、互いの視線が交差する。

「「……………………」」

「……何を黙ったまま見つめ合っているんだ、貴様らは」

　沈黙を破ったのは、第三者であるトラだった。

「お話をしたいことがあったのですが、トールがこちらを見ていましたので……もしかして何かご用でしたか？」

「え、あ……いや、さっきから手が止まってるけど、どうかしたのかって思ってさ」

「今からお話ししようとしたことについて考えていました」

　どんなことなのかと尋ねてみると、話というかお願いがあると返ってくる。

「明日、私もトールたちにお付き合いさせてもらってもいいでしょうか？」

「付き合うって……藤ふじ沢さわについて来るってことか？」

　チリンと鈴の音を響かせ、銀色の少女は頷うなずく。

「音おと羽はさんに、ご挨あい拶さつをしておきたいのです。トールと《絆双刃デユオ》を組ませて頂いていることや、普段から大変お世話になっていることもご報告できればと」

「えーっと……。俺はいいけど──」

「ふん、いいんじゃないか？　危なっかしい兄の背中を護まもっている《絆双刃デユオ》がどんな人物なのか、音羽も気にしているだろうしな」

「…………」

　酷ひどい言われようだが、確かに音羽には心配を掛けてばかりいたので返す言葉が無い。

「ま、まあ、トラもいいって言ってるし、俺も問題無い。それに──音羽も賑にぎやかな方が喜ぶだろうからな」

「ヤー。ありが──」

　銀色の少女は、礼を最後まで口にすることが出来なかった。

　そのときが来たからだ。

　ズズゥン……!!　突如、何かが爆発したような音が外から聞こえてくると同時に寮が揺れ、窓がカタカタと音を立てる。

「「「──っ!!」」」

　三人同時に息を呑み、すぐさま窓際へと駆け寄って外の様子を窺うと──

「トール、あれを……!!」

　ユリエが、時計塔のある方角を指して声を上げる。

　塔の辺りに、赤い炎のような光が見えた。

　目を凝らして見るも、夜や闇あんと距離のために何が起こっているのか判別できない。

　だが、この一ヶ月で起きたことを思い返せば、嫌な予感が走るのは当然のことだった。

　予感に背を押されるようにして部屋を飛び出す。

　寮内は騒然となっていた。廊下やラウンジ、玄関など様々な場所で不安げな様子で顔を見合わせている生徒たち。彼らとすれ違う途中、『敷地内で原因不明の爆発が起こったため、指示があるまで寮内に待機するように』といった放送が流れる。

　その放送を無視して月夜の下へ飛び出したところで──俺は見た。

　夜空と言えるほど高い位置ではないが、空中から地上に向けて走る二条の光線を。

　僅わずかに間を置き、光の走った先で爆発が起きる様を。

「トール！」「透とお流る、今のは……!!」

　そこで、後を追い掛けてきたユリエとトラが駆け寄ってくる。

「ああ。……誰だれかが、闘っている!!」

　予感は確信めいたものへと変わっていた。

　脳裏に、射るような双そう眸ぼうを持つ《神滅士エル・リベール》の姿が浮かぶ。

「二人は──」

「ナイ、私はあなたの背中を護まもる《絆双刃デユオ》だとお忘れですか？」

「ふんっ。僕は《絆双刃デユオ》ではないが、貴様みたいな危なっかしいやつ一人に任せるわけにはいかん」

　即座に返ってきた意志から、説得を試みても無駄だと判断する。

「……わかった。さっきの爆発を見る限り、かなり危険な何かがありそうだ。くれぐれも気をつけてくれよ」

「ヤー、行きましょう！」「ふんっ、余計な心配は無用だ!!」

　二人の返事を聞くや、駆け出す。

　俺が先頭に立ち、ユリエとトラが続き──

　月の光の下で、三人の声が重なる。

「「「《焔牙ブレイズ》!!」」」






■第二章『死が二人を分かつその日まで』









《超えし者イクシード》と《神滅士エル・リベール》──両者の闘いは、それまで以上に一瞬たりとも気を許すことの出来ない闘いと化していた。

　璃り兎とは巨大なチェーンソーを彷ほう彿ふつとさせる《狂蛇環ウロボロス》を振り回し、《Ｋ》は環状の刃の間合いに留とどまりながら光弾を放って応戦する。

《Ｋ》がリスクの高い間合いを選択した理由は、璃兎の間合いの外──上空から一方的に攻めたとしても距離が空きすぎているため、自身の放つ光弾が容易たやすく回避されると判断したからだ。

　ときには相手の隙すきを窺い、ときには相手の反撃を一切許さぬが如ごとく嵐あらしのように攻め立て──互いに小さな傷は負うも、勝負の行方を左右する一撃はどちらも決めあぐね、一進一退の攻防は永遠に続くかのようだった。

　けれど──そのときは来た。

　突然に、二人が予期せぬ形で。

　迫り来る無数の光弾をかい潜くぐり、璃兎が環状刃を振るう。

　しかし《Ｋ》は咄とつ嗟さに先ほど塔の上で見せた、《死化羽デストラクシヨン》による高速突進を発動させて環状刃を、そして璃兎の頭上を飛び越すように回避する。

　そのまま宙空で身を捻ひねり、左右の手に握った銃を乱射しようとしたその刹せつ那な──《Ｋ》の表情が苦痛に歪ゆがみ、一瞬だが動きが鈍る。この闘いが始まるより遥はるか以前、組織の追っ手によって負わされた傷によるものだ。

　それはほんの僅わずかな隙だった。

　けれど実力が拮きつ抗こうした闘いにおいて、ほんの僅かであろうと隙は致命的なものとなる。

　そして璃兎は、その一瞬を見逃さない。

「もらったぜぇ!!」

　叫び、《狂蛇環ウロボロス》を放とうとした瞬間──

　今度は、璃兎の動きが止まった。

（なっ……!?　どうしてそんなとこに居やがる!?）

　視界の端に人の姿を──吉き備び津つの姿を捉とらえてしまったがために。

　校舎から寮へ戻る途中、運悪く二人の闘いに遭遇してしまった吉備津は、物陰に隠れながら南方面へと逃れようとした──が、まるで彼女を追うように戦闘領域が移動してきた。

　寮や研究施設のある校舎から少しでも距離を空けようとした璃兎の判断が、知らぬ内に裏目に出てしまったのだ。

　ドゥンッ!!　璃兎の肩口に光弾が直撃し、炸さく裂れつする。

「ぐぅうっ!!」

　集中力の乱れは僅わずかな隙すきを作ってしまった。

　けれどそれは、闘いの最中で決して見せてはならない、致命的な隙であった。

　ダメージを受けてよろめいた璃り兎との顔へ、体へ、四肢へと次々に光弾が撃ち込まれる。

　ガードを固めて致命的な一撃だけは避けたものの、背中から芝生へと叩たたきつけられた。

　光弾が炸さく裂れつした部位は焼け爛ただれ、苦痛に顔を歪ゆがめ──それでも立ち上がった彼女が目にしたものは、《Ｋ》が上空で光の集まったマズルを自身へ向ける様だった。

「や、べぇ……!!」

　回避しようと飛び退のくも、光弾を何発を撃ち込まれた璃兎に本来の速さは無く──

　瞬刻の後、放たれた二条の赤色光線の内一つを避けきれず、脇わき腹ばらを大きく抉えぐられる。

　直後、背後で爆発が起こり、その衝撃を受けて璃兎は大きく吹き飛ばされた。




「せんせー！　うさせんせー！　起きて、うさせんせー!!」

　意識を取り戻した璃兎の視界へ最初に映ったのは、吉き備び津つが彼女の顔を覗のぞき込みながらぼろぼろと涙を零こぼす姿だった。

（くそったれ……体が動かねえ……。いや、それよりも──）

「バ、カやろ……。はやく……逃げ、ろ……」

　擦かすれる声で告げるも、もはや手遅れであると、吉備津の背後に立つ影を見て知る。

「不運でしたね、月つき見み璃兎。この少女が居なければ、結果は逆になっていたかもしれませんが──闘いにアクシデントはつきものであると、貴女あなたもよく存じているでしょう」

「あ、あ……アタシの、負けだ……。だから、アタシはどうなっても、いい……。だけど……たの、む……こいつは、見逃、して……くれ……」

「ふふっ、命いのち乞ごいをするどころか、己を犠牲にしてでも生徒の助けを乞こうとは素晴らしい心根を持つ女性だ」

　そう口にする《Ｋ》を、吉備津は震えながらに見つめていた。

　生まれて初めて作り物のような笑みというものを目にして、震えが止まらなかった。

　向けられた視線を目にし、無意識の内に自分が助からないと予感したのだ。

「ですが──」

　笑みを崩さぬまま、《Ｋ》は言葉を続ける。

「生徒だけは護まもろうという貴女の意志が、私には酷ひどく不快です」

《Ｋ》の脳裏に浮かぶは、ターゲットである九重ここのえ透とお流るの顔。

「だからこそ、その願いを聞くわけには行きませんね」

「「──っ!!」」

　その言葉の指す意味に、璃兎と吉備津は同時に息を呑のむ。

「ふふ、いい表情だ。……ですが、私も鬼ではありません。二人とも仲良く逝いかせてあげますよ。そして貴女あなたたちの死体を、彼の──九重ここのえ透とお流るの目の前に転がすとしましょう!!」

　愉悦とも取れる邪悪な笑みを顔に張り付け、《Ｋ》が赤光の刃を振り上げる。

「や、めろ……やめろ──っ!!」

　止めようにも、璃り兎とは吉き備び津つを庇かばうことはおろか、腕一本動かすことすら敵かなわなかった。

　璃兎は願う。

　誰だれか助けてくれ、と。

　これまで、神仏に祈ることの無かった彼女が、初めて願う。

　その願いは──届く。

　風を斬きり、白刃が《Ｋ》へ目掛けて飛来する。

　今にも振り下ろそうとしていた赤刃が、白刃を弾はじき飛ばした直後──

「おぉおおおおおっっ!!」

　上空から、雄お叫たけびとともに拳こぶしが降ってきた。

　咄とつ嗟さに《Ｋ》は背後へ大きく飛び退すさり、その一撃を躱かわすと──

　闖ちん入にゆう者の姿を捉とらえ、射るような双そう眸ぼうが僅わずかに見開かれる。

「ふ……ふふっ、はーっはははっ!!」

　次の瞬間、《Ｋ》は込み上げてきた歓喜で高笑いを上げた。

「来ましたね──九重透流!!　はははははっ!!」





　　　　　　◇






　際どいところだった。

　紙一重の差で、俺たちは間に合った。

　ほんの数秒でも遅れていたら、結果はまったく別のものとなっていただろう。

　高笑いを上げる《Ｋ》に気味悪さと警戒心を覚えつつ、俺は倒れたままの月つき見みとその隣で膝ひざを突く吉備津へと声を掛ける。

「大丈夫か、月見、吉備津！」

「九重、くん……せんせぇが、せんせぇが……！」

「──っ！　月見、その怪け我がは……!!」

「よ、お……。美お味いしいとこ、持っていきやがって……」

　弱々しく月見が口を開く。

　駆け寄ってきたときは護まもらなければと必死だったから気づかなかったが、改めて見ると月見は酷ひどい怪我を負っていた。

　特に脇わき腹ばらは酷く、大きく抉えぐり取られている。

　不幸中の幸いか、抉えぐられた部分が灼やかれていて、出血は思った以上に酷ひどくはない。

　とはいえ、急がなければ生死に関かかわる負傷であることは間違いないだろう。

「わりぃ、な……任せろとか、言っといて、このザマだ……」

「そんなこと言ってる場合か！　喋しやべるんじゃない、傷に障るぞ!!」

「くは……まさかおめーに、心配……されるたぁ、びっくりな話だぜ……」

「いいから喋るな。それより、早く手当てをしないと……」

　かつて俺たちの命を狙ねらった月つき見みだからこそ出てきた言葉なのだろうが、今の俺には日々を共にする仲間という意識がある。

「吉き備び津つ、立てるか？」

　俺の問いに、吉備津は首を横に振る。

「ご、ごめんなさい……。膝ひざに、力が入らなくて……」

　出来れば月見を医療棟へ連れていって欲しかったのだが、死の恐怖を味わった直後ともあれば仕方無いだろう。

　となればユリエかトラに、二人を任せるしか──

「ふんっ、僕がこの女を連れて行く。だから透とお流るのサポートは任せたぞ、ユリエ」

「ヤー、わかりました」

　俺の思考を読んだのだろう。

　ともに闘おうとついてきてくれた自分の意志を殺し、トラは月見を助けたいという俺の望みを優先した意見を述べる。

「トラ……」

「この女の状況は一刻を争う。だから僕は、もっとも話が早い選択をしただけだ」

「悪いな、トラ」

「ふんっ、慣れているさ。長い付き合いだからな」

　そう言ってトラは、『もっとも、僕がこの女を助けるというのは皮肉な話だがな』と付け加えながらに月見を抱え上げ、吉備津をおぶる。

「お、い……。死ぬんじゃ、ねえぞ……《異能イレギユラー》……。いや、九重ここのえ、透流……」

　弱々しい声で、月見が口を開く。

「ああ、死なないさ。だからあんたも死なないでくれよな」

「く、は……。憎まれっ子、世にはばかるんだっつーの……」

　痛みで顔を歪ゆがめつつも、口角を上げて親指を立てる月見。

　トラが走り出し、この場から離れていく。

　遠ざかる足音と入れ替わるようにして、不気味な含み笑いが場に響く。

「くっく、くくっ、ははははっ。茶番劇はそろそろ終了でよろしいですか？」

「手出しをせずに待っててくれるとは、随分と余裕だな」

　いつ仕掛けてくるかと警戒を解かずにいたが、まったく仕掛けてくる様子は無かった。

　もちろん、それも何かの策なのかもしれないが──

「ふふっ。冷たい骸むくろとなった貴方あなたと再会した方が、彼らにはより衝撃が強いと思いましてね」

《Ｋ》の言葉に真実の色が見える。

　如い何かなる理由によるものかはわからないまでも、俺に対して強い執着と激しい憎悪を持つこの男は、より悲劇的な結末を望んでいるのだから。

「そしてユリエ＝シグトゥーナ。九重ここのえ透とお流るの《絆双刃デユオ》である貴女あなたには、パートナーの死を見届けるという最上級の結末をお贈りしましょう……！」

「……あなたの望みが叶かなうことは決してありません。なぜならトールは──」

「ああ、俺は絶対に死なない。ユリエを、みんなを護まもると俺自身に誓ったからだ!!」

　ユリエの言葉に続き、《Ｋ》を見据えて叫ぶ。

「決着をつけるぞ、《Ｋ》！　お前が否定した意志の《力》を──《魂》の《力》を、もう一度見せてやる!!」

「ふっ、はははははっ！　好きなだけ吼ほえ、抗あらがうがいいでしょう!!　貴方の《魂》が私の《暴力ちから》に打ち砕かれるその瞬間まで!!」

《Ｋ》が憎悪と殺意の入り乱れた気を発し、空気が変わる。

　これより先は、互いの《力》で語り合うだけだ。

「来るぞ、ユリエ！　気をつけろ!!」

「ヤー!!」

　身構える俺たちに呼応するかのように、《Ｋ》の背にある翼から赤い光が放たれ──

　突如、警戒していたこちらの反応を上回る速さで、突進攻撃ブーストアタツクを繰り出してきた。

　一瞬で懐に潜り込んできた《Ｋ》が、赤光の刃を振るい──

「ぐっ!!」

　ジギィンンッ!!　咄とつ嗟さに《楯たて》で防ぐも、受け止めきれずに吹き飛ばされる。

　だが、俺を吹き飛ばした程度で《Ｋ》の勢いは終わらず、そのまま後方にいたユリエへと斬ざん撃げきを繰り出した。

　ユリエは飛び退のき、紙一重で避よけた──と思うも、赤刃は僅わずかにだが彼女の纏まとう制服を捉とらえていた。

「ユリエ……!!」

「……ナイ、服だけです」

　俺たちの立っていた場所を貫き進んだ先で、足を止めた《Ｋ》の背を視界に留とどめたままに叫ぶも、ユリエが首を振る。

　傷はなく、服を掠かすめただけの一撃。

　闘いに障るような傷にすらなっていない。

　けれど俺は──俺たちはたった一撃で、《Ｋ》の手にした新たな《力》に戦せん慄りつを覚えていた。

「なんて速さだ……！」

《Ⅲレベル３》のユリエが回避しきれないほどの突撃は、《Ｋ》を含めた《神滅士エル・リベール》との幾多の闘いにおいても未経験だ。

「ふふっ、いい表情を見せてくれるものですね」

《Ｋ》がゆっくりと振り返り、楽しげな表情を見せる。

「素晴らしい加速だったでしょう。これこそが《神滅士エル・リベール》の外部兵装──《死化羽デストラクシヨン》の持つ機能の一つ。そして我が手にある赤き刃もまた──」

「《死化羽デストラクシヨン》とやらってことか」

　にたりと笑い、手にした赤刃を纏まとう武器を胸元に持ち上げることで、《Ｋ》が肯定する。

「機能はまだ他ほかにもありますが、それは追い追い見せていくことにしましょう。しかし──」

《Ｋ》は胸の前で赤く輝く刃を交差させ、俺ではなくユリエへと視線を向けて言う。

「足手まといを抱えたまま、最後までついてこられればの話ですがね!!」

（──っ!!　まずい!!）

《Ｋ》の狙ねらいは俺じゃなく、ユリエだ。

《位階レベル》の差がある分、ユリエの身体能力は《Ⅳレベル４》の俺よりも劣る。

　最初の一撃で、俺より後ろにいたユリエが攻撃を躱かわしきれなかったことにより、反応速度の差を見抜いていたのだ。

「ユリエ!!」

　俺が注意を喚起した瞬間、《Ｋ》の体が風を切って銀色の少女へ襲い掛かる。

　襲い掛かる二本の刃を、ユリエもまた二本の刃で迎え撃つ。同時に放った一撃目はぶつかり合うも、続く二撃目は《Ｋ》の方が速い。そのことに気づいたユリエは、咄とつ嗟さに攻撃の動作を止め、地面に転がる形で決定的な一撃を避ける。

　ただし無傷というわけにはいかず、一合目と同じく──いや、それよりも僅わずかに深い。

　刃の先端が服を、そして今回は柔肌をも斬きり裂き、夜空にパッと飛沫しぶきが舞う。

「掠かすり傷です……！」

　銀色の少女は痛みで顔をしかめるも、俺が駆け寄ろうとするのを手で制する。

《Ｋ》が再び、俺たちへ──いや、ユリエに狙いを付け、襲い掛かろうとしていたからだ。

「くっ、卑ひ怯きような!!」

「闘いにおいて、相手の弱点を攻めるのは常じよう套とう手しゆ段だん！　弱き者を連れて戦場に立つ貴方あなたが愚かなのですよ!!」

　嘲ちよう笑しようする《Ｋ》の狙いは明白となった。

　ユリエをまず動けなくすることで、俺の闘いの幅を狭めるつもりなのだろう。

（くそっ……!!）

「トール!!」

　再びユリエから制止の声が聞こえるも、俺は構わず彼女を護まもろうと動く。

　だが──それは罠わなだった。

　ユリエへと襲い掛かろうとしていた《Ｋ》が、まるで戦闘機を思わせるような急旋回を見せ、ターゲットを俺に移す。

　突如標的とされ、迫る赤刃にガードが間に合わない。

　体を捻ひねるも、胸元を横一文字に斬きり裂かれる。

「──っぐ!!」

　斬り裂かれた部分に灼やけるような痛みが走る──否、本当に灼かれていた。

　赤く輝く刃は灼しやく熱ねつという性質を持ち、斬り裂くと同時に肉を灼く。

　自身の体が灼かれ、吐き気をもよおしそうな臭においが一瞬漂う。

　けれど、そこに意識を向けるわけにはいかなかった。

　疾風のように飛来した《Ｋ》の姿を追って振り返り──俺は目を疑う。

　俺を斬り裂き、駆け抜けたはずの《Ｋ》の姿が、突如消えたからだ。

「上です、トール!!」

　飛んできた警告に頭上へ顔を向けると、そこにはまたしても戦闘機を彷ほう彿ふつさせるような動きで宙返りをする《Ｋ》の姿があり──

　再び同じ方向から、けれど振り返ってしまっていた俺にとっては背後からの強襲が迫る。

　人を超えた存在であろうと、基本はどこまでも人──だからこそ、有り得ない動きに対処が一瞬遅れる。

　その一瞬が命取りとなるのが、人を超えた者同士の闘いだ。

（ダメだ、避けられない……!!）

　回避や防御はもちろんのこと、《絶刃圏イージスデイザイアー》も結界を発動するまでの僅わずかなタイムラグがあるため間に合わない。

　殺とられると思ったその刹せつ那な──

　ギキィィッ!!　俺と《Ｋ》との間に、銀色の光が割り込む。

　俺の背中を護る──その言葉通りに、ユリエが《双剣ダブル》で赤刃を受け流したのだ。

「はははっ、まさか足手まといに防がれるとは思いませんでしたよ!!」

　俺への攻撃を防がれた《Ｋ》は、空中に留とどまったままに高たか嗤わらいを上げた。

　その様を見るに、《死化羽デストラクシヨン》とやらは突進能力だけではなく、飛行能力も持っていることが分かる。

　宙空で大きく嗤わらう翼を持った男に、銀色の少女がキッと鋭い視線を送り、叫んだ。

「私を足手まといと言うならご自由に。それでも、トールの背中を護まもることは出来ます！」

「頼もしい一言をありがとな、ユリエ。だけど、俺はユリエを足手まといだなんて微み塵じんも思ってないぞ。むしろ、すげー頼もしくて誰だれも代わることが出来ない大切な《絆双刃デユオ》だって思ってるぜ」

「ヤー、ありがとうございます」

　視線は敵から外さぬままに、銀色の少女が小さく笑みを見せる。

　そう、彼女が居るからこそ、今の自分が在るのだ。

　ユリエという《絆双刃デユオ》が居なければ、俺は今の《力》を得ることはおろか、今日まで生き抜くことすら出来なかっただろう。

　けれども、俺たちが深めてきた絆きずなを《Ｋ》が嘲あざ笑わらう。

「ふふっ、素晴らしい絆です……。だからこそ、壊し甲が斐いがあるというものですよ!!」

　急降下をし、またしても襲い来る《Ｋ》。

　振るわれた刃を受け、ほぼ同時に拳こぶしを振り上げるも空を切る。

《Ｋ》は攻撃を仕掛けると、そのまま文字通り俺たちの手の届かない高さまで上昇し──

　またしても急降下による攻撃を仕掛けて来る。

　一撃離脱の戦術は、近距離戦を主とする俺たちには非常に厄介な攻撃だった。

「くっ……人と闘ってる気がしないな……!!」

《死化羽デストラクシヨン》という兵装を手にした《Ｋ》は、これまでの二度の闘いで見せたカウンター主体のスタイルとはまったく別の動きをしていた。

　飛行による高速突進はもちろんのこと、急降下、急旋回、先ほど俺が危うくやられそうになった宙返りなど、人の形をした戦闘機と闘っているんじゃないかとすら思えてくる。

「確かにそうですが──」

　高速突進による一撃離脱。

「はははっ、どうしました!?　月つき見み璃り兎との方がまだ手こずりましたよ！」

　その勢いを殺さずに回転しながら《Ｋ》が上昇し、Ｕターンをして再び攻め込んできた瞬間、ユリエは先ほどの呟つぶやきの続きを口にする。

「そろそろ慣れてきました」

　赤刃が肩を浅く斬きり裂いたと同時、ユリエがカウンターで放った白刃の切っ先が《装鋼ユニツト》を掠かすめる。

「劣っている身体能力でよく動いたものです！」

　肩口に付けられた獲物の抵抗に、皮肉混じりではあるが口角を上げる《Ｋ》。

「……すみません、トール。大口を叩たたいておいて失敗してしまいました」

「い、いや、いいさ。それより傷は……？」

「大丈夫です」

　そう言ってユリエは、肩を軽く動かした。

　その様を見ながらに、俺はさっきのカウンターを思い出す。

（すごかったな……）

　結果だけを見ればダメージを与えることは叶かなわず、自らは軽度だが傷を負ってしまうという、明らかに失敗に終わった一撃だ。

　けれど俺は、闘いの最中だというのに、ユリエの見せた才覚センスに驚きを禁じ得なかった。

　集中力を高めることで攻撃の軌道を見極め、カウンターを放つ──口で言えば簡単なことだが、《Ｋ》とて同じ攻撃を常に繰り出しているわけじゃない。

　僅わずかな時間で、これまで対たい峙じしたことのない動きへ対応し、フェイントを交えて左右どちらから本命が来るかわからない攻撃へのカウンターなんて、《位階レベル》が上である俺であっても非常にハイリスクなものだからだ。

　それを行えるのは、死闘を乗り越えることで磨かれてきた賜たま物ものなのだろう。

　けれど今の一撃で決められなかったのは手痛く、それは《Ｋ》が次に発した言葉からも警戒心を抱かせたのは明らかだった。

「ふふ、集中力で身体能力の差を埋めるとは本当に素晴らしい。先ほど足手まといと言ったことは訂正しますよ──が、それ故に危険であるとも判断せざるを得ません！」

《Ｋ》の手にした赤刃の光が消え、切っ先であった部分が俺たちに向けられる。

「動きを鈍らせてから、改めてじわじわといたぶり殺してあげますよ!!」

「──っ!!　ユリエ!!」

　警告と同時、俺とユリエは左右に分かれるようにして飛び──

　寸前まで俺たちが立っていた場所に、光弾とでも言うべき光が幾つも撃ち込まれる。

「くそっ、銃にもなるのかっ!!」

　ある程度は予想していたことだが、それでも吐き捨ててしまう。

　寮の前で見た、空中から地上へ向かって走る二条の光線を見たことからの予想だ。

　ただし、あのときはクレーターが作られるほどの大きな爆発が起こったことを考えると、《死化羽デストラクシヨン》の持つ兵装は少なくともあと一つ──それも恐るべき威力を秘めた武器を温存していることになる。

「はははは、無様に逃げ惑いなさい！」

　地上十メートルほどの高さからの一方的な攻撃。

　これまでと違って一瞬たりとも接触が無い以上、俺たちはカウンターを狙ねらうことも出来ずに防戦一方となる。

　飛び上がれば攻撃が届く高さだが、向こうが飛行を可能としている以上は楽に回避される上に的となってしまう。武器を投げるという手もあるが、当たらなければこちらの攻撃方法を一つ失うだけだろう。

　何とかしなければと思いつつも、止やまない攻撃に意識を向けざるを得なく、考える時間を与えて貰もらえない。

「なかなかに持ち堪こたえていますが──これを防ぎきれますか!?」

　これまで、俺とユリエのそれぞれに向かって光弾を放っていた二丁の銃──

　そのマズルが、俺一人に向けられる。

「──っ！　まずい……!!」

　躱かわしきれないと、俺は《楯たて》で無数の光弾を防ぐ。

　光弾は《楯たて》に当たった瞬間に爆発を起こし、その威力で足が止まる。

　直後、その場を動くことなど許さないとばかりに無数の光弾が降り注ぐ。

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　防ぎきれないと判断し、俺は結界を発動する。

　結界に触れて無数の爆発が起き──それが消え去ったところで、《Ｋ》は攻撃の手を休め、薄笑いを浮かべて俺を見下ろしていた。

「ふふっ、先の闘いで身に沁みてはいますが、改めて使われると随分と厄介なものですね」

「お前が戯たわ言ごとだと断じた、誰だれかを護まもりたいって意志から生まれたものだぜ、《Ｋ》」

　結界を消し去り、《Ｋ》に向かって拳こぶしを突き出しながらに言う。

「相変わらず苛いら立だたせてくれますね、貴方あなたという人は……。ところで貴方の能力に話を戻させて頂きますが、幾つか気になる点を発見しましたよ」

「──っ!?」

　ドキリと心臓が跳ねる。

　以前に雷鳴の疾吼ルングニールを見切られたことがあるため、まさかとは思うも動揺してしまう。

「まず、咄とつ嗟さには使えない。先ほどの宙返り攻撃ループアタックの際に使わず、ユリエ＝シグトゥーナが割って入ったことから、その可能性が窺えます」

「…………」

　半分は当たりだ。意識のみで結界を発動させるには、僅わずかだがタイムラグが発生する。

　前回の闘いのときのように、銃弾を撃ち込まれるとわかっている場合に使う──先読みで展開しておくという感覚のものだ。

　もう一つの発動方法は、一瞬で結界を生み出すことが出来るものの、手を向けるという動作が必要となる。だからこそ、さっきのような虚を衝いた攻撃に対して間に合わないときも出てきてしまう。

「次に、持続時間。先ほど、追撃が無いとわかるとすぐに消し去りましたね。その点から察するに、結界を維持できる時間は限られている──といったところでしょうか」

　これは正解だ。《絶刃圏イージスデイザイアー》は《魂》の《力》をエネルギーに変え、結界として発動する。

　発動時はもちろん、維持し続けることで《魂》は疲弊し、使える回数も時間も減っていくため無限に使えるわけじゃない。

「最後の三つめですが──これはまだ憶測の域を過ぎないので、後にしておきましょう。……おっと、無言ということは、私の推論を認めているも同然ですよ、九重ここのえ透とお流る」

「くっ……！」

　悔しいことに、こういった心理戦では敵かないそうにない。

（落ち着け。《絶刃圏イージスデイザイアー》が破られたわけじゃないんだ。使えなくなる前に、打開する方法を思いつけばいい……！）

　表面上では歯は噛がみしつつも、手の届かない高さに留とどまる《Ｋ》へ攻撃を仕掛ける策を模索する。

（俺たちの攻撃は届かない。ユリエの《片刃剣セイバー》を投げるって手もあるけど、当たらなければ武器を失うだけだ。……いや、待てよ？）

　単純ではあるが、一つ策が浮かぶ。

　それを策と言っていいのか、自分でもわからないほどに単純なものが。

「ユリエ!!」

　銀色の少女の名を叫ぶなり、視線をある物へと動かし──それに向かって走る。

　ユリエもまた、俺の視線で策を理解して駆けてくる。

「ふむ、何か思いついたようですが──そうはさせませんよ!!」

　再び光の弾幕を放とうと、《Ｋ》が構えるも、俺たちの動きの方が速かった。

　目的の物へ──立木へと辿たどり着いた瞬間、ユリエの《片刃剣セイバー》が軌跡を描き、キンッという高い音が響く。

　立木の幹を切ったのだ。

　その立木を俺が抱えるように掴つかみ──

《Ｋ》へ向かって思い切り放り投げた。

「なっ……!?」

　物を放り投げるという単純明快な行為。

　だが、《Ⅳレベル４》となった俺の膂りよ力りよくは常識の外にある。

　常人なら持ちあげることすら不可能なサイズの立木が、《Ｋ》へ向かって真まっ直すぐに飛んでいく。

「くだらない手を!!」

　幾つもの光弾が当たって次々と爆発を起こし、立木は《Ｋ》に届く前に落下していく。

　俺はその様を見ながら、今度は根っこから立木を引き抜き、再び投げつけた。

「鬱うつ陶とうしい！　このような攻撃が当たるとでも思っているのですか!!」

「いいや、思ってないさ。もし当たっても、《装鋼ユニツト》を纏まとったお前にダメージが通らないだろうしな。だけど──」

「立木と爆発で、死角は生まれました……！」

「──っ!!」

　宙空の《Ｋ》が天を仰ぎ──夜空の中に、銀色の髪シルバーブロンドを持つ少女が舞う姿を捉とらえる。

　銃で撃ち落とすには、ユリエに気づいたタイミングが僅わずかに遅い。

　ガードは間に合うだろうが、それでも構わなかった。

《Ｋ》に直接斬ざん撃げきを与えられずとも、銃を落とさせる、もしくは銃身にダメージを与えて使えなくさせることが出来れば、この単純な策は大成功だ。

　……が、振り下ろされた白刃に対し、《Ｋ》は咄とつ嗟さに銃身に赤い光の刃を纏わせることで防ぐ。

「残念でしたね。そしてこれで再び攻守逆転です!!」

　ユリエに向かって《Ｋ》が蹴けりを放つ。自身の攻撃が防がれた時点で反撃を想定していた銀色の少女は、腕を交差させて直撃を阻む──が、威力をすべてを殺しきれずに表情を歪ゆがませた。

「さて、貴女あなたにはここで大人しくなってもらいましょう」

　そのまま吹き飛ばされた小さな体へと、再び銃と化した《死化羽デストラクシヨン》が狙ねらいをつける。

　足場の無い空中では、回避のしようがない。ここまでの闘いの中で、ユリエは幾度か光弾を叩たたき落としていたが、それも爆発による反動があるために限度がある。

「ユリエ────っ!!」

　引き金が引かれる瞬間──

　俺はユリエに向かって走りながら、《絶刃圏イージスデイザイアー》を最大範囲で発動させた。

　それでも彼女は結界の範囲外だ。

《絶刃圏イージスデイザイアー》は俺を中心として結界を発生させ、最大であってもそれほど広い範囲をカバーできるわけじゃない。

　当然、自分自身の能力である以上、そのことも織り込み済みで──俺はユリエを護まもるのではなく、《Ｋ》を結界の内側に閉じ込める形で《絶刃圏イージスデイザイアー》を展開した。

　攻撃を断絶する結界は、内側からでも同じ効果を持つ。

　故に《Ｋ》が放った無数の光弾はユリエに届くことなく、結界の内側で幾つもの爆発を起こすに留とどまった。

「……なかなかに使いこなしているようですが──ここで三つめの気になる点について、尋ねさせて頂くとしましょうか」

　結界に阻まれることなど気にする素振りも見せず、《Ｋ》は引き金を引いたまま言葉を続ける。

「《絶刃圏イージスデイザイアー》とやらは、はたして数箇所へ同時に展開することは可能なのでしょうか？」

（──っ!!　こいつ、可能性の一つとして考えていやがった!!）

《Ｋ》の見立ては間違っていない。

《絶刃圏イージスデイザイアー》は一箇所にしか展開することが出来ない。

　今、俺自身を護まもるために結界を展開させるとなれば、必然的にユリエを見捨てることとなってしまう。

「どうやら、出来ないようですね」

　ユリエへ向かって光弾を撃ち続けながら、《Ｋ》は俺に薄笑いを向け──

　銃口の一つをこちらへ狙ねらい定めた。

「くっ……!!」

　そのとき、俺は気づいた。

　これまでの光弾を撃ち放つ際とは違い、マズルへ光が集まる様に。

　刹せつ那な、脳裏に浮かんだのは寮の前から遠目で見た爆発と、その寸前に空から地上へ走った光線で──

（やばい……!!）

　咄とつ嗟さに飛び退すさり、ほぼ同時に一条の赤色光線が放たれる。

　光線は大地を穿うがち──僅わずかに遅れて爆発を起こした。

　幸いにも、反応が速かったおかげで直撃を免れる。

　爆風の中、地面を転がった後に膝ひざを立てて空を見上げると──先刻まで、ユリエへ向けられていた銃口が、今は俺へと向けられている様が視界に映り込む。

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　ユリエへの攻撃が無くなったことで、俺は新たに結界を発動させる。

　放たれた二発目の赤色の光線が、結界を貫かんとばかりにぶち当たる。

「っく……何て、威力だ……!!」

《絶刃圏イージスデイザイアー》に直撃した凄すさまじいまでのエネルギーにより、びりびりと空気が震え──

　ピシィッと高い音を立て、結界にヒビが入った。

　直後、《絶刃圏イージスデイザイアー》が砕け、同時に赤色光も爆発を起こす。

　結界が砕けたことで、放たれたエネルギーすべてを防ぎきることは敵かなわず、俺は余波で吹き飛ばされてしまう。

　地面に倒れ込むも、すぐに追撃を警戒して立ち上がって空を見上げたその先に──

「え……!?」

《Ｋ》の姿は無かった。

「トール、前です!!」

　ユリエの警告が飛んでくるも、《Ｋ》の姿を見失ったことによって虚を衝かれた俺は反応が遅れる。

　爆発による土つち埃ぼこりの中から、射るような双そう眸ぼうを持った《神滅士エル・リベール》が高速で飛び出してきて──《Ｋ》の手にした赤く輝く刃が、俺の体を貫いた。

「ト────ル!!」

　悲痛な叫びが、俺の名を夜空に響かせる。

「く、くくっ、ははははっ。ようやくですね、九重ここのえ透とお流る……！　これで貴方あなたに死を、ユリエ＝シグトゥーナには大切な者を目の前で失うという、永遠に心を蝕むしばむ傷を刻み込むことが出来ましたよ……!!」

　歪ゆがんだ歓喜を顔中に浮かべ、《Ｋ》が言う。

　その表情を、言葉を前に、俺は──

「あ……ぐ、あ……」

　焼け付くような痛みに襲われ、体を震わせていた。

　震える手で、痺しびれる指で、赤刃を握る《Ｋ》の腕を掴つかむも──

　喉のどの奥からせり上がってきた熱い塊に、動きが止まる。

「がっ、かはっ……！」

　しばし呼吸をすることが適かなわず、故に咳せき込み、鉄てつ錆さびの味がする真っ赤な塊を吐き出す。

　びしゃっと音を立て、目の前に立つ《Ｋ》の纏まとう《装鋼ユニツト》が赤く汚れた。

「ふっ、ふふっ、ははははっ、はーっはっはっは!!」

　目の前で《Ｋ》が嗤わらう。

　けれど、目の前であるというのに──その嗤いはやけに遠く感じた。




　そして、意識が途切れる。




「────ル！　トール！　トール!!」

　目を開けたとき、ユリエがぼろぼろと涙を零こぼしながら、俺の名を呼んでいた。

「……ユ、リエ……？」

　絞り出すように名を呼び返すと、深紅の瞳ルビーアイが大きく見開かれた。

「トール!!」

（……どうして泣いているんだ？）

　記憶が定まらない。

　どうして──

　俺の疑問は解決しない。

　息が苦しくて、思考がまとまらない。

　目の前がぼやけ──

　意識が遠のいていく。

（ダメ、だ……。意識を、保た……ない、と……）

　目を開けていなければ、きっとユリエは哀かなしい顔をしたままだ。

　それがわかっているのに──

　俺の意識はまたしても闇やみに落ちた。

「ト────ル!!」




　……────────────ッ!!




　闇の中に、何かの音が響いてきた。

　それは──声。

　嗤わらい声だ。

　誰だれかが嗤っている。

　そうと気づいたとき、俺の意識は再び覚かく醒せいし始める。

（誰、が……？）

　目を開けるも、思考と同様に視界がぼんやりとしていて、誰の声なのかがはっきりとはわからない。

　そのとき俺は、嗤い声とは別に、すぐ傍そばで銀色の何かが揺れる様を視界に捉とらえる。

　銀色の髪シルバーブロンド──

　俺の《絆双刃デユオ》であるユリエだ。

　次第に意識がはっきりとしてくると、目に映る光景も合わせてクリアになってきて──

　俺は息を呑のんだ。

　ユリエが、同じ言葉を呟つぶやき続けている姿を見て。

「トール、トール、トール、トール、トール、トール、トール、トール、トール……」

（どうしたんだ、ユリエ……。どうしてそんな顔をしているんだ……）

　見開かれた深紅の瞳ルビーアイに、何も映っていないことが見て取れる。

　ここで俺は気づく。

　ユリエの姿を見下ろしながら、高らかに嗤う男の存在に。

（──《Ｋ》！）

　狂喜に身を任せ、《神滅士エル・リベール》が嗤い続ける。

（そう、だ……俺は……！）

《Ｋ》の姿を目にし、記憶が甦よみがえってきた。

　ユリエとともに、学園に襲撃を仕掛けてきた《Ｋ》と闘っていたことを。

　闘いの中で、《Ｋ》の手にした赤刃に体を貫かれたことを。

　どれ程かはわからないにせよ、意識を失っていたようだ。

　その俺の姿を目にし、ユリエはとてつもないショックを受けたのだろう。

　父親の死と重ねてしまったために。

「…………ュ…………ェ…………」

　声が出ない。

　体も動かない。

　一メートルも無い距離の中でユリエが俺の名を口にし続け──

　突然、ぷつりと止まる。

（ユリ、エ……？）

　銀色の少女はゆっくりと虚空を見上げ──呟つぶやく。

「許……シま、せン……。絶対、ニ……」

　そして、銀色の少女から──

　音が響き始めた。

　キ……ィィィ……ィィィィィ……ィィィィィィィィ────!!

　耳を塞ふさぎたくなるような高音が、響き渡る。

（この、音は……確か、あのときの──）

　そう、かつて船上で《Ｋ》と闘ったときに聞いた音だ。

「絶対ニ……。絶対ニ……！　絶対ニ許シませン……!!」

　キィィィィィィィィィィィィィィィ────ッ!!

　憎悪の叫びが、ユリエ自身の発する音と混じり合い──

「ア……あ、ア……あァアアあああアアアアアアア────────ッッ!!」

　ビギィィィィンンッ!!

　まるで鎖を引き千切ったかのような音とともに、ユリエが絶叫した。

　天を仰ぎながら、狼おおかみが咆ほう哮こうするかの如ごとく。

　そして、音が消える。

　高音はおろか、《Ｋ》の嗤わらい声すらも。

　ゆらりと、ユリエは無言のままに立ち上がった。

「……弔い合戦、といったところでしょうか？　ですが、こちらとしてはお付き合いをする気は更々──」

「アァアアアアアアアアア────ッ!!」

《Ｋ》の言葉を遮り、ユリエが咆哮を上げる。

　次の瞬間、《Ｋ》は──そして俺もまた、ユリエの異変に目を見開く。

　ゴォウッ!!　小さな体から、《焔ほのお》が溢あふれ出したために。

　その《焔ほのお》が黒き色であったがために。

《焔牙ブレイズ》を具現化させる《紅ぐ焔えん》とも、壁を乗り越えた先の《蒼そう焔えん》とも違う──《黒こく焔えん》。

　憎悪と憤ふん怒ぬを表すかのような色の《焔》が、銀色の少女の周囲に渦巻く。

　ユリエが、《黒こく焔えん》を掴つかむ。

《焔》は形を変え──《双剣ダブル》へと変わった。

　見慣れているはずの《焔牙ブレイズ》だ。

　それなのに、何かが違った。

　彼女の瞳ひとみと同じ色を鈍く放つ《双剣ダブル》は、どこか禍まが々まがしさを感じさせるものだった。

「今の《焔》は……ユリエ＝シグトゥーナ、貴女あなたはいったい何をしたのです……!?」

《双剣ダブル》だけじゃない。

　ユリエ自身も発する禍々しい気配を前に、《Ｋ》が動揺を見せる。

　だが──答えは返ってこなかった。

　答えの代わりに、ユリエが《Ｋ》に向かって飛び掛かる。

（──速い!!）

　これまでとは──いや、《位階レベル》が上の俺よりも更に速い。

《死化羽デストラクシヨン》の加速突進にすら匹敵する速さからの斬ざん撃げきを、《Ｋ》は背後へ跳ぶことでぎりぎり避ける。

　しかし完全には躱かわしきれず、頬ほおに一筋の傷きず痕あとが残された。

「くっ、これは……!?」

　驚きを浮かべる《Ｋ》へ、ユリエは間髪容れずに追撃を仕掛けた。水平に空間を斬きり裂こうとした白刃は惜しくも赤刃で防がれる──が、ユリエはそのまま振り抜いた。

《Ｋ》の体が後方へと大きく弾はじかれる。

　いくら《超えし者イクシード》が人の持ち得る膂りよ力りよくを遥はるかに上回っているとはいえ、《装鋼ユニツト》を纏まとう《神滅士エル・リベール》を弾き飛ばすほどの重い攻撃を放つ──《Ⅲレベル３》の少女が見せた攻めを、俺は唖あ然ぜんとして見つめる。

　ユリエは銀色の髪シルバーブロンドを風になびかせ、距離が空いた《Ｋ》へ向かって再び疾駆する。

　俺にはその姿が、獲物を狙ねらう銀色の狼おおかみに見えた。

「どのような手を隠し持っていたかはわかりませんが、大人しくして貰もらいましょうか!!」

　背の《死化羽デストラクシヨン》によって弾かれた方向とは真逆への推進力を発生させ、危なげなく体勢を立て直した《Ｋ》は剣から銃へと型を変える。

　牙きばを剥むいて襲い来る銀ぎん狼ろう──ユリエへと、引き金が引かれた。

　数え切れない数の光弾が、逆にユリエへと襲い掛かる。

（避けきれない……!!）

　さっきのように走り回って回避に専念している状況ならまだしも、光弾に向かって突っ込んで行っている以上は《双剣ダブル》で叩たたき落とす以外の選択肢は無い。

　それですらも、すべてを防ぎきるのは不可能だろう──《Ｋ》もそう考えたはずだ。

　だが、ユリエは避けた。

　流星群のような幾多の光弾を、一発たりとも被弾することなく避けながら駆け抜けて、《双剣ダブル》の届く間合いへと入る。

「バ、カな……!?」

　光弾すべてを避けられ、《Ｋ》の表情が偽りなく驚きの色に染まる。

　しかしそれでも、激しく荒々しい斬ざん撃げきの嵐あらしを、《死化羽デストラクシヨン》を剣の型へ変えて防ぐ。

　一撃、二撃、三撃──凄すさまじい剣速による攻撃を、《Ｋ》は自身の体に届く前に防ぎ、受け流す。本来の防御主体のスタイルで応じるその様は、かつて船上で俺たちを翻ほん弄ろうした姿を否いや応おうなく思い出させる。

　だが──異常としか言えない《力》を発する今のユリエは、鉄壁の防御などお構いなしとばかりに息もつかせぬ連撃を繰り出す。

「ぐっ、くっ……そんな、この私が押されっ……!!」

　圧倒的な圧力を前に、先刻まで高く嗤わらっていた少年の表情は歪ゆがみ、焦りが浮かぶ。

　彼女の振るう牙きばに、《Ｋ》の反応が次第に遅れ始め──

「アァアアアアアアアアッッ!!」

　ユリエが更に加速し、獣を思わせる咆ほう哮こうとともに剣を振るい──

　鉄壁の防御が、砕かれる。

　防御が間に合わず、赤光の刃が無い部分に《片刃剣セイバー》が刃をめり込ませ、そのまま豪快に真っ二つとする。銃と剣という二つの型を持つ武器は、ドォンと爆発音を立てて周囲を明るく照らした。

「お、のれぇっ!!」

《Ｋ》が、退く。

　戦術ではなく、完全に押し切られる形で。

　背の翼が赤光を放ち、宙へと逃れてユリエと大きく間合いを取る。

　牙の届かぬ位置に逃してしまったことで、銀ぎん狼ろうを思わせる少女は鋭い視線で《Ｋ》を睨にらみ付けるしかない。

「ふふっ、まさか貴女あなたがこのような《力》を隠し持っていたとは……。ですが、それもここまでとしましょう。残り僅わずかな命であろうと貴女に仇かたきを取らせては、大切な者を目の前で失ったという心を蝕むしばむ傷が、浅くなってしまいますからね」

　もはや俺は死んだと思っているのだろう。

　意識を失った際に《楯たて》も消失したことが、よりそう思わせていた。

《Ｋ》が満足げに言うと、嘲あざける口調で言葉を続ける。

「残念でしたね、ユリエ＝シグトゥーナ。貴女あなたがその《力》を最初から出せたならば、九重ここのえ透とお流るは死ななかったでしょうに……。宜よろしければ今の気持ちを聞かせて頂きたいものですよ！　くくっ、はーっはっはっは!!」

「ウウッ……」

　ユリエが呻うめく。

　いや、違う。

「ウァアアアアアアアア────ッッ!!」

　彼女の咆ほう哮こうに、俺は察した。

　今のユリエには、言葉が届いていない。

　さっきの呻きは向けられた言葉に対してではなく、手の届かない位置から《Ｋ》が降りてこようとしないことへの怒りだ。

　だからこそユリエは吼ほえ、自らが動くことを選択する。

　すなわち──天翔とぶことを。

　膝ひざを折り、体を沈み込ませ、キッと標的を見据え──地を蹴けった。

「愚かな！　空は私の領域テリトリーだと忘れたのですか!!」

　残されたもう一つの銃をユリエに向け、《Ｋ》が嗤わらう。

　そのとおりだ。《死化羽デストラクシヨン》の機能によって空を自在に飛び回れる《Ｋ》と違い、ユリエはただ真まっ直すぐに飛び上がり、限界に達したら落下するだけだ。

　引き金が引かれ、光弾が幾つも放たれる。

　当然、二丁のときとは違って数は減ったものの、足場の無い空中では、さっきユリエが見せた神がかり的な回避は出来ない。

　撃ち落とされる。

　そう思った刹せつ那なの後──ユリエが空を蹴った。

「なっ……!?」

　俺も、《Ｋ》も驚きよう愕がくし、目を疑う。

　けれど見み紛まごうかたなくユリエは空を蹴り、飛来する光弾を回避し──

　再び、空を蹴る。

「バカな!?　貴女は──」

　またしても角度を変え、再び《Ｋ》へ目掛けて迫る。

「貴女はいったい何者だというのです──ユリエ＝シグトゥーナ!!」

　叫びながら《Ｋ》が続けざまに光弾を放つも、ユリエは空を蹴り続けてすべてを躱かわす。

　そして──

　ギギィンンッ!!　斜めに斬きり上げた右の剣が、銃身を叩たたいて撥ね上げ──

　次いで左の剣が一撃目と同じ軌跡を辿たどり、《装鋼ユニツト》を斬り裂いた。

　月の光の中で銀色の少女が舞い踊り、紅の飛沫しぶきが散る。

　その光景を、闘いの最中であるのに俺は幻想的だと思ってしまった。

　けれど、それもほんの一瞬だ。

　深く大きなダメージを負った《神滅士エル・リベール》が落下してきた。地面に激突する寸前、翼の力を発動させ、地に叩たたきつけられることを避ける《Ｋ》。

　そこへ、《死化羽デストラクシヨン》のお株を奪うかのようにユリエが強襲する。

　その一撃を後ろに跳ぶことで回避した《Ｋ》は、着地したユリエに向かって最大の攻撃を──赤色光束砲エーテルカノンを放った。ここまでユリエを殺さぬように攻撃を抑えていた《Ｋ》ではあるが、そんな状況では無いと判断せざるを得なかったのだろう。

（避よけてくれ、ユリエ────っ!!）

　声にならない俺の願いは、届いた。

　赤色の光線はユリエの立っていた空間を貫くも、彼女の姿はそこから失われていて──

　瞬刻の後、《Ｋ》の背後に現れたユリエは、既に剣を振りかぶっていた。

　白刃が、銃であった鉄の塊を破壊する。

　これで《Ｋ》の武器はすべて失われた。

　残された手段は隙すきを突いて空へ逃げ、ユリエが追ってこないことを祈るばかりだろう。

　だがしかし、怒りの咆ほう哮こうを上げるユリエは、逃亡を決して許さない。

　肩口へ刃を叩きつけられ、《Ｋ》がよろめいた。

　そこへユリエは、地と空を蹴けることで縦横無尽とも言える銀閃の嵐あらしを繰り出す。

　その姿は人ではなく、銀のたてがみを持つ狼おおかみ──

　そう、今のユリエは鎖という枷かせから解き放たれた獣のようであった。

　縦横無尽の攻撃が終わりを告げた直後、《Ｋ》は地に膝ひざを突く。

　装甲の厚い部分のおかげで致命的な負傷だけは免れるも、《装鋼ユニツト》の至るところを斬きり裂かれた姿から、もはや決着は明らかだった。

　残るは、闘いを終わらせる牙きばを突き立てるのみだろう。

　だが──

「ダメ、だ……。ユリ、エ……」

　俺は、痛みと息苦しさの中で言う。

　無論、ほとんど声になっていない以上はユリエに届くはずもない。

　それでも、俺はダメだともう一度繰り返す。

　ユリエが《Ｋ》を殺そうとしているからだ。

《焔牙ブレイズ》による攻撃で、《Ｋ》は傷を負っている。

　かつてみやびが《Ｋ》に操られたときのように、今のユリエは殺意を持って《焔牙ブレイズ》を振るっているのだ。

（やめてくれ、ユリエ……！）

　膝ひざを突き、肩を上下させる《Ｋ》の前に立つユリエの姿を目にして思う。

　ユリエは俺のために怒り、《Ｋ》を殺そうとしている。

　それがわかっていて尚なお、俺は強く願う。

《Ｋ》は敵だ。

　逃しでもしたら、先の闘いのように再び死を撒まき散らす存在として帰ってくるだろう。

　だからこそ俺も、《Ｋ》を殺そうとした。

　それなのに今、俺はユリエにこれ以上剣を振るうことを、命を奪うことをやめてくれと心から望む。

　いや、今だけじゃない。

　これから先も、彼女の小さな手を血で染めて欲しくない。

　その血が、彼女が追う父の仇かたきのものであっても。

　俺の願いは矛盾している。

　俺自身が妹の仇を取ることを望んでいるのに、同じ《復讐者アヴエンジヤー》であるユリエには、誰だれの命も奪って欲しくないという矛盾。

（俺のエゴだってことくらいわかってる……！　だけどそれでも──）

　残る力を振り絞り、体を動かす。

　今、《Ｋ》の命を奪ってしまえば、もはや後戻りは出来なくなる。

　だからこそ、俺は銀色の少女を止めなければならない。

　震える腕で上体を支えて顔を上げながら、願う。

（それでも俺は──ユリエに人を殺あやめて欲しくない!!）

「う、ぉぉ……ぉぉおおあああああああっっっ!!」

　吼ほえながら、立ち上がり──駆ける。

　駆けながら《蒼そう焔えん》を発し、《楯たて》を具現化させる。

（ユリエ、俺はキミを護まもりたい……！　キミの心を護りたいんだ……!!）

　この四ヶ月、《絆双刃デユオ》として過ごす内に知った銀色の少女の姿が、走そう馬ま燈とうのように脳裏を走る。

　銀色の髪シルバーブロンドを、深紅の瞳ルビーアイを、雪色の肌スノーホワイトを持った彼女はとても口数が少なく、寂しがり屋で、甘えたがりで、少しぼんやりとしているが、とても素直で、誰よりも護ってあげたい女の子だ。

　一緒にアップルティーを飲んだときに浮かべた、幸せそうな微笑ほほえみ──

　その笑顔が失われてしまうような気がして……。

　だから俺は、疾は駆しった。

　ゆっくりと振り上げられていく《焔牙ブレイズ》を目にしながら。

「ユリエの──」

　銀色の少女の前に立ち塞ふさがり、俺は願いを《力》へ変える。

「ユリエの牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　解放された《魂》の《力》が、振り下ろされた白刃を阻む。

「何な故ぜだ……」

　バギィィィッ!!　俺の《魂》とユリエの《魂》がぶつかり合い、烈はげしい衝撃が突風と化して周囲へ拡ひろがっていき──

「何故貴様が私を護まもる!?　九重ここのえ透とお流る────っ!!」

《Ｋ》の絶叫とほぼ同時、結界とぶつかり合ったことによる激しい衝撃に、銀色の少女の手から《片刃剣セイバー》が弾はじけ飛ぶ。

　だが、まだだ。

「ウ、ァア、ァアアアアアア──ッッ!!」

　再び咆ほう哮こうを上げ、ユリエは俺に向かって残った牙を振りかぶった。

「ユリエ、もういい……！　もういいんだ!!」

　叫びながら踏みだし、銀色の少女の小さく細い体を抱きしめた。

「俺は死んでいない！　生きているから、こんなやつを手に掛ける必要なんて無いんだ!!

　だから──戻ってくれ。俺の知っているいつものユリエに戻ってくれ……」

「トー……ル……？」

　俺の名を口にするとともに、ユリエの手から《焔牙ブレイズ》が零こぼれ落ち、深紅の瞳ルビーアイに光が戻ってくる。

「ああ、俺だ」

　頷うなずき、ユリエの頭を撫なでる。

　絹糸を思わせるさらさらの銀色の髪シルバーブロンドを、優しく。

「トール……。トール……！」

　ユリエが、俺の胸に顔を埋うずめてくる。

　けれど──

　闘いはまだ、終わっていない。

「ふっ、ふふっ、はははは……。とんだ茶番を見せられたものです。あまつさえ、貴方あなたに助けられるという屈辱まで受けるとは、想像だにしていませんでしたよ、九重透流……!!」

　距離を取って立木に手をかけながら、《Ｋ》が憤ふん怒ぬで醜く顔を歪ゆがませ、抱き合った俺たちを睨ねめ付ける。

「……お前を助けた憶おぼえは無い。俺はユリエを止めるために動いただけだ」

　ユリエを解放して《Ｋ》に向き合うと、俺は俺にとっての事実を述べる。

「どのような理由であろうと、結果的に私が貴方あなたに助けられたという事実があることは確かだ。反へ吐どが出るとはまさにこのことです!!　だからこそ私は貴方を許さない！　今さら助けられようと、既に遅いのですから!!」

「遅い？　何を言ってるかはわからないけど、これ以上どうするつもりだ。まだ闘おうっていうのか？　武器は既に無く、《装鋼ユニツト》もその様子じゃまともに機能していないはずだ」

　様々な箇所を斬きり裂かれ、《Ｋ》の纏まとった《装鋼ユニツト》は時折火花を散らしていて、機能の低下は否めないことが見て取れる。

「もう、お前に闘う《力》はない……！　大人しく投降したらどうだ！」

　今の《Ｋ》は、闘うことはおろか逃げることすら出来ないはずだ。

　ユリエの放った銀閃の嵐あらしによって、背の《死化羽デストラクシヨン》が機能を破壊されただろうことは、よろめく体で地に立っている姿から察することが出来る。

　けれども、それは間違いであったことを俺は知る。

「くくっ、私に《力》が無い……？　とんだ見当違いですよ、九重ここのえ透とお流る!!　《死化羽デストラクシヨン》に秘められし最後の《力》、見せてさしあげましょう!!」

　残された二枚の翼が、《Ｋ》の言葉に呼応して組み合わさる。

《Ｋ》はそれを──二連装の巨大な銃を手に取り、腰だめに構えた。

「これぞ《死化羽デストラクシヨン》に残された最終兵装──双連赤光束砲ツインエーテルカノン。二門同時に放つことで、これまでの赤色光束砲エーテルカノンの倍以上に威力が跳ね上がるというとっておきの代物ですよ……!!」

　ヒュィィィ……という駆動音とともに、これまでとは比べものにならない量の赤光が二連装のマズルへと集まっていく。

「倍以上、か……。聞くだけでもすげえ威力だってのはわかるが──」

《絶刃圏イージスデイザイアー》ですら防ぎきれなかった赤色光束砲エーテルカノンを遥はるかに超える威力──それはすなわち、結界を張ったとしても、命など肉体の一片すら残さず消し飛ばされることに他ほかならない。

「むざむざ俺たちが当たると思ってるのか？」

　回避にさえ集中すれば、躱かわせないということはないはずだ。

　そして二発目を放たれる前に、《死化羽デストラクシヨン》を破壊してしまえばいい。

　しかし《Ｋ》は、俺の考えなど想定内であるとばかりに薄く嗤わらう。

「いいえ、貴方に避けることは出来ません。それは、銃口の向きを考えればすぐに理解出来るはずですよ。お友達思いの貴方ならばね、九重透流……！」

「──っ！」

　その一言で、《Ｋ》の狙ねらいを察する。

　マズルは確かに俺たちを狙っていた。

　だが、俺たちの数百メートル後方には──寮がある。

　つまりは、躱かわせば寮のみんなを見殺しにすることとなると、《Ｋ》は言っているのだ。

　無論、俺たちが銃を叩たたき落とそうとしても、それよりも速く引き金は引かれるだろう。

「さあ、最後はシンプルに《暴力ちから》と《魂ちから》の真っ向勝負と行きましょうか」

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべ、《Ｋ》が告げる。

　こちらが避けられないと、防げないとわかっていて、真っ向勝負などと空々しいことを。

「……いいだろう、望み通り受けて立ってやる。ユリエ、離れていてくれ」

　もしものことを考え、銀色の少女が巻き込まれないようにと配慮するも──

「ナイ、離れません」

　ユリエは首を横に振った。

「ユリエ……」

「絆きずなを結びし者たちは、能あとう限り同じときをともにせよ──喜びのときも、哀しみのときも、健やかなるときも、死が二人を分かつその日まで……！」

　それは校則に記された《絆双刃デユオ》に関する一文だった。

　目にしたときは大げさだなと思った一文をユリエは今、俺とともに在るという決意を込めて口にする。

「私はトールの《絆双刃デユオ》ですから、終わりのときまで、ともに。ですが──」

「ああ、そうだな。終わりのときは今じゃない。だから俺はキミを護まもり、この闘いを生き残ってみせる!!」

「ヤー。私を──護ってください、トール」

「絶対に護る!!」

　ユリエが小さな手で、俺の右手をしかと握る。

　固く結ばれた手は、今日までに俺たちが育はぐくんできた《絆》の証あかしだ。

　俺は頷うなずき、ユリエもまた頷いて返すと、これより悪意の牙きばを放たんとする男へと二人で視線を向け──《楯たて》を携えた左手を《Ｋ》へ向かって突き出す。

「俺はユリエを《力》で護る!!　だからユリエ、キミはその《魂こころ》で俺を護ってくれ!!」

「ヤー!!」

　俺たちの視線に対し、《Ｋ》は射るような双そう眸ぼうに侮ぶ蔑べつを浮かべ、真まっ直すぐに返してきた。

「……私としては、ユリエ＝シグトゥーナは生かすことで苦しませたかったのですがね」

「あなたの思い通りになる気は何一つありませんので」

「ええ、どうやらそのようですね。まさか躱すことも防ぐことも敵かなわぬ圧倒的な《暴力ちから》を前にして尚なお、互いを護り合うことを誓うとは──激情を通り越して、憐れん憫びんの情すら湧わいてきましたよ……」

「……お前は護ろうという意志をどこまでも否定するんだな、《Ｋ》。だったら俺は──お前の《暴力ちから》を、《絆きずな》が生み出してくれた《力》で否定してやる!!」

「ならば私は貴方あなたたちの存在した証あかしを塵ちり一つ残さず消し去ることで《魂》の《力》を──《絆》の《力》を否定してさしあげましょう!!」

　引き金に掛かった指に、力が入った。

「終わりです、九重ここのえ透とお流る!!　ユリエ＝シグトゥーナ!!」

　二連装の銃口に集められた殺意と悪意の牙きばが、巨大な赤色の光と化して放たれる。

「《Ｋ》!!　最後に一つ、教えてやる！　確かに俺の《絶刃圏イージスデイザイアー》は一箇所にしか展開することが出来ないが──同時に展開出来ないわけじゃない!!」

　俺は残る《力》のすべてを一気に解放し、吼ほえる。

「牙を断て──《絶刃圏・參式スリーフオールドイージス》!!」

　一箇所へ集中して展開され、重なる結界を目にして《Ｋ》の表情が歪ゆがむ。

「なっ!?　結界を──重ねるだとぉっ!?」

　三重の結界を生み出し、迫り来る赤色の牙から命を護まもる。

　凄すさまじいエネルギーの奔流による衝撃が空気を、大地を振るわせ、結界が軋きしむ。

　視界のすべてが赤く塗り潰つぶされる中──

　俺は全霊全力で《絶刃圏イージスデイザイアー》を維持し、《暴力ちから》に抗あらがい続ける。

「ぐっ、くっ、うぐっ……!!」

　赤色の牙と結界のぶつかり合いが、急激に体力と気力を奪っていく。

（ま、ずい……）

　一瞬、視界がぼやけた。

　それはすぐに戻るも、再び焦点が合わなくなる。

　赤く輝くエネルギーの奔流を目前にしているというのに、目の前が暗くなってきた。

　赤刃によって深ふか傷でを負った体を、気力を奮い立たせることで俺は立っていた。

　だがその気力も、《絶刃圏イージスデイザイアー》の三重発動とその維持をし続けることであっという間に奪われていく。

（くっ……限界、が……！）

　脂汗が流れ、呼吸が乱れ、体から熱が失われ──

　指先が冷たくなり、感覚が無くなっていく。

　だが──

　右手から、あたたかさが伝わってくる。

（これ、は……）

　ユリエが、繋つないだ手をより強く握ってくれていた。

「ユリ、エ……！」

「トール、私は信じています。あなたが絶対に死なないと──あなたが絶対に護ってくれるということを……！」

　銀色の少女は、微笑ほほえんだ。

　そこに不安は無い。

　ただただ、俺を信じる思いがあるだけだ。

「そう、だ……俺、は……護まもり、抜くっ……!!　ううぉぉおおあああああ────っ!!」

　俺が咆さ吼けんだ刹せつ那なの後、結界に阻まれて蓄積し続けた光が──大きく爆はぜた。

　目の眩くらむ爆発が、耳をつんざく轟ごう音おんが、一帯を呑み込む。

　やがて土煙が晴れ──

　俺たちは、無傷のままに立っていた。

「バ、バカな……。何な故ぜ……何故、生きているのです……」

《Ｋ》の射るような双そう眸ぼうが大きく見開かれ、目の前の現実を必死で否定しようとする。

「俺一人だったら、きっと抗あらがいきれなかった……。ユリエがともに居てくれたから──ユリエとの《絆きずな》が、俺に《力》を与えてくれたからだ!!」

「どこまでも……どこまでも貴方あなたという男は……九重ここのえ透とお流る────っ!!」

　呪じゆ詛その如ごとく俺の名を喚さ叫けぶと、《Ｋ》は再び《死化羽デストラクシヨン》の銃口を俺たちへ向ける。

　深ふか傷でを負い、《絶刃圏・參式スリーフオールドイージス》でほぼすべての《力》を使い果たした今の俺には、次の双連赤光束砲ツインエーテルカノンを防ぐことは出来ない。

　同時に、《Ｋ》を一撃で倒せる技を──雷神の一撃ミヨルニールを放つほどの余力も残っていない。

　だから俺は、銀色の少女の手を離して彼女の《魂》を──大地に突き立った《焔牙ブレイズ》を引き抜くと、疾駆かけながらに叫ぶ。

「ユリエ、《魂ちから》を貸してくれ!!　《Ｋ》の《魂こころ》を絶つ!!」

「ヤー!!」

　あの日以来──音おと羽はを殺されて以来、俺は剣を手にすることに抵抗があった。

　剣は人の命を奪う凶器だから、と。

　だけど今、手にしている《焔牙ブレイズ》は違う。

　俺の言葉に力強く答えた銀色の少女の《魂》は、誰だれの命も奪うことはない。

　だから俺は全力で牙きばを振るうことが出来る。

　この闘いを終わらせる、最後の一撃を。

「終わりだ、《Ｋ》────っ!!」

「九重透流────っ!!」

《Ｋ》が引き金を引こうとしたその刹那、僅わずかに速く剣けん閃せんが煌きらめき──

　俺は《死化羽デストラクシヨン》を、そして《Ｋ》の《魂》を絶ち斬きった。






■第三章『いつか、絶対に』









「っく……」

　ズキリと頭痛がしたことで目を覚ますと、《Ｋ》との闘いから数日が過ぎていた。

　……もっとも、俺がそのことを知るのはもう少し後の話だが。

（ここ、は……病棟、か……）

　まったく自慢できない話だが、これまでに何度も来ているからすぐにわかった。

　だからこそ、自分が生きているのだと即座に理解できたのは、少々皮肉が効いている。

　あのとき──

　俺が《魂》を斬きったことで《Ｋ》はくずおれた。

　直後、まるでその瞬間を待ち受けていたかのように警備隊が姿を見せた。

　その状況に、これで闘いは完全に終わったのだと気が抜けてしまい、ユリエが俺の名を呼ぶ声を最後に記憶が途切れての今だ。

「ん……」

　痛む頭に手を当てつつゆっくりと体を起こすと、誰だれかが反応する声がした。

　声の聞こえてきた方向へ目を向けると、ベッドの端で突っ伏すように寝入っている銀色の少女の姿が。

（ずっと看みててくれたのか……）

《Ｋ》との闘いからどれくらいの時間が過ぎたのかはわからないが、ユリエはずっと傍そばに居てくれたのだとわかる。

　その気持ちが嬉うれしくもあり、同時に申し訳なくも思う。

（ありがとな、ユリエ）

　すやすやと眠る彼女の頭を、感謝の意を込めて優しく撫なでる。

　……と、そのときだった。

「痛ぅっ……」

　再び、頭がズキリと痛む。

　目を覚ますきっかけとなった頭痛だが──

「トー……ル？」

　今度は俺ではなく、ユリエを起こしてしまうことに。

「っと、悪い、ユリエ。起こしちまったか」

「ナイ……。気にしないでくださ──」

　目を擦こすりながらの言葉はそこで途切れ、ユリエがぽかんと俺の顔を見つめる。

　深紅の瞳ルビーアイが潤み──

「トール!!」「ごふっ」

　銀色の少女が、胸の中へと飛び込んできた。

「あ……。大丈夫ですか、トール……？」

「あ、ああ……。ちょっと痛かったけど、まあ……」

「本当にすみません……。その、嬉うれしくて思わず……」

　しょんぼりと肩を落とすユリエの頭を撫なで、気にしなくていいと伝える。

「トール……。ありがとうございます」

　まだ気にしているのだろう。

　ユリエは小さく笑うも、眉まゆはまだ両端が下がって困ったような表情をしていた。

「本当に気にしなくていいぜ、ユリエ」

「ヤ、ヤー……」

　なでなでと頭を撫で続けながら、ふとユリエのことで思い出すことがあった。

《Ｋ》との闘いの中で起きた異変──

　臨海学校のときと同じ、闘いの中でユリエから聞こえた高い音。

　しかも今回は砕けるような音まで響き、その後にユリエが見せた《力》はあまりにも異質なものだった。

　膂りよ力りよくや速さは勿もち論ろんだが、それ以上に常軌を逸した《力》──空を蹴けって翔かけるなど、人を超えた存在である《超えし者イクシード》にだって出来やしない。

　ただし、《Ⅳレベル４》を超えて《焔牙ブレイズ》の真の《力》を引き出していれば話は別だが。

　だが、ユリエはまだ《Ⅲレベル３》なわけで──

「トール……？」

　ユリエの頭に手を乗せたまま考え込んでいたため、どうかしたのかという上目遣いの視線がこちらに向けられていた。

「この前のユリエが見せた能力ちから──あれはいったい、何だったのかなと思ってさ」

「あれ、ですか……」

　再び、ユリエの表情が曇る。

　彼女自身、自分の見せた《力》についてわかっていないからだ。

　加えて今回は、以前のよりも遥はるかに異質な《力》を使ったとなれば当然か。

「…………。トール、私は……」

　しばしの沈黙を経てユリエが顔を上げるも、その言葉は途切れてしまう。

　彼女の深紅の瞳ルビーアイには、見るからに不安が浮かんでいた。

「……気にしなくていいって。わからないものについては仕方無いさ」

「トール……」

　沈んだ表情のユリエの頭をぽんぽんとし、いいんだとばかりに首を振ると、また少し頭が痛む。

「傷が痛むのですか、トール？」

「いや、頭痛がして……。たぶん、《絶刃圏イージスデイザイアー》の使い過ぎだと思う」

　推測の域は出ないが、おそらくはそうだろう。

　闘いの最中でもあったが、《絶刃圏イージスデイザイアー》は《魂》の《力》をエネルギーに変えたものだから、使えば使うほど強い疲労に襲われる。

　特に今回は限界まで発動させたこともあり、こうして疲労からの頭痛が残っても仕方無いだろう。

「まあ、もう少し休めば回復するさ。それより、あの後どうなったのかを聞かせてくれないか？」

「……ヤー」

　それから後、俺はユリエから闘いの顛てん末まつを聞いた。

　あの闘いから数日が過ぎたこと、月つき見みは何とか命を落とさずに済み、今は集中治療室に入っているということを。そして──警備隊に捕縛された《Ｋ》が、その後どうなったのかはわからないということも。

「そうか……」

　聞き終えたところで、俺は呟つぶやく。

《Ｋ》との闘いは終わった。

　もうあいつと会うことは二度と無いのだろうと、不思議と確信めいた何かがある。

　今度こそ、平和な日常が返ってくるのだ。

　だが──

　新たな闘いは既に目の前に迫っていたことを、このときの俺はまだ知る由も無かった。




　そして──闘いが始まる。




「透とお流る」「透流くん」

　リーリスとみやびの声が重なり、左右からりんごのうさぎが差し出される。

「「はい、あーん」」

「「…………」」

　異口同音に、二人は顔を見合わせるも、すぐに俺へと笑顔を向け直す。

「えっと……」

「透流」「透流くん」

「「はい、あーん」」

「──って、どうして透流と恋人っぽいことをしようとしてるのよ、みやび!?」

「そ、それは、その……」

　黄金の少女からの詰問に、みやびは困惑して答えに詰まる。




　俺が目を覚ましてから二日後の夜、いつもの面々が帰省を終えて帰ってきた。

　寮に戻ったところでトラから《Ｋ》の襲撃を説明されて誰だれもが驚き、今日の面会時間を迎えるや、みんな──みやびとリーリスだけじゃなく、トラ、橘たちばな、タツも一緒にお見舞いに来てくれたまではよかったのだが。

　俺の腹が空腹を訴えたところから、何やらおかしな展開となった今へ──女子の闘いへと繋つながる。




「リ、リーリスさんもしてるから、わたしもいいかなぁって……」

　おどおどと返すみやびに対し、リーリスは黄金色の髪イエロートパーズを手で払いつつ言う。

「あら、透とお流るはあたしの未来の旦だん那な様なのよ。だから──」「ナイ」「──食べさせてあげるのは当然……って、あんたは黙ってなさいよ！」

　発言途中に否定を入れたユリエへと、リーリスが律儀にツッコむ。

「とにかく、そういうこと。だから、ここはあたしに任せてくれればいいわ」

　けれどみやびは、大きく首を左右に振った。

「リ、リーリスさんはすごく綺き麗れいでお金持ちで、運動も勉強も出来て、強くて……わたしはすごく羨うらやましいって思うけど、でも──まだ、決まってないから……」

「まだって、何が決まってないのよ？」

「うううっ、そ、それは、その……」

　今度は質問が飛んできて、みやびの視線は膝ひざの上に乗せた手へ。

　その手がぎゅっとスカートを掴つかみ、みやびは大きく息を吸い込むと──

　顔を上げ、黄金の少女に向かって真まっ直すぐ視線を向ける。

「未来って言うなら、わたしと透流くんが結婚してる可能性だってあるもん……!!」

「なっ!?」

　直後、リーリスのみならず室内に居る全員の視線が、爆弾発言をしたみやびへ集中する。

「あ……。えっと、その……そ、そういうことだから……」

　視線に対し、みやびは顔を真っ赤にして再び視線を落とす。

　最初に我に返ったのは、爆弾発言をする要因となった相手──リーリスだった。

「言ってくれるじゃない、みやび。とはいえ、あんたじゃ、あたしのライバルには成り得ないわよ。何しろあたしは──」

　ビッと親指で自らを指し、黄金の少女は告げた。

「透流とキスをした仲よ！」

「……あれは貴様が一方的にしただけだろうが」

　ナイスツッコミだ、トラ。

「透とお流ると一緒の布団で寝るくらいの仲よ！」

「……臨海学校の件なら、あれはキミが勝手に九重ここのえたちのテントに潜り込んだのでは？」

　ナイスフォローだ、橘たちばな。

「透流と一緒にＤＮＬデスニユーランドでデートをしたわ!!」

「あのときは、お嬢様が条件を出して強制的に付き合わせただけでしょう」

　おお、まさかのサラからフォローが……。

「と、とにかく、あたしと透流は二人の時間を育はぐくんでるわ。そんなあたしたちの間に割って入ってこようって覚悟はあるわけ？」

　散々ツッコまれたというのに、リーリスは何やら不敵な笑みを浮かべて自らを指す。

　だがしかし、今日のみやび──いや、花火大会以来のみやびはひと味もふた味も違う。

「と、透流くんを好きって気持ちなら負けないもん！」

　リーリスに怯ひるむどころか、立ち上がって叫んだのだ。

「それに透流くんとどれだけ親しいかってことも……！　わたしは透流くんと毎朝一緒に頑張ってたし、それと透流くんはわたしが初めてだって言ってくれたし、わたしも初めてだったし、あと、えっと、透流くんは今、巴ともえちゃんと毎日頑張ってるけど、週に一度はわたしとしてくれてるし！」













　毎朝一緒にしたのはランニングで、お互いに初めてはデートのことで、橘たちばなとは朝練を毎日頑張ってるわけで、週に一度というのはこれまたランニングの話である。

　ランニングとデートと朝練という単語が抜けると、恐ろしいまでの誤解発言だ……。

　おかげで病室は、再びしんと静まりかえり──

　その空気を打ち破ったのは、橘だった。

「こここ、九重ここのえ────っ!!　キ、キ、キミはなんて破廉恥なことをみやびと!!　しかも今は毎日私とだと──っ!?　見損なったぞ、この不ふ埒らち者────っ!!」

「いやいやちょっと待て、橘──っ!!　自分で言ってることが何かおかしいと思わないのかっての──っ!!」

　さっきのみやびに負けず劣らず顔を真っ赤にし、橘が派手な音を立てて部屋を飛び出す。

　あの様子では、俺の声なんてまったく届いていないだろう。

（フォローを頼む、トラ!!）

　アイコンタクトで意志を伝える。

（貴様を巡っての闘いだ。僕が口を出すのは筋違いというものだな）

　即答で拒否られた。

　尚なお、ユリエはみやびの発言を理解出来なかったようで小首を傾かしげ、タツはいつも通り大笑いをしているばかりと、どちらも助けになってくれそうにない。

（誰だれか何とかしてくれ──っ!!）

　内心絶叫している間もリーリスとみやびの闘いは続行中で、先日の頭痛がぶり返してくる気分だ。

「ふ、ふふ……。あたしの知らないところで随分やってくれてるようじゃない……。だけど、透とお流るが最後に選ぶのはこのあたしよ」

「そ、そんなこと──」

「いいえ、決まってるわ。いい、みやび。たとえ今、透流とあんたがどんな関係であっても、男ってのは最終的に魅力的な女を選ぶものよ。そして女の魅力すべてにおいて、あたしはあんたを上回っているわ。だから透流があたしを最後の女として選ぶのは、至極当然の道理なのよ!!」

　ビシィッという効果音でも聞こえてきそうなくらいに、またしてもみやびを指すリーリスだったのだが──

　ふにょん。

「ひゃうっ？」

　黄金の少女の指先が柔らかく大きな膨らみにめり込み、みやびが可愛かわいい悲鳴をあげた。

　そこで何な故ぜか沈黙するリーリス。

「…………」

　ふにょんふにょんふにょん。

　リーリスの指先が、みやびの胸を突いて揺らす。

「ひゃわわっ、リ、リーリスさん……!?」

　行為の意味が分からず慌てるみやびに、リーリスはがっくりと肩を落として呟つぶやいた。

「……ま、まさかこのあたしが敗北を喫するなんて……」

　仕方無い。

「ふ、ふふ……ふ……」

　やがて敗北のショックから立ち直った（壊れた？）リーリスは、みやびを指して宣言をする。

「いいわ。認めてあげるわ、みやび！　あんたは今日からあたしのライバルよ!!」

「え？　あ、えっと……う、うん！　透とお流るくんのことだけは負けないんだから……！」

　ここに奇妙なライバル関係が誕生した。

「それじゃあ、まずはりんごを食べさせて欲しい相手を透流自身に決めてもらうわよ。いいわね、みやび？」

「う、うんっ。透流くんが決めるなら公平だし、わたしはいいよ。えっと透流くん、決めてくれるかな」

「……えっ、俺？」

　二人が同時に頷うなずき──

「えーっと……」

　結局俺は、交互に食べさせて貰もらうという[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]平和的解決法を選ぶのだった……。







「透流、起きてる？」

《Ｋ》との闘いから一週間近くが過ぎたある日の昼前──

　まだ授業中であるはずの時間帯に、リーリスが病室へ顔を出した。

「ああ、起きてるぜ。……授業はサボりか？」

「いいじゃない。一般学科なんて受ける必要無いもの」

　学力だけなら既に高校のレベルを優に超えているだけあって、余裕の一言だ。

　可能ならその学力を分けて貰いたい。

「体調はどう？」

「これから部屋に戻って着替えて、午後の授業に出ようかと思ってるよ。……まあ、本当に顔を出すだけなんだけどな」

　怪け我がの様子も落ち着いた──《黎明の星紋ルキフル》による回復力超化の賜たま物ものだ──こともあり、あと数日は運動禁止という条件の下で退院許可を出して貰もらったのだ。

「それでもいいじゃない。こんなところでじっとしてると、息が詰まりそうだもの」

「詰まりそうじゃなくて、本当に詰まるって……。もうここに来るのは勘弁願いたいな」

「ふふっ。もう常連だものね」

　……既に手遅れな気が。

　怪我で入院した生徒は多かれど、一年の夏が終わるまでに三度も入院したのは昊こう陵りよう学がく園えん史上で俺が初めてとなれば致し方ないと思いもするが。

「ところで──あの子は来てないわけ？」

「ユリエのことなら、今は授業中だろ？」

「出てないから訊きいたのよ」

　それもそうだと頷うなずく。

（でもユリエがサボりってのは珍しいな……）

　目の前に立つ気まぐれ気質な黄金の少女と違い、銀色の少女はかなり真面目まじめだ。

　俺の知る限り、これまで授業をサボるなんてことは無かったはずだが……。

（……もしかして──）

　思うところはあるが、こればかりは本人に訊かないと答えは出ない。

　しかし、ここに来ていないとなると、ユリエはいったいどこでサボっているんだろうか。

　やはり寮の自室でか、それとも──

（……いや、今はそれよりも──）

　ユリエのことは一いつ旦たん置いておくことにし、俺はリーリスへと意識を向け直す。

「なあリーリス。そろそろ本題を聞かせてくれないか？」

「本題って？」

「他ほかのやつに聞かせたくない話があるから、この時間を選んで来たんだろ──違うか？」

「……正解よ。透とお流るってば鈍いんだか鋭いんだか、たまにわからなくなるわ」

　苦笑いをしながら、肩を竦すくめるリーリス。

「ま、これから寮へ戻るなら、歩きながら話しましょ」

　との意見に頷くと、俺は手早く荷物をまとめ、彼女とともに病棟を出た。

　外に出ると、強い日差しが肌を焼くように照りつけてくる。

　お盆を過ぎたとはいえ、夏はまだまだ続くということだろう。

　その太陽に負けないくらいに輝く黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女と肩を並べ、俺は寮へ続く道を歩いていた。

「……《Ｋ》のことだよな？」

「捕縛された後のことが気になると思ってね」

《焔牙ブレイズ》によって意識を絶ち斬きられ、警備隊によって捕縛された《Ｋ》は医療棟へと運ばれたとのことだった。

「闘う前から怪け我がをしていた？」

「ええ。それもかなりの深ふか傷でをね」

　如い何かなる理由からかはわからないが、《Ｋ》は俺たちや月つき見みと闘う前から大怪我を負っていたらしい。

　それも治療を施すタイミングがもう少し遅れれば、死に至るほどのものを。

「おそらく、死を覚悟した上で闘いに臨んでいたんじゃないかしら」

「そんな体でどうして……」

「それだけ透とお流るとの決着が、《Ｋ》にとっては意味のあることだったってことね。……どうしても気になるなら、訊きいておくよう伝えておくけど？」

　訊く──それこそが、これまで数度に亘り昊こう陵りよう学がく園えん、及びドーン機関へ大きな被害をもたらした少年を助けた理由なのだろう。

　敵対組織であるゴグマゴグの情報を、尋問によって得るために。

「……いや、いいかな。何となくだけど、あいつは絶対に答えない──そんな気がする」

「そう……。わかったわ」

「《Ｋ》は──どうなるんだ？」

「あの手の何かに執心するタイプは手に負えない場合が多いから、取引をして引き入れるってことは無いわ」

　俺の問いにリーリスは顔を曇らせつつも、機関ドーンの取るであろう判断を教えてくれる。

　後はゴグマゴグとの取引材料とされるくらいだろうが、大怪我を負った人物を送り込んで来る相手と考えるとそれも無さそうに思えた。

　となれば、後はどうなるのか想像に難くない。

　俺たちが今いる世界は、法の外側なのだから。

「あまり気にしない方がいいわ」

「……ありがとな、リーリス。大丈夫だ」

　気にしないとは返さず、気遣いに礼を言う。

　しばし言葉が途切れる。

　遠くから聞こえる蝉せみの鳴き声を聞きつつ、俺たちは互いに言葉を発さぬまま歩き──

（あ……）

　時計塔の近くに差し掛かったところで、ふと足を止める。

　立ち入り禁止を示す黄色と黒のガードフェンスが目に入ったからだ。

　フェンスの向こうに在るのは、《Ｋ》が月見へと放った赤色光束砲エーテルカノンの痕こん跡せきだろう。

　改めて思い返すと、あの爆発の威力をさらに上回るという双連赤光束砲ツインエーテルカノンをよく防げたものだ。

（きっと、ユリエのおかげだな……）

　俺一人だったら、勝てなかったかもしれない。

　あのとき、ユリエが信じてくれたからこそ、俺は……。

「報告書を見たわ。随分と激しくやりあったみたいね」

「まあ、な……」

　立ち入り禁止となった場所へ、蒼玉の瞳サフアイアブルーを向けながらにリーリスが言う。

　二日前、俺とユリエに対し、ドーン機関から派遣されたスタッフによる調書が取られた。

　そこに闘いの痕こん跡せきや様々な情報を加えて作成された報告書へ、リーリスは目を通した。

　つまり──ユリエに秘められた謎なぞの《力》についても、知ったということになる。

　報告書に記載されたその項を見て、この黄金の少女はどのように思ったんだろうか。

（ユリエ、か……）

　フェンスから塔へと視線を移動させ、俺はリーリスに告げる。

「リーリス。ちょっと寄りたいとこがあるから、悪いけど一人にさせてもらえないか」

「一人に？　まあ別に構わないけど……。それじゃあ、あたしは先に寮へ戻ってるわね」

　寮へと続く道を歩いていく黄金の少女の背中を見送ると、再び視線を時計塔に向ける。

「さて、と……」

　誰だれにともなく呟つぶやくと、俺は時計塔へと歩を進めることにした。




　時計塔の内に足を踏み入れるのは、四月以来──ユリエと正式に《絆双刃デユオ》を組むこととなった、あの日以来だ。

　静かな塔内の石段を、一歩一歩上がっていく。

　やがて階段が終わり、その先にある広間へと辿たどり着いたそのとき──

　チリンという鈴の音が、風に乗って響いてきた。

「トール……」

　高天を見上げていた銀色の少女が振り返る。

　下から彼女の姿が見えたわけではなかったが、病室でユリエのことを思い浮かべたとき、真っ先に浮かんだのがこの時計塔だった。

「授業をサボるのはよくないぞ、ユリエ」

　言いながら近付いて行き、肩を並べるようにして窓の外を見る。

　以前訪れた際はユリエのことで頭がいっぱいだったが、こうして改めて外に目を向けると緑溢あふれる学園の敷地が、そして高い壁の向こうに広がる街並みまで遠く見渡せた。

「いい景色だな」

「ヤー……」

　こくりと隣で頷うなずくも、ユリエの視線は伏せられていた。

「……もう、外に出ても大丈夫なのですか？」

「ああ。運動はしないって条件付きだけど、今日からは寮に戻るよ」

「それはよかったです」

　そう言ってユリエが静かに笑んだとき、柔らかな風が入り込んできた。

　吹き抜ける風が、とても心地いい。

「さて、と。ここでもっとのんびりしていたい気はするけど、そろそろ戻ろうぜ」

　ユリエの肩をぽんと叩たたくと、踵を返して歩き出す。

　その歩みを止めたのは、銀色の少女が口にした一言だった。

「《天翔颯ヴインドイエールズ》──」

「え……？」

　振り返ると、深紅の瞳ルビーアイが俺をじっと見つめていた。

「それがトールの目にした、私の《焔牙ブレイズ》が持つ《力》です」

「あの空を駆けるような能力が、ユリエの《焔牙ブレイズ》が持つ真の《力》ってことか……？」

　チリンと鈴の音を響かせ、銀色の少女は頷く。

　しばしユリエの言葉の意味を噛かみ締め、やがて意を決する。

「訊きこうかどうか、迷ってたんだ。もしかしたらユリエは、自分の《力》について知っているんじゃないかって……」

　病室で目を覚まし、俺があの《力》について問い掛けた際、ユリエは何かを言い掛けた。

　だが俺は、銀色の少女が浮かべた不安を目にして、彼女は自分自身の秘められた《力》のことを何も知らないのだと受け取った風に話を終わらせた。

　俺自身、大きな不安に囚とらわれたためだ。

　ユリエがどこかに行ってしまうのではないか──

　そんな思いに囚われて。

　けれど今、如い何かなる理由からか、銀色の少女は自らの《力》について告げた。

　瞳ひとみには、あのときと同じように不安を浮かべている。

　それでも彼女は、隠してきた真実を自ら告げた。

　だから俺は、この先の話に付き合う義務がある。

《絆双刃デユオ》であることを誓い合った少女の告白を、聞かなければならない。

「聞かせてくれないか。ユリエのことを──俺の知らなかった真実を」

「ヤー」

　鈴の音が響き、吹き込んできた風で銀色の髪シルバーブロンドが揺れ──

　そして彼女は語り出す。

「私は──《超えし者イクシード》ではありません」

「なっ……!?」

　ユリエが告げた真実に、俺は声を出して驚きよう愕がくする。

　無理もないだろう。

　人を遥はるかに超えた身体能力もさることながら、何よりも《超えし者イクシード》の最大の特徴とも言える武器──《焔牙ブレイズ》を、ユリエも俺たちと同じように具現化していたのだから。

　にわかには信じ難いことだが、銀色の少女が冗談を言うような女の子じゃないと俺自身が一番よく知っている。

「それなら、ユリエはいったい何者だって言うんだ？」

「《醒なる者エル・アウエイク》──人に秘められた《力》に覚かく醒せいせし者……。それが私です」

　胸に手を当て、自らについてをそう称するユリエ。

「すべての始まりは、あの雪の夜──そう、私の背に呪のろいが刻まれたときのことです」

　言いながら、ユリエは背中の傷へ触れるように自らの肩へと手を当てる。

「私は──パパが死んだことを、すぐには理解出来ませんでした。私の頭を撫なでていた手は力無く落ち、笑顔は消え、瞳ひとみは開くことがなく──ただ呆ぼう然ぜんと、冷たくなっていくパパを見つめることしか出来ませんでした……」

　ユリエに父親の死を理解させたのは、皮肉にも仇かたきである男によるものだった。

　お前の父親は死んだ──自分が殺したのだ、という男の言葉によって。

　現実へ引き戻された少女の内で、激しい怒りと憎しみが吹き荒れる。

《黒い獣》とでも言うべきどす黒い負の感情の集合体はユリエの心を支配し、無謀にも仇へと飛び掛からせた。

　しかしながら、ギムレー一の勇者と称されたユリエの父親が敵かなわなかった相手に、ただの幼い少女が敵うはずもない。

　拳こぶしで殴られ、地に倒れ、それでもユリエは激情をもって仇を睨にらみ付けたそうだ。

「私は《力》が欲しいと強く願い、望みました。この男に突き立てるための、喉のど笛ぶえを食い千切るための《牙きば》が欲しい、と……」

　そのとき、ユリエは胸元に灼やけるような痛みを感じたそうだ。

　まるで《黒い獣》が業火と化して、心を灼き尽くさんとするかのような感覚を。

　直後、血が、肉が、骨が灼けつくような猛絶な痛みに襲われ──

　ユリエの体は、本当に《焔ほのお》に包まれた。

（《黎明の星紋ルキフル》を投与されたときと同じだ……）

　そして──ユリエもまた、あのときの俺と同じように《焔》を掴つかんだ。

「掴んだ《焔》は《双剣ダブル》と化し、私は《力》を──二本の《牙》を手に入れたのです」

《力》を得たユリエは、再び仇へと牙を剥むく。

　先刻までの自分は、もうそこに居ない。

　まるで別人のように強く、迅はやく、空を駆けることすら出来るようになっていた。

　だが──それでも仇かたきの命へ届くことはなかった。

　そうして敗れたユリエは背中に傷を刻まれ、《復讐者アヴエンジヤー》として歩み始めることとなる。

「……ユリエが俺たちと違って、自力で人の限界を超えた──《醒なる者エル・アウエイク》というやつになったってことまではわかった。だけど、どうして昊こう陵りよう学がく園えんに？　その時点で《力》を手に入れていたのなら、ユリエがこの学園に身を寄せた理由は何だったんだ？」

　俺の問い掛けにユリエは小さく頷うなずき、再び語り始める。

「パパがあの男に殺されて二年──今から四年前の冬のことです」

　母親に知られぬように剣──《焔牙ブレイズ》の特訓を行おうとして森に入り、そこでユリエは複数の見知らぬ外国人と出会った。

　後に知ったことだが、他国で犯罪行為に手を染めたマフィアの残党だったらしい。

　彼らは逃亡の真っ直中で、森の奥という有り得ない場所に佇たたずむ銀色の少女に驚く。

　無理もないだろう。

　雪降り積もる森の奥で、女の子が剣を振るっているなど、誰だれにも予想できるはずがない。

　我を取り戻した男たちは、追跡してくる《超えし者イクシード》を少しでも足止めしようと、ユリエを利用することを考えたらしい。

　大おお怪け我がを負ったユリエを発見させれば、手当てや人を呼ぶといったことによって自分たちの逃走時間を稼げると、銃を向けるも──

　彼らの悪意が、《黒い獣》を目覚めさせた。

　ほんの僅わずかな間にマフィアの残党を戦闘不能にしたところで、その場に現れたのが彼らを追っていたヴァレリアという女性の《超えし者イクシード》だった。

　我を失った──けれど記憶は残るらしい──ユリエは、突如現れた彼女を敵の新手だと判断し、襲い掛かった。

「闘いの最中、ヴァレリアは驚きよう愕がくしたそうです。襲い掛かってきた相手の正体が、子供だと気づいて」

《黒い獣》に支配されたままのユリエと、《高位階ハイレベル》の《超えし者イクシード》であるヴァレリアは互角の闘いを演じた。

　その決着は、呆あつ気けないものだったそうだ。

　我を失った状態で加減など無しに全開で《力》を出し続けた結果──ユリエは突如失速し、そこを打ち倒されたことで決着はついたらしい。

　その後、ヴァレリアに保護されたユリエは、本人すら気づかずに体を蝕むしばんでいた病気の治療という名目──母親に対してのものだ──でドーン機関へ赴くこととなった。

　そこで出会ったのが、《黎明の星紋ルキフル》の生みの親であり、理事長の祖父でもある九十九つくも博士だ。

「そのとき、私は自分が《醒なる者エル・アウエイク》なのだと知ることとなりました」

「《醒なる者エル・アウエイク》っていうのは、いったい何なんだ……？」

　俺の抱いた疑問に、ユリエは九十九つくも博士から聞かされたことを述べる。

　人は誰だれしも、《魂》に《星耀ルミナス》という《力》を秘めているのだと。

《星耀ルミナス》に目覚めることで、肉体の持つ限界を超えた能力を扱うことが出来るのだと。

　目覚めた者は《魂》を武器として具現化させ、特異な能力を発動させることすら可能であると。

「まるで《超えし者イクシード》じゃないか……。いや、むしろ《超えし者イクシード》こそ──」

「ヤー。そのとおりです、トール。《超えし者イクシード》とは、《黎明の星紋ルキフル》によって《星耀ルミナス》を人工的に目覚めさせた《醒なる者エル・アウエイク》──私はそう聞かされました」

「そうだったのか……」

　これまで授業でも教わることのなかった真実を前に、驚きしか出てこない。

「その後、私は扱いきれない《力》を制御して貰もらったのです」

　聞けば、当時のユリエは自らの《力》に耐えきれず、体がぼろぼろになっていたそうだ。

　そのため、九十九博士の計らいで昊こう陵りよう学がく園えんに入学するまでは、これまでの剣技の特訓のみならず、疎おろそかとなっていた基礎身体能力の向上に努めていたらしい。

　そしてこの数ヶ月で、制御していた《力》を一段階ずつ解放していたのだが──

《Ｋ》との闘いにおいて俺の窮地を目にし、激しく昂ぶった感情により《黒い獣》が目覚め、一時的にではあるがリミッターが外れてしまったらしい。

「私は──嘘うそをついていました」

　目を伏せながら、ユリエは手を胸元に当て、ぎゅっと制服を掴つかむ。

「トールに《力》のことを隠すために嘘をつき、私は《超えし者イクシード》なのだと自分のことを偽ってきました……」

　嘘と偽り──

　確かにそうだ。

　かつて船上の闘いで《力》を解放させた際のことを、ユリエはよく覚えてないと言った。

　何より、《醒なる者エル・アウエイク》であるという真実を、《絆双刃デユオ》である俺にずっと黙っていた。

　すべて──事実だ。

「私は怖かったんです。真実を知って、トールが離れて行くことが……」

　病室でユリエが見せた不安は、これなのだろう。

《醒なる者エル・アウエイク》という異質な存在を知り、俺が壁を作ってしまうのではと、あまつさえ離れていってしまうのではないかという思いからの不安を抱えていた。

「ですが、それ以上に怖く思うことがあります。もし、次に《黒い獣》に呑み込まれたとき──そのときこそトールを傷つけてしまうのではと、命を奪ってしまうのではないかと、私はとても恐れています……」

　不安に揺れる瞳ひとみを再び俺に向け、ユリエは言葉を続ける。

「ですがそれでも──」

　今にも逃げ出してしまいそうな表情だった。

　しかしユリエは、逃げることなく決断した。

　俺に真実を、願いを、望みを告げることを。

「それでも私は、あなたとともに在り続けたく思います」

　銀色の少女は自らの願いを、望みを、俺に告白する。

「私は嘘うそつきで、自分を偽っていて、いつかあなたを傷つけるかもしれない。ですが──」

　拒絶を恐れながらも、ユリエはその小さな手を俺に向かって差し出してくる。

　かつてこの時計塔で、俺が差し出したように。

「私と《絆双刃デユオ》を続けて貰もらえませんか、トール」

　ユリエはじっと見つめたまま、待つ。

　俺の言葉を。

　俺の選択を。

　だから俺は、決意を告げる。

「絆を結びし者たちは、能あとう限り同じときをともにせよ──喜びのときも、哀しみのときも、健やかなるときも、死が二人を分かつその日まで……！」

　ユリエの小さな手に、俺の手を重ねる。

「……いいのですか？」

「もちろんだ」

「……私と《絆双刃デユオ》を組んでいる限り、トールや他ほかの方を傷つけるかもしれません」

「誰だれも傷つけさせないために、俺の《楯たて》はある」

「……私は、弱いです。いっぱいいっぱい頼ってしまいますよ？」

「俺が辛つらいときは頼らせて貰えるんだろ？　それでこそ、互いを支え合う《絆双刃デユオ》ってものさ」

「あ……」

　いつかの夜にユリエが言ってくれたことで、彼女もそのことを思い出したらしい。

「そう、でしたね……」

　小さく苦笑しつつ、ユリエが頷うなずく。

　チリンという鈴の音を聞いた後、俺は銀色の少女に告げる。

「ユリエ、俺にこの《楯たて》で君を護まもらせてくれ」

「トール……！」

　そして俺は、俺たち二人が望んだ同じ願いを、望みを口にする。

「俺とユリエは《絆双刃デユオ》だ。これからも、ずっと……!!」

「ヤー。ずっと一緒です……！」

　ぎゅっと、小さな手を握りしめるとユリエが微笑ほほえんだ。

　涙が零こぼれそうで、けれどとても幸せそうな笑顔だった。

　その微笑みを見て俺の心は大きく震え──

　思わず、銀色の少女を抱きしめてしまった。




「……少々驚きました」

「はは、悪い。何か、すごくそうしたくなってだな……」

「そうでしたか」

　いきなり抱きしめられたことについて銀色の少女が感想を言うと、俺は少しばかり頬ほおを赤らめながらに苦笑して返す。

　ユリエはユリエで、どことなく嬉うれしそうな雰囲気だったのだが──

　その表情が、僅わずかに曇る。

「トール。……本当にいいのでしょうか？」

「まだ気にしてるのか？」

「ずっと後ろめたくありましたので……」

　肩を僅かに落とした様に、俺は気にするなといった意を込めて首を横に振る。

「……確かに、ユリエは嘘うそをついていたかもしれない。自分を偽っていたかもしれない。それは事実だけど──だから何だって言うんだ。俺にだって、ユリエに言えないことの一つや二つくらいあるさ」

「……それはどのようなことでしょうか？」

「秘密だ。だけど、いつか話すときは来ると思う」

　そう、いつか必ず。

　ユリエの復ふく讐しゆうに対して、俺はどうしたいのか。

　俺はユリエの望みを──復讐を止めたいのだろうか。

　しかし同じ《復讐者アヴエンジヤー》である俺に、ユリエの復讐を止める権利なんてあるんだろうか。

　今はまだ、答えが出ない。

　けれどいつかそのときが来るまでには、必ず答えを出さなければならない。

「……わかりました。では、いつか」

「ああ。いつか、絶対に」

　頷うなずくと、そろそろ寮へ戻ろうとユリエを促す。

　ユリエは頷き返してくると、再び手を繋つないできた。

「ユ、ユリエ……？」

「──？」

　さっき抱きしめてしまったこともあって動揺する俺に、小首を傾かしげるユリエ。

「い、いや、何でもない……」

　普段の添い寝に比べれば、手を繋つなぐなんて大したことじゃないというのに。

　不思議と俺の胸は、いつもよりも速く鼓動を打っていた。

「えーっと、そ、それより今さらの話だけどさ。《絆双刃デユオ》についての一文って、口にすると何だか恥ずかしいよな。ほら、結婚式の誓いの言葉みたいで……！」

（って、何を言っているんだ俺は!?）

　自ら口走ったことへ内心でツッコミを入れる俺。

　一方、ユリエはというと──

「…………。そう言われると、そんな気がしてしまいます」

　そう言って、目を伏せた銀色の少女の頬ほおは赤みを帯び、恥ずかしさを露あらわにする。

　普段は俺を照れさせたり慌てさせてばかりの銀色の少女が、だ。

　照れくさそうにしてちらりと上目遣いで俺を見るユリエに、憤死したくなるレベルで恥ずかしくなった。

「さ、さーて、それじゃあそろそろ寮に戻ってメシを食おうぜ。それと、午後の訓練はきちんと出ないとな。はははは……」













「ヤ、ヤー、そうですね、そうしましょう……。ですが、その前に──」

「ん？」

「一度、部屋に戻ってからにしませんか？」

「！　ああ、そうだな」

　銀色の少女の言わんとすることを察し──

　次の言葉を、俺とユリエは声を重ねて言った。

「「また、アップルティーを」」





　　　　　　◇






　昊こう陵りよう学がく園えんの地下に、《黎明の星紋ルキフル》の研究施設が存在することは、学園の関係者ならば生徒も含め、誰だれもが知っている。

　しかしながら、地下には《黎明の星紋ルキフル》研究とは別の施設が幾つか在ることを、生徒たちは知らない。内一つ、警備隊詰め所には囹れい圄ごと呼ばれる施設──所謂いわゆる牢ろう獄ごくに、《Ｋ》と呼ばれる少年が幽閉されていることも、また。

（我ながら無様なものですね）

　意識が戻ると《Ｋ》は敗北を察し、次いで拘束衣によって身動きを取ることが叶かなわず、口くち枷かせによって声を出すことも叶わぬ囚とらわれの身となった自分をそう評した。

　しかしその瞳ひとみに怒りはおろか、透とお流るとの闘いで見せた狂気すら消え失うせている。

　心の内も、荒れ狂っていた闘いの最中とは違い、平静そのものだ。

　まるで夢から覚めたかのように。

《焔牙ブレイズ》で《魂》とともに、憑つき物も斬きり落とされたのではないかと思えるほどに。

《Ｋ》自身、変化の理由がどこから来ているものか気づいている。

（結果的にああなっただけだと、わかっているというのに……）

　あのとき──銀色の少女が振り下ろした刃を止めた透流の背中を目の当たりにし、彼は激情をより猛たけらせた。

　けれど今は、瞼まぶたを閉じる度に浮かぶその光景が、言いようのない敗北感を《Ｋ》へと与えている。透流の取った行動が、《Ｋ》が胸の奥底で上げ続けていた悲鳴に──助けを求める声に唯一応こたえた形となったがために。

　人は変わる。

　どのような人物であろうと、様々なきっかけで。

　それが、他者からは矛盾していると思われるようなことであっても。

《Ｋ》本人はまだ気づかずとも、彼はそのきっかけを得た。

　だが──もはや手遅れだった。

　遠くない将来、《Ｋ》は死ぬ。

　組織ゴグマゴグの情報を引き出された後、始末されるのだ。

　その結末を理解した上で、彼に抗あらがう意志はない。

　自分を切り捨てた組織のために黙秘する義理は無く、そして何より透とお流るに対する執着とともに、生への執着もまた失ったために。

　そのときだった。

「彼かのシェイクスピアは云いった。この世はすべて舞台なり、人はすべて役者なり、と──」

　突として、澄んだ声が囹れい圄ごの内に響く。

（なっ……!?）

　直後、眩まばゆい光が発生した。

　前触れなく起きた事象に、《Ｋ》の心の内が大きく揺れ動く。

（これは──転移魔術ゲート!?）

《Ｋ》の見立ては正しい。

　彼が今、目にしている不可思議な光は、《七芒夜会レイン・カンフアレンス》にて《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》が使用したものと同じであった。

（ですが、誰だれがどのような目的で……!?）

《Ｋ》が当惑する中、光は格子を越えて外にまで溢あふれ──弾はじけた。

　直後、背後に忽こつ然ぜんと現れた気配に、彼は数瞬呼吸を忘れた。

　どこまでも澄みきった水のようでありながら、底知れぬ深しん淵えんを思わせる気配に。

（い、いったい何者だと言うのです……!?）

　正体不明の存在は、《Ｋ》の背後から前方へと向かって歩みながらに言葉を紡ぐ。

「すべての役者は演じるべき役目がある──けれどその役目を終えたとき、役者はどうすべきだろうね」

　先刻、囹圄に響いたものと同じ澄んだ声は、若い男──それも十代半ばの少年のものであった。

　少年は《Ｋ》の前方へ歩み出たところで、振り返らぬままに足を止めた。

　その姿はまるで──闇やみ。

　深淵の闇が人をかたどったかのような存在だと、《Ｋ》は思った。

　佇たたずむ少年の髪が、服装が、刀の柄も、収める鞘さやすらも、黒色で統一されていたために。

　訝いぶかしげな視線を送る《Ｋ》へ、少年はゆっくりと振り返りながら告げる。

「君は僕のことを知っているはずだよ、《Ｋ》──いいや、ケヴィン＝ウェイフェア」

（な、何な故ぜその名を……!?）

　かつて失った己の名を口にされ、《Ｋ》は驚きよう愕がくした。

　だが──

　次の瞬間、《Ｋ》は先の驚愕を超える衝撃を受ける。

　どこまでも冥くらく、惺しずかで、闇やみ色をした少年の瞳ひとみを目にしたそのときに。

　目前に立つ少年が何者であるかに辿たどり着き、《Ｋ》が大きく目を見開いたその刹せつ那な──

　手にした刀を、突如少年が抜いた。

　刃は地から天へと弧を描き、《Ｋ》の口枷と拘束衣を中央から分断した。

「そのままだと、会話が出来ないからね」

　拘束を解かれた《Ｋ》は、硬い床へと片かた膝ひざを突きながら少年を見上げる。

「まさか……まさか、貴方あなたは……」

《Ｋ》の確認を求める問い掛けに、闇色の少年は微笑ほほえむことで肯定する。

「……何故、貴方がこのような場所へ……？」

　二つめの問いに対して、今度は答えることなく少年は口を開く。

「ありがとう、《Ｋ》。君のおかげで彼らは覚かく醒せいし、舞台は第一幕を無事に終えた。君には感謝を、そして報酬として真実を伝えるべく、こうして出向かせてもらったんだ」

「ふ、はは……脚本どおり、ということですか」

　闇色の少年の言葉に、《Ｋ》は自身が掌の上で踊らされていたことを知り、乾いた笑いを漏らす。

「そう、脚本どおりなんだ。君のお兄さんが亡くなったあの日から、今このときまで──すべて、ね。……それが真実だよ」

「な……なんだ、と……。そんな、バカな……あの日からすべて、だと……？　で、では、兄さんは……兄さんは──!!」

　語られた内容に、七年前に自分を庇かばって死んだ兄の姿を思い浮かべて《Ｋ》は声を震わせる。

「長い間、とても辛つらく大変だっただろう、《Ｋ》。本当にご苦労様だったね。……けれど、君の役目はもう終わった。これ以上舞台に残られて、君の持つ情報をドーン機関に与えたならば、この先の脚本を大きく歪ゆがませることに繋つながってしまう──だから君には、ここで退場を願うとするよ」

「……黙れ……黙れ……!!　貴様がっ、貴様が兄さんを……!!　うぁあああ────っ!!」

　兄を殺された哀かなしみと人生を弄もてあそばれた怒りが怨えん嗟さとなって《Ｋ》の体を支配し、目前に立つ少年の喉のどを貫かんとばかりに飛び掛かるも──

　突如、その体に異変が起こった。

　中央を境目として、視界が縦にズレた。

　否、それは既に済んでいたことであり、《Ｋ》が気づいていなかっただけだ。

　少年が拘束衣と口くち枷かせを断ったとき、同時に命を絶たれていたことに。

「あ、ああ、あ……」

　達人にのみ許された一ひと太た刀ちをその身に受け、《Ｋ》の体が先刻の拘束衣と同様に、中央から真っ二つに分かたれていき──

　半分はどさりと音を立てて崩れ落ち、残る半分は膝ひざを突いたまま物言わぬ肉塊と化した。

　かつて《Ｋ》と呼ばれていた肉塊へ、少年は優しく微笑ほほえみながら告げる。

「安らかに、ケヴィン＝ウェイフェア。彼のように言うのなら──良き休暇をボンヌヴアカンス、永遠にエテルニテ」

　そうして、部屋の中に再び光が生まれ始め、闇やみ色の少年を包み込み始めた。

　光の中にその姿が消える寸前、少年は独白する。

「さあ──第二幕を始めようか」






■第四章『何か変わったな』









「《位階限定レベルリミツト》……？」

　銀色の少女と改めて《絆双刃デユオ》を誓い合った夜──

　昼間の話で幾つか気になったことを質問していた途中、初めて耳にする単語に思わず聞き返してしまう。

　このときの質問は、ユリエの《力》はどのように制御していたのか、というものだった。

「四年前の私は《星耀ルミナス》に目覚めていても、その《力》に心も体もついていっていなかったのです」

《超えし者イクシード》は《位階レベル》に見合った体力と精神力を必要とするが、返して言えば身の丈にあった《力》を与えるためのセーフティシステムだ。

　だが、《醒なる者エル・アウエイク》には《位階レベル》なんてものは存在せず、当然セーフティシステムが働くこともない。そのため体や心が未熟であった場合、限界を超えた《力》に振り回されて、ときとして廃人と化してしまうこともあると、九十九つくも博士から聞かされたそうだ。

「あのままでは、近いうちに私は心か体が、もしくは両方ともが壊れていました。ですが、九十九博士には《力》を制御する方法があったのです」




《位階限定レベルリミツト》──

　本来は《黎明の星紋ルキフル》の働きを制御して、既存の機器で体を鍛えられるようにするために作られたナノマシンだそうだ。《位階レベル》とともに身体能力が大幅に上がることを考えると、確かに専用の機器を用意するよりもそちらの方が汎はん用よう性が高いのだろう。




「それがユリエにも功を奏したってわけか」

「ヤー」

　模造イクシードのために作り出したシステムが本物エル・ウエイクを助けることになるとは、まさか《黎明の星紋ルキフル》を開発した九十九つくも博士も思わなかったんじゃないだろうか。

　だが、それも完全に効果があったわけじゃない。

　これまでは周囲に合わせて解除していたのだが、今回と臨海学校においてユリエは強きよう靱じんな意志によって無理矢理リミッターを外してしまったらしい。

　本来ならば不可能であるその行為も、《醒なる者エル・アウエイク》である自分には完全に《位階限定レベルリミツト》が作用していたわけではないのだろうとユリエは言う。

　そして一度めで外れかけた状態のままに、今回の闘いで再び外したことで、今はだいたい《Ⅳレベル４》までの《位階限定レベルリミツト》が解除された状態なのだと説明される。

（……《位階限定レベルリミツト》、か。そんなものがあるなら、あれについても説明が──いや、今考えることでもないか。それよりも──）

　意識をユリエに戻し、尋ねる。

「《位階限定レベルリミツト》が解除されてる状態で、体は大丈夫なのか？」

「ヤー。この三年間で心も体も成長しましたから」

「そうか。それならよかった」

　頷うなずきつつ、ある思いに囚とらわれてこっそりと視線を動かす。

（……………………成長？）

　銀色の少女の、ささやかな膨らみへと。

「──トール？」

　幸いにも視線の意味に気づかず小首を傾かしげるユリエに、慌てて別の質問をする。

　ユリエが《醒なる者エル・アウエイク》であることを知っている人物はどれだけいるのか、《位階限定レベルリミツト》が解除された状態を他ほかのクラスメイトにはどう説明するのか等々。

「知っているのは理事長を含めてごく数人です。他の方には、緊急事態だったので特別昇華を行ったと伝えるそうです」

　その後も話をしている内に、夜は深まっていき──

　ちらっ……ちらっ……。

　消灯時間が近づくにつれ、ユリエはなんだか落ち着かない様子を見せ始めた。

　ちらちらと何を見ているのかと思えば、視線の先にあったのは時計で──

　待ち遠しさを感じる様子から、俺は一つの推測を立てた。

「…………。ユリエ、一つ聞きたいんだが……」

「なんですか、トール？」

「今夜は一緒に寝たい、とか思ってないか？」

「──っ！　すごいです。よくわかりましたね」

　ここのところ俺が入院していたし、今日の出来事も考えればだいたいの予想はつく。

「……いいですか？」

　期待に満ちた目を向けられ、俺は苦笑いをしつつユリエの頭を撫なでながら答える。

「ああ、もちろん」

「ヤー♪」

　ユリエが喜びを見せる。

　ここまではよかった。

「ところでトール。今後は週に二回、一緒に寝ましょう」

　喜びついでにとんでもない発言が飛んできた。

「なっ!?　と、突然何を……」

　これまではユリエがすごく寂しいときという条件でありつつも、週に一度は一緒に寝ていたのだが、唐突に増やそうと言われて動揺する俺。

「私が寂しいときに、支えてくれるとトールが言ってくださったので。それと、嬉うれしいときを分かち合いたいとも」

（俺は嬉しいよりも恥ずかしいんだけど!?）

「……ダメですか？」

　じっと見つめられ、俺は葛かつ藤とうし──

「…………。ダメじゃないです」

「ヤー♪」

　断り切れずに頷うなずいてしまった。

　こうして半ば押し切られる形で、これからは週に二度の添い寝が決定となったのだが、一つ不安（？）を覚えなくもない。

　それは──

（今後さらに増えたりしないだろうな？）

　ということだった……。

「それではそろそろ寝ましょう」

「あ、ああ、そうだな……」

　俺が力無く頷うなずいていると──

　とことことことこ……ちょこん。

　ユリエは迷うことなく、俺のベッドの上へと座った。

「どうぞ」

　しかも両手を広げ、胸の内に飛び込んでこいと言わんばかりのポーズ。

「……どうぞって？」

「いくら寂しいからとはいえ、トールに頼ってばかりは不公平ですので」

「いや、別に今は……」

「どうぞ」

　なんだか泥沼に嵌はまってきてるような気がすると、このとき俺は思った。







　暑さと訓練という二重の厳しさの中で日々が過ぎて行く。

《神滅部隊リベールス》が壊滅したという話を学園側から伝えられたことで、学園内は随分と落ち着きを、同時に活気も取り戻してきていたのだが──

　俺たち一年だけは、どこか明るさが鳴りを潜めたままだ。

　理由は分かっている。

　月つき見みがまだ戻ってきていないからだ。

（あれで結構なムードメーカーだったんだな……）

　居なくなって初めてわかるとは、まさにこのことだ。

　特に表情が暗いのは、現場に居た吉き備び津つだ。

　ここのところ沈みがちで、みやびや橘たちばながそれとなく元気づけてはいるものの、明るさを取り戻すには月見が戻ってくるまでは難しいだろう。

（当分は無理だろうな……）

　命を取り留めたとは聞いたものの、重傷であることに変わりはない。

　今でも集中治療室に入っているんだろうかと、窓際に立ちつつぼんやりと考えていたそのとき──

　衝撃が走る。

　精神的なものではなく、物理的なものが背中に。

「うわぁっ!?」

　しかもかなりの勢いだったため、俺は無様にもでんぐり返しをしてから大の字となる。

（なな、なんだぁっ!?）

　答えは、窓の外にあった。

　うさぎ耳のヘアバンドにメイド服という、見慣れた衣装のそいつはまぎれもなく──

「月つき見み!?」

「はろはろーん♪　センセーがいなくて寂しかった人は手ーあげてー☆」

「おっ、白うさ先生だ！」「久しぶりだね、白うさセンセー♪」「パ、パンツが……」

　片かた膝ひざを立てたまま窓枠に腰を下ろし、下着が丸見えというろくでもないポーズのままに、いつもとまったく変わらないノリで月見は室内に声を掛ける。

「ってなわけでたっだいまー♪　うさセンセーの完全復活だよーっ、ぶいっ☆」

「何がぶいっだ!!」

　怒鳴りながら立ち上がり、俺は月見を指して更に怒鳴る。

「帰ってくるなり人の背中を蹴るなっ!!　それとパンツ見えてるから隠せ!!」

「いやーん、九重ここのえくんのえっち☆　見えてるんじゃなくて、見・せ・て・る・の♡」

「何でだよ……」

「しばらく留守にしてたから、お土産に夜のおかずをだな……」

　真面目まじめな顔で言うな。

「相変わらずだな、あんたは……。だけど完全復活って言うけど、その眼帯と包帯は──」

　と、激戦の跡を感じさせるそれらを指す。

「あ、これか？　かっけーだろ。退院記念うさメイドコス中二病バージョンだ」

　……心配して損した。

「まあそれよりだな」

「何だよ？」

　大きなため息をつくと、俺は一人の女子に目を向ける。

「それだけ元気なら、せめて吉き備び津つには連絡くらいしてやってもよかったんじゃないか？」

「む？」

「あ……」

　月見に顔を向けられた吉備津が目を丸くし──

「せ、んせぇ……よか、た……う、ひっく……ぅぅ……ふぇえええんん……」

　ぼろぼろと涙を零こぼし始めた。

「あー……」

　対して月見は気まずそうな表情を浮かべると、吉備津に歩み寄っていく。

「心配かけて悪かったなぁ、モモ。だけどまー、アタシはこうしてぴんぴんしてっから、もう安心していいぞ。なっ」

　月見は安心しろとばかりに吉備津の頭を胸元に引き寄せるも、そのまま声をあげて泣き出されてしまう。

「ふぇえええええええええんん……」

「泣き止やめって、なっ。頼むから泣き止んでくれって。……ああくそっ、おい《異能イレギユラー》！　てめー何とかしやがれぇええええっ!!」

　どうやら月つき見みはこういった状況は苦手らしく、あたふたと慌てふためくという珍しい姿を披露する。

　泣いている吉き備び津つには申し訳ないと思いつつも、俺を含めたクラスの多くが月見を見て、笑い声をあげた。

　このときをもって、ようやく俺たち一年の教室にも明るさが戻ってくることとなった。




　昼を過ぎ、食事もそろそろ終えようかといった頃ころ──

「おし、出掛けんぞ、《異能イレギユラー》！」

「は？」

　突然現れて妙なことを言い出した月見に対し、大口を開けて返してしまう。

「は？　じゃねーよ。アタシの快気祝いっつーことで出掛けんだよ」

　授業は午前中に終了し、午後は確かに空いてはいるのだが──

「なんで俺があんたと……」

　と呟つぶやくも、月見の後ろに立つ二人の女子──みやびと吉備津の姿が目に入る。

　吉備津のことを気遣ってか、今日は月見とともにランチを摂とっていたみやびは、苦笑いをしながら俺を見ていた。

「あはは……。なりゆきでＤＮＬデスニユーランドへ行こうって話になっちゃって……」

「ＤＮＬデスニユーランド!?」

　行き先に食い付いたのは、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女だ。

　転入以来、月に一、二度は遊びに行っているというくらいだから、当然の反応と言えるかも知れない。

「くははっ。話がはえーな、お嬢様」

「透とお流るが参加して、しかもＤＮＬデスニユーランドと来たらあたしが参加しないわけないじゃない」

（俺はいつ参加決定になったんだ……）




　一時間後──

　結局、参加することとなった俺は、ＤＮＬデスニユーランドの入場口前へと立っていた。

「さすがに人が結構居るわねぇ」

　そう言いながら、周囲を見回すリーリス。

　そんな黄金の少女を先頭に、月見と吉備津、みやびと橘たちばな、そして俺とユリエという海水浴の再来とでも言うべき男女比率の顔ぶれが続く。

　もちろんトラとタツを誘いはしたのだが、今回も断られてしまった。

　トラは『どうして僕が、あの女の快気祝いに参加しなければならないんだ』と。

　タツは月つき見みに半殺しにされた件は既に気にしていない様子だったが、参加したらトラがうるさそうだと。

　といったことから、結局男子は俺一人のみの参加と相成った。

（しかし、この顔ぶれは目立つだろうなぁ……）

　と言うか目立ってる。

　しかももの凄すごく。

　周囲からの注視はもちろんのこと、アイドルグループ──同じ制服を着ているからだろう──の撮影なのかと憶測する声まで聞こえてくる始末だ。

「な、なんだかすごく注目されてるね」

　前に立つみやびが、俺の抱いた感想とまったく同じことを橘たちばなに言う。

「ふふっ、彼女リーリスは目立つからな」

（橘も十分目立つと思うけどな）

　リーリスやユリエと比べ、派手さという点では一歩譲るにしても、流れるような黒髪に凜とした雰囲気を湛たたえる整った顔立ちは、贔ひい屓き目無しに美人の範はん疇ちゆうに入る。

（それにみやびも……）

　可愛かわいいし、目立つと思う。

　……何が目立つのかは俺の胸の内にしまっておこう。

　そしてリーリスに負けないくらい人目を惹ひくのは、俺の隣に立つ銀色の髪シルバーブロンドの美少女だ。

（──って、あれ？）

　そのユリエをちらりと見ると、少し頬ほおが赤い。

　なんというか、熱に浮かされているように思える。

「ユリエ、もしかして体調が悪いのか？」

　昼食の頃ころにはそんな様子はまったく無かったのにと、心配しつつ尋ねてみると──

「……ナイ」

　僅わずかに間を置き、ユリエが首を横に振る。

「本当か？　なんだか、ぼんやりした感じに見えるけど……」

「…………。少しばかり、気持ちが高揚していますので」

「もしかして楽しみでか？」

　こくこくと頷うなずくユリエの瞳ひとみは、言われてみると確かに輝いているように見える。

「じゃあ、今日は思いっきり楽しまないとだな」

「ヤー♪」




「さあ、時間も勿もつ体たいないしどんどん行くわよ。まずは基本を押さえた上で、各々行きたいところを挙げて順に回りましょ。一通り回り終わったら、そのときはみんなで行き先を話し合いってことでいいわね」

　パーク内に入ると、リーリスがこれから回るアトラクションについての提案をする。

　もっともな提案のため、特に誰だれからも反対が出ることなく彼女の案は採用された。

　基本として回ることになったのは三つのジェットコースターで、後はそれぞれが希望をリーリスに伝えていく。

「えーっと、まずライトニングストライクに行って、次はクレイジーティーパーティー、その次にルーピング──ううん、適度に落ち着いたものも必要だから先に……」

　アトラクション名を呟つぶやきながら事細かく、しかも距離が近いだけではなく気遣いのあるコースを考えるリーリス。

　そんな彼女を見て、橘たちばなが目を丸くする。

「……すごいな、リーリスは。まさかとは思うが、全部憶おぼえているのか？」

「たぶん憶えてるんじゃないか？」

　以前来たときも、迷い無くアトラクションを巡っていたからだ。

（あのときは大変だったな……）

　いろいろ回ったこともそうだが、リーリスと腕を組まされてばかりいたおかげで肘ひじに柔らかい何かが当たりまくるという、年とし頃ごろの男子には凶悪な拷問タイムだった。

　などと以前の来園を思い出していると──

「どうしたのだ、九重ここのえ？　早く行くとしようではないか」

「えっ!?　こ、今回は橘と腕を……!?」

　話し掛けてきた橘──の胸を、思わず見ながら動揺してしまう。

「腕を競う？　このような場所で何を言っているのだ？　みんなもう歩き出しているから、ぼんやりしているとはぐれてしまうぞ」

「あ……。そ、そうか。悪いな、はははは……」

　幸いにも言葉の意味を勘違いして取った橘は、妙な発言をする俺を不思議そうに見る。

　そんな彼女へ誤魔化しの笑いをすると、俺は先を歩くみんなの背を追い掛けるように足を踏み出した。




　事件は、最初に向かったジェットコースターの待ち時間中に起きた。

「あ、あのね、透とお流るくん。よかったら隣に乗っていいかな？」

「え……っと……」

　みやびからのお願いに、俺は答えに迷う。

　いいと答えるのは簡単だ。

　だが、彼女の気持ちを知っているが為ため、期待を持たせるようなことをしてもいいのだろうかと迷ってしまう。

　そしてみやびは、そんな俺の心中をしっかりと見抜いていた。

「透とお流るくん。わたしに期待を持たせていいのかとか、気にしなくていいよ。少しでもわたしと一緒に乗りたいって気持ちがあるなら、そうしてくれると嬉うれしいなって」

「……わ、わかった。それなら一緒に……」

　背中を押される──と言うよりは、一歩踏み込んできたみやびに押し切られた形となり、俺は承諾する。

「あ……えへへっ、ありがとう、透流くん」

　だが──

「ちょっと待ちなさいよ、みやび」

　そこに黄金の少女が割り込んで来た。

「透流の隣はあたしって決まってるわ。もちろん、今日一日全部の話よ」

「そ、そんなぁ……。わたしだって透流くんと一緒に乗りたいのに……」

「悪いわね。でも残念だけど、そういうことだから」

「ナイ、みやびでいいと思います。もしくは私か巴ともえでも構いません」

「あんたは黙ってなさいよっ」

　第一回・俺争奪戦ＤＮＬデスニユーランド杯開催。

　もちろん三人の意見は歩み寄りを見せず、だんだんと声が大きくなっていく。

　となればこのやりとりは、当然他ほかの面々や周囲の人たちにも聞こえてしまうわけで。

「くははっ、今、近くの男が全員揃そろってもげろって思ってんぞ、《異能イレギユラー》」

「私はせんせーと一緒がいいなー」

「おう、いいぜ。んじゃーアタシらは一緒に乗るとすっか」

「わーい」

　後ろから月つき見みのからかいが飛んでくる間も、争奪戦は終わらない。

　それどころか左右から腕を組む形で引っ張られ、その上なぜかユリエが正面から抱きついてきた。

　周囲の他の男性客からは、『もげろ』という視線が飛んできて突き刺さる──が、俺の心はそれらを半ば意識できない状態となっている。

（さ、左右の肘ひじにすごく柔らかいものが交互に当たるんですが!?）

　引っ張られた方向でたゆゆん。

　引っ張り返された方向でぽよよん。

　どちらも柔らかく、それでいて張りがあり、次第に強く押しつけられてくる形となり──

「こほんっ。いい加減にしたまえ。それぞれの主張はわかるが、騒ぎ過ぎて周りへ迷惑になっているではないか」

　女の闘いを止めてくれたのは、橘たちばなだった。

「そこで私からの提案だ。一緒に乗る相手をグーパーで決めるのはどうだろうか？」

「お、それはいいな」

　ナイス天の声とばかりに橘に乗るも──

「で、でもそれだと、一度も透とお流るくんと一緒に乗れないってこともあるよね……？」

「む……確かに……」

　みやびの指摘に、橘の表情が曇る。

「……だったら、みんながリーリスへ伝えた希望アトラクションがあるだろ。そのときは、希望したやつが一緒に乗る相手を選べるってのはどうだ？」

「ふむ、それなら公平性は増してよい案だとは思うが──誰だれか異論はあるか？」

　さすがに今度は異論が出ることもなく、早速グッパーじゃんけんで組を作る。

「せーの、グとパでほいっ」

　橘の掛け声の後──俺が一人で乗ることに決定した……。

「わーい……」

　男一人でジェットコースターの先頭という状況に、俺は少し涙が出た。

　……尚なお、周囲の男性客は、とても満足した笑みを俺に向けてくれた。




　次に向かったのは、ユリエの希望であるティーカップだ。

　最大四人乗りのため二グループに分かれることとなり、今度は切ない思いをすることなく、ユリエとみやびとともに三人でカップへ乗り込む。

「えへへっ、今度は一緒だね、透流くん」

「ああ、一緒ですげー嬉うれしい」

「え？　あ、ほ、本当？　……ふふっ♪」

（さっきの一人は辛つらかったからなぁ……）

　などと思い返していると、カップの出入り口をスタッフの人が塞ふさぐ。

「よっしゃー、回すぜ！」「まだ始まってないわよ！」

　別のカップに乗ったリーリスたちの声が聞こえてきて、俺はふと思うことがあった。

「なあ、みやび。ティーカップの操作だけど、このアトラクションを希望したってこともあるし、ユリエに任せようかなって思うんだけど……」

「あ、うん。いいんじゃないかな」

「じゃあ決定だな。ユリエ、操作は任せるぜ」

「──操作とは？」

　俺の提案に、小首を傾かしげて返す銀色の少女。

　どうやら本気で言っているみたいだ。

「もしかしてティーカップに乗ったこと無いのか？」

「ヤー」

　どうやら『回る回るティーカップ』という説明文に興味を惹ひかれて選んだらしい。

「曲が流れ始めたら、中央のハンドルを回すと俺たちが今乗ってるカップも回るんだ。逆方向に回すと、カップも逆方向に回るってわけだ」

「……面白そうです」

　操作方法を説明すると、銀色の少女は頷うなずく。

　やがてメロディーとともに床全体が動き始め、カップの操作が出来るようになる。

「回していいぞ、ユリエ」

「ヤー」

　くるん……くるんくるん……。とカップが回り始める。

　そのままハンドルをくるくると操作するユリエ。

「♪」

　表情から察するのは難しいが、雰囲気で楽しんでいることが伝わってくる。

　……と、そのときだった。

「回れ回れ──っ！　フガクの緋あけきサイクロンたぁアタシのことだぜ！」「せんせー、目が回るよー」「つ、月つき見み先生、少々回しすぎでは!?　あとフガクとは何ですか!?」「船橋のゲーセン！　くぁーっはっは──っ!!　回れ回れ、花びら大レヴォリューショ──ン!!」

　ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる────────っ!!

「回し過ぎ、回し過ぎだってばっ!!　人の話を聞きなさいよ、このバカうさぎ──っ!!」

　バターでも出来そうな速さで回るカップから、高笑いと悲鳴が聞こえてくる。

「リーリスたちには悪いけど、この組み合わせで助かったな……」

「あはは……。そ、そうだね……」

　などと胸を撫なで下ろしていたのも束つかの間まのこと。

「と、透とお流るくん!!」

　突然、恐ろしいものを見たかのようなみやびの声。

　何事かと彼女の視線を追い──理解した。

　ユリエの目が輝いている。

　その視線は、あきらかにリーリスたちの乗るカップを追っていた。

「ユ、ユリエ……！」

「ヤー！」

　慌てて声を掛けると、銀色の少女は大きく頷いた。

「こちらも全力で行きます」

　ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる────────っ!!

「逆だ────────っっ!!」

「…………逆でしたか」

「そう、逆！」

「ヤー♪」

　ユリエはハンドルを逆方向に回した。

「ぎゃぁあああああああああ────っ!!」「ひゃぁあああああああああ────っ!!」




　僅わずか一分半。

　長いようで短い悪夢の時間が終わり、ティーカップが止まる。

「と、透とお流る、くん……世界が、ぐにゃぐにゃ……」

　三半規管へのダメージで、俺とみやびは立つことすら出来ずにカップ内でぐったり。

　けれどユリエは──

「♪」

　ご機嫌だった……。

（さ、さすが普段からよく回ってるだけあるというか……）

　平然とすたすた歩く小さな背中を見つめながら、ユリエの闘う姿を思い出す。

　目にも止まらぬ速さに加え、くるくると踊るように闘う銀色の少女は、平衡感覚が抜群のようだ。

「さて、と……俺たちも降りるか、みやび……」

「う、うん……そう、だね……」

　ふらつきながら俺はみやびに先だって立ち上がったのだが──

「うわっ!!」

　カップを降りた瞬間、かくんと膝ひざが折れる。

「と、透流くん、危ないっ……！」

　ぐらりと俺の視界が傾いたそのとき、みやびが俺の手を掴つかむ。

　──が、みやびの膝も、かくんと折れた。

「ひゃあっ!?」

　それでも手を放さなかったみやびは、大きくバランスを崩してしまう。

　咄とつ嗟さにみやびの手を引き、彼女を胸の内に抱えた次の瞬間──

　俺たちはもつれ合って転んでしまった。

　ゴンッ……！　鈍い音がして、後頭部に痛みが走った。

「ってぇ……」

　衝撃に頭がぐらぐらし、思わず声が出てしまう。

「だ、大丈夫、透流くん!?」

　そんな俺に、みやびの心配する声が。

「あ、ああ……。それよりみやびは？　大丈夫か？」

「う、うん。透とお流るくんのおかげで何ともないかなって──」

　と突然、みやびの言葉が途切れた。

「みやび？」

　どうかしたのかと名を呼びながらに目を開けると、鼻先が当たりそうなくらいの距離に、みやびの顔があった。

「「……………………」」

「「──っ!!」」

　びょんっという効果音がしそうな勢いで二人同時に飛び起きると、俺たちは背中合わせに正座する。

「ごご、ごめんな、巻き込んで……！」

「う、ううん。わたしが手を放さなかっただけだから……」

「「……………………」」

「えっと……い、行こうか」

「そ、そうだね……」

　みやびを促して立ち上がると、足のふらつきは収まっていた。













　ただし、心臓はばっくんばっくんと大暴れし、しばらく収まりそうになかった。




　外へ出ると、リーリスたちのグループは死し屍し累々となっていた。

「くは、はは……回った、回りきったぜ……」「うう……気持ち悪いわ……」「せんせぇ……私、もうだめ……」「巴ともえ、これを」「す、すまない、ユリエ……」

　アトラクションステージから外に出ると、もう一組の四人はまだグロッキー状態だった。

　この惨状に、ユリエは近くで買ってきたジュースを橘たちばなに手渡していた。

「やっぱこうなるよな……」

「し、しばらくここで休憩にした方がいいかもしれないね……」

　苦笑しながら言うみやびに、誰だれからも異論は出なかった。

　……出せなかった、の方が正しい気がしないでもないが。

「トール」

　ここでユリエが俺たちに気づき、話し掛けてくる。

「遅かったですね、トール」

「はは、ちょっと転んじまって……」

　大丈夫かとの問いに、俺は苦笑いをしつつ頷うなずく。

「それならよかったです。……ところで、こちらのアトラクションはとても面白かったですね……！」

　興奮未だ冷めやらずといった感じで、ユリエは胸の前で両手を握り、態度からも楽しさを伝えてくる。

「あ、ああ……。だけど、ユリエがティーカップを知らなかったのはちょっと意外だったな。ギムレーの遊園地には無かったのか？」

「ヤー」

　こくこくと頷き、ユリエは続けて口を開く。

「ギムレーの遊園地は、森の中に丸太やロープなどで作ったアトラクションばかりでしたので、こちらはすべてが新鮮に思えます」

（ユリエ、それはフィールドアスレチックだぞ……）

　俺は心の中でツッコんだ。

「さて、と。みんなが動けるようになるまで、この辺りで適当に休んでようぜ」

「…………」

「ユリエ？」

　返事が来ないことで名を呼ぶと──

「それでしたら、私たちはもう一度乗りましょう」

　目を輝かせてティーカップを見ながら、ユリエが恐ろしい発言をし──

「ぎゃ────────っ!!」

　数分後、俺の絶叫が青空に響き渡るのだった……。




　それから俺たちは動けるようになったところで、のんびりとしたアトラクションでゆったり過ごして気力を回復し、続けてガンアクションやルーピングシップを巡り──

　次に、橘たちばなの希望となる天空激流下りスカイリバーライドに乗ることになった。

　その名が示すとおり高さ三十メートル近くの天空から、ゴムボートで急流下りをするというものだ。

　最大四人乗りの円形ゴムボートに乗り込むのは俺と橘、そして月つき見みなのだが──

「…………」

「嫌そうな顔すんなよ。傷つくだろーが」

「別に嫌ってわけじゃないんだけどな。ただ何かしらトラブルが起こり──じゃなくて、トラブルを起こしそうなやつと一緒になったな、と……」

「くはははっ♪　正解だぜ、《異能イレギユラー》♡」

「正解じゃねーよ!!」

　ガラの悪い口調のままに可愛かわいくポーズを取る月見へと、即ツッコミを入れる。

「まあまあ、九重ここのえ。両手も塞ふさがることだし、月見先生が何か出来るとは私には思えないのだが……」

　ゴムボートには安全ベルトがなく、内側のグリップをずっと掴つかんでいなければならない。

　不規則に回転したり跳ねたりと、手を放せばコースに落ちてしまいそうな気がする。

「いや、月見ならそんな状態でも何かしでかす可能性は十分ある」

「くはっ。抜群の信頼度だなぁ、おい」

「悪い方向でな」

「ま、諦あきらめてとっとと乗りやがれっつーの」

　背中を蹴けるようなポーズを取られ、俺はため息をつきながらゴムボートへ乗り込む。

「おっし、隣いっただきぃ♪」

　しまった。最初に乗ってしまったが為ために、横に座られた。

「…………」

　横に一つズレて、月見と向かい合うように座る──が、月見も一つズレて再び横に座る。

　もう一度横にズレてみるが、結果は同じだった。

「何をしているんだ。早く座らないとその分後ろに迷惑が掛かるだろう」

　正論を口にしつつ、橘も乗り込んで来たところで不毛な追いかけっこは終了する。

　結果、右隣に月見、正面に橘──何かしでかしそうだったら止めてくれるとのこと──が座り、俺たちの乗ったゴムボートは急流を下り始めた。

「ふふっ、これくらいの回転なら十分に楽しめる範囲だな」

　ボートが不規則にくるくると回転する中で、楽しげに言う橘たちばな。

　ティーカップの悪夢を思い出し、まったくだと俺も同意した直後──

「っと、うわぁっ!?」

　突如、ばいーんとボートが跳ねた。

　エレベーターなどの浮遊感にも似た感覚に襲われ、すぐに着水して滑り始める。

「びっくりした……」

「ふふっ、今のはなかなか驚いたな」

「ああ。あのふわって浮く感覚のおかげで、かなりスリルがあったよな」

　驚いたと口にしつつも楽しそうな橘に返事をしたところで、うさぎの耳が俺たちの視線を遮った。

「くはっ。お楽しみ中のとこわりーが、ここからハイパーお楽しみタイムにしてやんぜ☆」

「「──っ!!」」

　早速動き出した月つき見みに、俺たちは心の警報がオンとなった。

　だが、月見の取った予想外の行動に、警戒心の隙すきを突かれてしまう。

　グリップから片手を放した月見は──

「そらよっと♪」

「「え……？」」

　橘のスカートを摘み上げた。

　当然、奥の下着は丸見えである。

　俺＆橘、硬直。

　そして月見はバカ笑い。

「たまにはアタシ以外のパンツも見ておいた方が、バリエーションが増えていいだろ？　くぁーっひゃっひゃっひゃ♪」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!!」

　我に返った橘が、慌てて両手で下着を隠す。

　……そう、両手で。

　ばいーん。

　直後、再びボートが跳ねる。

　もちろん両手を放してしまった橘は、その場に留とどまって居られるはずもなく──

　抱きつくような形で俺の胸に飛び込んできた。

「「…………」」

　互いに硬直し──

「わひゃぁああっ!?　すす、すまない九重ここのえっ！　わ、私は──」

　橘たちばなは俺から体を離し、慌てて立ち上がる。

「た、橘っ。立ったら──」

　危ないと注意を喚起しようとするも、時すでに遅し。

　くるくると回転するボートの中で、橘はバランスを崩す。

「橘っ！」

　俺に背を向ける形で尻しりもちをついた橘を、咄とつ嗟さに背後から片手で抱き抱える。

　ふにょん。

「ひゃふっ!?」

　……何だろう、俺の手が掴つかんだこの柔らかいものは。

　いや、俺だって自分が何を掴んだのかくらいわかっている。

　現実逃避をしたいだけだ──が、そうもいかないのが世の理というものだ。

　ふにょんふにょんふにょんふにょん。

　ボートの不規則な動きによる振動から、俺の意識とは裏腹に手が勝手に動く。

　たわわに実った柔らかな膨らみが、手の中で形を変える。

「ひゃ、んくぅっ、こ、九重ここのえ、ダ、メだ……。放して、くれ、それは私の、あっ、んんっ、む、ね……ふぁんっ、あっ、あっ、あっ、ふ、あふぅんんっ……！」

「ああああ、ごごごごめんっ!!」「くははっ、すげー光景だなぁ、くぁーっはっはっは！」

　月つき見みが大笑いする中、慌てて手を放したその直後。

　ばいーん。

　またしてもボートが跳ね、橘の体が浮く。

（落ちるっ……！）

　と思った時には、反射的に手を伸ばしていた。

　今度は両手で掴む。

　……またしても橘の胸を。

　ふにふにふにょんふにふにょんっ、ふにょふにょふにょにょんふにふにょん。

「ふわぁっ、んっ、ぁんっ、ここの、えっ、や、あふぅっ、変な声、出るか、ら……あ、ふ、ぁ……ら、めぇ、はなし、ここのえ、ここの、え、ぁぁ、あ……ふぁああああっっ!!」




「楽しかったね、ユリエちゃん」

「ヤー♪」

　俺たちがゴールに到着してしばし後、後発のみやびたち四人も降りてくる。

「あ、九重くん。今のスカイリバーってすごく楽しかったね。……って、あれ？　巴ともえちゃんと先生は？」

「え、えーっと……ちょっとランニング……？」

　橘たちばなは『私が戻ってくるまでに忘れろ!!』と俺に叫んだ後、さっきのことをからかいながら逃げる月つき見みを追いかけてどこかへ行ってしまった。




　ほどなくして二人が戻ってきた──結局、捕まえられなかったらしい──ので、俺たちは次なるアトラクションに向かうことにした。

　だが──

「もがっ!?」

　並んでいた最中、突如背後から口を塞ふさがれる。

　順番が回ってきたこともあり、前に並んでいたみんながアトラクションに乗り込んで行く中、俺は助けを呼ぶことすら出来ずに背後へ引き摺ずられていく。

　突如、俺の口を塞いだ相手、それは──月見だった。

（おらおら、抵抗すんじゃねーよ、《異能イレギユラー》!!）

「ら、らにをふる……!?」

（うっせー、黙って付き合えっつーの!!）

「ふきあう？　お、おひ、ひゅっぱつひちまうぞ……!?」

　慌てる俺など知らぬとばかりに、口を塞がれたままぐいぐいと月見に引っ張られていく。

　運悪く、誰一人としてこの状況（誘拐？）に気づかず──

　終しまいには明るい外へと連れ出されてしまった。

「おい、月見。いったい何なんだよ？」

　だが、俺の言葉に耳を貸すこともなく、月見は周囲をきょろきょろと見回す。

「お、あったあった♪　行くぞ、《異能イレギユラー》」

　そう言って、再び俺を引っ張り歩き出す月見。

　目的地は──ベンチだった。

「おし、座れ」

「あ、ああ……」

　困惑しつつも言われたとおりに座ると、月見は隣にどかっと腰を下ろし──

「ふぃ──……」

　ずるずると背もたれからずり落ちつつ、大きくため息をついた。

　入園以来、テンションＭＡＸだったはずの月見が、妙に疲れているように見える。

「どうしたんだ？　騒ぎ過ぎて疲れ──」

「んなわけねーだろ、バーカ」

「じゃあいったい──あ……！」

　俺たちの中ではトップクラスに体力があるはずの月見が、なぜ疲れているのかということに思い当たる。

「あんた、まさかまだ怪け我がが……」

「ったりめーだ、死にかけたの先週だぞ。そーゆーわけだから膝ひざぁ借りっからな」

　ごろんと寝転がって俺の膝を枕まくら代わりにする月つき見み。

「おい、月見……」

「うっせーから騒ぐな。情けねーけどかなりバテてんだから、少しくれー休ませろい」

「う……」

　そんな風に言われたら、従うしかない。

　俺は口をつぐみ、膝を提供したまま動かないように努める。

　周囲からはテーマパークのＢＧＭ、それと人の笑い声や叫び声が聞こえてくる中で、月見は自らの腕を目元に置いて日除け代わりにしていた。

　さすがにそれでは暑そうに思い、俺はアトラクションマップを開いて日陰を作る。

「おー、さすがは学園史上最高の女たらしだな。やることが憎いぜ、このやろー」

「その不名誉な称号は謹んでお断りさせて貰もらうとして──」

　月見が口を開いたなら、話し掛けても大丈夫だろうと判断する。

「まだ、怪我が治ってないのか？」

「治った。空いた穴は再生治療でナノっちナノマシンにフル稼働してもらって塞ふさがったぜ。どうしてもって言うなら、ラブホ行って見せてやんぞ」













「結構だ」

「……と、このときは思っていたが、まさか後に月つき見みとラブホに行くことになるとは──」

「くだらないことを言ってないで、怪け我がについて答えろ」

　こつんと軽く月見の額を叩たたき、話の続きを促す。

「ったく、冗談の通じねーやつだな。……まあ、さっきも言ったよーに腹はナノっちが頑張ったからほぼ治ってるさ。他ほかがまだ追いついてねーんだけどな」

　言いながら眼帯をずらす月見の瞼まぶたには、《Ｋ》から受けたであろう傷がまだ残っていた。

「それと、体力が戻ってねーんだよ」

　いくら《黎明の星紋ルキフル》によって治癒力が超化されているとはいえ、大怪我を負えば完治まではそれなりの時間が掛かる。

　体力の回復もまた然しかりだ。

　話を聞けば、二つの疑問を除いて月見の今の状況が納得いった。

　当然、俺はその二つについて問い質ただしに掛かる。

「だったら、どうして復調するまで休んでなかったんだよ。そんな状態なのに快気祝いとか言って大騒ぎなんかしてる場合じゃ──」

「……元気に見えなかったら、よけーに心配すんだろーが」

「心配って、確かにクラスの雰囲気は──あ……！」

　クラスの雰囲気は明るくなった。

　だがそれ以上に、月見の元気そうな姿を喜んだ人物が居たことを思い出す。

「アタシはよ。好きで命のやり取りやってんだ。だから隙すきを見せてやられたのも、全部てめーの責任だって納得できてんだけど、あいつはそうじゃねーんだよな……」

　苦々しそうな表情を浮かべ、あの夜のことを月見は語り続ける。

「救急救命室に入る寸前に、自分のせいだって泣きじゃくる声が聞こえたんだ。そのまま意識がドボンで、気がつきゃ何日も過ぎててよ……。あいつはどーなったのかとか、もしかして泣きっぱなしじゃねーのかとか、考え始めたら寝てる気になれなくてなぁ……」

（やっぱり吉き備び津つのためか……）

　話しぶりからすると、立ち上がれるようになってすぐに退院してきたのだろう。

「……月見。あんた、何か変わったな」

　以前の月見が本当はどういう人物なのか分からずとも、不思議とそう思う。

「うっせー」

　月見は横になったまま、俺の脇わき腹ばらに手刀をドスッと突き入れてきた。

　はっきり言って結構痛い。

「い、痛いっての……！」

「あー、うっせーうっせー。おめーがうるせーおかげで寝られねーだろーが。あいつらが出てくるまであと五分くらいあるはずだろーし、それまで少し寝かせろや。じゃねーと、目覚まし代わりに連れてきた意味がねーだろ」

　好き勝手に物言うと、月つき見みは口を閉ざして休息に入った。

「……はぁ、わかったよ」

　ため息混じりの返事をする。

　最後の一言──目覚まし代わりという言葉で、どうして俺を連れ出したのかも理解出来た。バテている姿を、万が一にでも吉き備び津つに見せないためということだ。

（やっぱり変わったよな……）

　あっという間に眠りにつき、規則正しく胸を上下させる月見に対して、俺は改めて思うのだった。




　二、三分が過ぎた頃ころ──

「ん、や……九重ここのえ、だめぇ……。は、ぁ……。そこ、だめだって言ってんだろ、ふぁ……」

「っっっ!?」

　突然、身を捩よじらせて甘い声を出す月見に、鼻水を噴き出しそうになった。

（どんな夢を見てるんだよ!?　だいたい、どうして俺が登場してるんだ!?）

　謎なぞの夢を見る月見は、艶なまめかしい吐息を漏らしながら足を動かした。

　そのため短めのスカートは、だんだんと重力に引かれて太ももを露あらわにする。

　このままいくと下着が見えてしまいそうだ。

（さ、さすがにまずいよな……）

　本人は普段から気にせず見せているが、俺としてはそういったはしたない真ま似ねはやめてもらいたい。

　ということで、立てた膝ひざを寝かせようと手を伸ばす。

　ちょん、と指先で膝をつつくと、真まっ直すぐ伸ばした状態に。

（──よし、成功。次はスカートを戻して、と……）

　今度はスカートの端を摘み、露わになったスカートを──

「いやぁん☆　九重くんったらこんなところでスカートめくりだなんてダ・イ・タ・ン♡」

「ぶーっ!?」

「くはっ。本性を現したな、このむっつりスケベが」

　月見の顔を見ると、いつの間にか目を開けてにんまりと笑っていた。

「い、いや、これは……」

「う・そ・だ・よーん♪　最初から寝てねえっつーの☆　エロい声＆魅惑の太ももで硬くなったか、ん？」

「何がだ────っ!!」

　俺の反応に、月つき見みは腹を抱えて大笑い。

　そんな月見の姿に大きくため息をついた後──

　声のトーンを少し落とし、雰囲気を変えて話し掛ける。

「……なあ、月見。あんたに訊ききたいことがある」

「あ？」

「誕生会のとき、俺がしようとした質問のことを覚えてるか？　どうしてあんたは、俺たちとの闘いで《焔牙ブレイズ》の真の《力》を使わなか──」

　ドスッ。

「ごふっ」

　再び手刀を突き入れられ、俺の問い掛けは強制的に中断させられる。

「な、何を……？」

「あーのーなっ。せっかく息抜きに来てんだ。今日くらい仕事から離れてのんびりさせろっつーの」

　むくりと起き上がると、月見はジト目を向けながらに言う。

「ま、その話は後でしてやんよ。近いうちに必ず、な」

　質問の内容を理解した上で近いうちにと、それも必ずと明言した以上、誤魔化して逃げるといった意志は無さそうだ。

「……わかった」

　この場はここで終わりにすると、俺が頷うなずいたところでみんなが戻ってくる。

「せんせー、九重ここのえくん、どうしてアトラクションに乗らなかったのー？　いつの間にか居なくなってたから、びっくりしちゃったよー」

　首を傾かしげて訊いてくる吉き備び津つに本当のことを言うわけにもいかず、どう答えるべきか頭を悩ませていると──

「いやー、こいつが急な腹痛でう●こ我慢できなーいって言うから、慌てて連れていったら乗り逃しちまってよー、くははははっ！」

「ぶ────っ!?」

　碌ろくでもない虚偽説明をされた。

「……ま、まあ、生理現象なのだから仕方無いな」

「そ、そうね……。でも、もうちょっと言い方は考えた方がいいと思うわ、透とお流る……」

「えっと……お、お疲れ様、透流くん……」

「大丈夫ですか、トール？」

「ああ……」

　さすさすとお腹なかを撫なでてくれるユリエに頷く。

（って、なんで俺がトイレの我慢が限界に来た小学生みたいな扱いになってるんだよ!?）

（くはははっ！　アタシから目を逸そらすには、おめーの犠牲が手っ取り早いってこった）

　月つき見みのやつが俺を連れ出した理由って、もしかして……。

　渦巻く疑念の中で、月見は俺の背中を軽く叩たたいて囁ささやく。

「ま、さっきのは秘密にしとけよ。それと、ホントは少しだけ寝て休んだ。サンキューな」

「月見……」

「さー、次行くぜ、次！　お次はどこよ!?　お、またジェットコースターか！　いいねいいね、くぁーっはっはっは！」

　うさぎ耳の担任は、さっきまで見せていた疲労を微み塵じんも感じさせない明るい声で叫ぶ。

　その姿を見て、俺はどこかでまた上う手まく休めるようにフォローをしようと思った。




　やがて日が傾き始めた頃ころ、最初に予定したアトラクションは一つを除いて乗り終えた。

　時間も時間のため、残る一つ──リーリスの希望するアトラクション『魔王城ダークキヤツスル奪還』で今日は最後にすることに。

「……これでいいか」

　と呟つぶやいた俺の手には、肩当ての付いたマントと黒い衣装、さらには頭につける角がある。

　何な故ぜそんなものを持っているかというと、この魔王城奪還はコスプレをして参加することが可能なアトラクション（要追加料金）だからだ。

　俺は男性更衣室に用意された衣装の中から、魔王と書かれたものを選択して今に至る。

（みんなはどんなコスプレにしたんだろうなぁ……）

　女性陣のことを考えつつ、着替えると待ち合わせ場所へ。

　そのまま数分待ったところで、女性更衣室からみんなが姿を見せる。

「トール♪」

　先頭はユリエで、両腕が翼、下半身が鳥、胸元は水着で覆った格好だ。

　ぱたぱたと両腕を上下させてご機嫌のユリエに何のコスプレなのかと聞けば、ハーピーというモンスターらしい。鳥ということで選んだらしく、上機嫌の理由はそれだろう。

　続いて出てきたのはみやびだ。

　頭に犬（狼おおかみ？）の耳飾りをつけ、胸元と腰、そして両手両足がふさふさの毛皮で尻尾しつぽが付いているとなると、人狼ワーウルフといったところだろうか。

「えへへ、なんだかこういうのって恥ずかしいね」

　表面積で言うなら海で見た水着姿の方がよっぽど少なかったと思うが、コスプレとなるとまた別物らしい。

　その後ろからはユリエ同様に胸元を水着で、しかし下半身は馬の姿という月見と、隣にはふわふわしたヴェールのような服に身を包み、背には半透明の羽という吉き備び津つの姿が。

　どうやらそれぞれ、半人半馬ケンタウロスと妖精フエアリーのコスプレのようだ。

　更に後ろに続くのは、黒色の鎧よろいを纏まとった橘たちばなだ。長い黒髪と相まって、頭のてっぺんからつま先までほとんど黒一色という姿は、普段以上に凛り々りしく見える。

「……何のコスプレなんだ、それ？」

「魔王直属の暗黒騎士、らしい。他ほかの衣装はひらひらしたものか、妙に露出が高いものばかりでな……」

　女子は全員違うコスプレにしようと決めたらしく、選んだ衣装から橘の苦悩が窺えた。

「あとはリーリスだけど……」

「とーおーるっ、おっ待たせー♪」

「ぶ────っ!?」

　最後に更衣室から出てきた黄金の少女の姿を見た瞬間、思わず噴いた。

　それもそのはず、リーリスはどう見ても下着としか思えない衣装だったのだから。

　頭の角と背中の羽、そして尻尾しつぽがかろうじてこれはコスプレだとアピールをしている。

「どう、透とお流る？」

「ど、どうって、えーっと……」

　目が泳ぎまくりで返す俺。

「ちょっと透流。感想はきちんと見て言うものよ」

　バレていた。

　無理もないだろう。

　すごい迫力の胸の谷間とか、艶つやっぽい腰つきとか、柔らかそうなお尻しりとか、布地の面積が少なくて際どいごにょごにょとか……。

（どこを見ればいいんだ────っ!?）

「リ、リーリス。いくら何でもその格好は破廉恥過ぎるのではないか……!?」

「そ、そんな下着みたいな衣装は無かったと思うんだけど、リーリスさん……」

「さっき休憩中に寄ったショップで買ったのよ。大人用って書いてあったから、ちょっと大胆かなとは思ったけど、透流が喜ぶかなって♪」

　喜ぶどころか、これ以上無いくらい困ってるんだが。

「なるほど、アダルトだな。よかったな、《異能イレギユラー》」

　と、にやにやしながら肩を叩たたいてくる月つき見み。

「というわけで──どう、透流？」

　ポーズを取って、再度訊きいてくる黄金の少女。

「い、いや、その、リーリスはスタイルいいし、すげー似合ってると思う……」

　しどろもどろになりつつも、何とか答える俺。

　……視線が顔より下に幾度か行ってしまいつつ。

　そしてリーリスもそうした俺の視線に気づく。

「ふふっ、サキュバスのコスプレ、気に入ってくれたみたいね、透とお流る」

「え、えーっと……」

「今度あたしの部屋に一人で来てくれたら、これで出迎えてあげるわよ♡」

　耳たぶを甘あま噛がみされるんじゃないかってくらいの距離で、夢魔が囁ささやく。

　思わず唾つばを飲み込んでしまうのもまた、男の悲しい性パートⅡだ。

　幸か不幸か、俺に密着しようとするリーリスを、ユリエとみやびが協力して引きはがす。

「残念。また今度ね、透流♪」

　黄金の少女は肩を竦すくめた後、パチリとウインクを飛ばしてくる。

「さ、さーて、それじゃあ出発しようぜ！」

　みんなが注視する中、俺はあえてリーリスには何も返さずに早足で歩き出した。

　……尚なお、進行役のスタッフ（女性）がリーリスの姿を見て一瞬ぎょっとしていたが、すぐに笑顔に戻っていた。……プロってすげえ。




　勇者に追い出された魔王は、自分の城を取り戻すために部下とともに闘いに赴く──

　といったストーリーで始まったアトラクションは、様々な謎なぞを解きながら奥へ、そして階上へと進んで行く。

　やがてすべての謎を解いた魔王一行──俺たちは、最上階で勇者を倒して城を奪い返すことに成功した。

　そして最後はコスプレをしたまま、記念写真を撮ることとなったのだが──

　第二回・俺争奪戦ＤＮＬデスニユーランド杯開催。

「ちょっと、みやび。それにあんたユリエも透流から離れなさいよ」

「リ、リーリスさんがくっついてるなら、わたしも透流くんにくっつきたいなって……！」

「つまりあなた一人が離れれば万事解決です」

「どうしてあたし一人なのよっ!?」

　右の肘ひじはリーリスの柔らかな胸に、左の肘はもふもふした毛皮の下でボリュームを主張するみやびの胸に。

　そして第一回同様、何な故ぜか正面から抱きつくユリエ。

「くはっ。おめーは参加しなくていいのか、委員長？」

「ど、どうして私が……!?」

「さっき、いい声で鳴かされてたじゃねーか」

「──っっっ!?　ああ、あれは……!!」

「はーい、撮りますねー」

　心なしか怒りを感じる声色（ただし笑顔のまま）で、シャッターを切るスタッフの人。

　ごめんなさいと心から思った一幕だった……。




「あー、ジュリエットかぁ。これ持ってるのよねぇ……」

　魔王城を後にしようとしたところで、出口にてアトラクション参加記念のプレゼントグッズを貰もらう。

　どうやらＤＮＬデスニユーランドのキャラグッズらしく、リーリスは中身を見てため息をついていた。

「リーリス、これ要るか？」

　俺の手に入れたグッズを差し出すも、首を横に振られる。

「ありがと、透とお流る。気持ちは嬉しいんだけど、それも持ってるのよ」

　どうやらリーリスはちょくちょくＤＮＬデスニユーランドに来ているようで、その都度この魔王城に訪れてグッズを集めているとのこと。

　残念なことに、今貰ったグッズは以前のものと被かぶってしまったみたいだが。

　そんなリーリス同様、貰ったグッズを見て肩を落とす人物がもう一人──ユリエだ。

「変なのが出たのか？」

「ナイ。そういうわけではありませんが、ひよこが欲しかったので……」

（ひよこ？　それって──）

　俺の視線が、つられてユリエの視線もリーリスに向く。

　その手の中にあるグッズは、青いトサカを持つひよこだ。

「「…………」」

「何かしら？」

　じっと見つめる俺たちに、リーリスが気づき──

「──っ！　そ、それってゲッコーじゃない！」

　ユリエの手の中にある豚鼻のクマを見て目を見開く。

　どうやらユリエが貰ったグッズは、リーリスのお目当てのキャラだったようだ。

「「「…………」」」

　紅と蒼──二人の少女が持つ対照的な色の瞳が、互いの顔と手元を行ったり来たり。

　そんな二人を見ていた俺は、『貰ったグッズがお互いの欲しい物みたいだし、交換したらどうだ？』と口に出そうとしたところで、思い留とどまる。

　普段から衝突することが多い二人──主にユリエから突っかかるのだが──の関係が、これをきっかけに少しでも改善したらいいのではないか、という理由から。

　俺が間に入れば話は早いが、それよりも二人の自主的な歩み寄りに期待したい。

　というわけで、間に入りたい気持ちを我慢して俺は二人を見守ることにした。

「「「…………」」」

　ちらっちらっちらっちらっちらっちらっちらっちらっちらっちらっ……。

　二人の少女はしばらくの間、互いの顔と手元を見つめ、やがて──

「あの……」「あのさ……」

　同時に話し掛ける。

「……どうぞお先に」

「あんたこそ先でいいわ」

「「…………」」

「……交換しませんか？」「……交換しない？」

　異口同音に発せられた声に、俺はこっそりグッと拳こぶしを握った。

　俺の目の前で交換される、青トサカのひよこと豚鼻のクマ。

　ユリエもリーリスも、交換して手に入れたグッズを見て嬉うれしそうに笑みを浮かべ──

「……ありがとうございます」

「こっちこそ、ありがとう」

　互いに照れくさそうに、お礼を言い合う。

　その姿を見ていた俺もなんだか嬉しくなり、自然と顔に笑みが浮かんできた。




「ユリエ、着いたぞ」

「……ヤー」

　すっかり夜の帳とばりが下りたＤＮＬデスニユーランドの帰り──

　学園前にモノレールが到着したところで、わずか数分の間に船を漕こいでいた銀色の少女の肩を揺さぶる。

　だが、ユリエは一瞬目を開けるも、すぐにうとうととし始めてしまった。

（今日は随分とはしゃいでたし、仕方無いか……）

　生まれて初めての遊園地──本人はそう思っていないが──で遊び疲れた少女を、おぶる。

（軽いなぁ……）

　すやすやと寝息を立てる姿は、彼女が俺たち《超えし者イクシード》とはまた違う形で人を超えた存在──《醒なる者エル・アウエイク》だなんて見えやしない。

「あら、その子ってば寝ちゃったわけ？」

　モノレールを降りると、先に外へ出ていたリーリスが声のトーンを落として話し掛けてくる。

「かなりはしゃいでたみたいだから、疲れが出たんだろ」

「……そうね」

　遠い目で答えたのは、ティーカップを思い出してのことだろう。

「ま、デスニューを楽しんでくれたのは良かったわ」

　ＤＮＬデスニユーランド好きのリーリスとしては、重要なポイントのようだ。

「ふふっ、私も楽しませて貰もらったよ。リーリスのおかげで、効率よく回れたということもあるからね」

「わ、わたしもすごく楽しかったなぁって……」

「あら、嬉うれしい言葉ね。だったら、また今度行くときはいろいろお薦めを回らないといけないわね」

　橘たちばなが会話に交じり、次いでみやびも入ってくる。

「くすっ。そのときはトラくんたちも一緒だといいね」

「ふむ。次回は月つき見み先生の快気祝いという名目が無くなるわけだし、彼も参加してくれるのではないか」

「そうだといいけど、問題は──」

　みやびと橘のやり取りに加わり、俺は前を歩く月見と吉き備び津つに目を向けながらに言う。

「月見とのグループ分けが重要になりそうだな……」

　その一言で、みんながユリエを起こさない程度に笑う。

「また、みんなで一緒に遊びに行こうな」

「そうね。そうしましょ」

　くすりと笑ってリーリスが同意し、次いで橘とみやびも頷うなずいた。

　また今度──

　きっと、俺の背中で眠っている銀色の少女も喜んで頷くことだろう。

　こうして、月見の快気祝いという名目で過ごした一日は終わりを告げた。





　　　　　　◇






　一年の女子は、不定期に男子禁制のお茶会を開いている。

　単にお喋しやべりをするだけのときもあれば、ゲームをすることもあり、ときには料理を作るなどして、少女たちは様々な形でその時間を楽しむ。

　そのときばかりは護陵衛士エトナルクを目指す《超えし者イクシード》ではなく、彼女たちは普通の女子高生の顔を見せていた。

　そして今夜はというと、みやびを中心としてクッキーを作っている。

　彼女たちは厨ちゆう房ぼうのオーブンを借り、学食の一角でお喋りをしながら焼き上がりを待つ。

　ものの十分ほどで焼成終了となり、やれいい匂においだ、やれ形が変になったなどと騒ぎつつ、オーブンから取り出したクッキーを皿に移し替えていると──

「わ、わたし、ちょっと九重ここのえくんにお裾すそ分けしてくるね。みんなは先に談話室へ行っててくれるかな」

　そう言ってみやびは一部を袋に入れて分けると、それを手に学食を出ていった。

　発言が発言だけに、残された女子たちの話題となるのは当然みやびについてだ。

「胃袋掴つかみに行ってるなぁ」「最近すごく積極的だよねー」「けなげだしいい子だしおっぱい大きいしで、あれを相手に落ちない九重ここのえって僧職系にも程があるわよね……」

　と女子の一人が口にした直後、一斉に彼女たちの視線が銀色の少女へと向けられる。

「ユリエを相手に手を出さない時点で男としておかしいんじゃ？」「確かにユリエは超絶可愛かわいいけど、妹って感じじゃない？」「九重は体育会系って感じだから、汗と一緒に煩悩も流して捨て去ってるとかね」

　透とお流るは透流なりにいろいろと苦悩してはいるが、傍はたから見ればこのような扱いである。

　みやびの比較対象として挙げられたユリエだが、巴ともえと二人でクッキーを一つ摘み、焼きたての味を楽しんでいた。

「やわらかくて美お味いしいです」

「ふふっ、そうだな。だが、残りは談話室で食すとしよう」

「ヤー、そうですね」

　ユリエが頷うなずくと、巴は他ほかの面々にも談話室への移動を促した。

　少女たちはぞろぞろと学食を出ると、ラウンジでジュースや紅茶など好き好きに用意し、三階の女子フロアにある談話室へと向かう。




「ユリエ、ちょっと訊ききたいんだけどさ」

「何でしょうか？」

　みやび不在の中──

　談話室に集まった女子の内一人が、以前から多くのクラスメイトの気になっていた質問を銀色の少女へと飛ばす。

「ユリエは九重のこと、好きなわけ？」

（（（言った────っ!!）））

　大半の女子が、ついに訊いたかとばかりに興味深くユリエの答えを待つ。

　その中に、巴も交じっていた。

　ただし巴の場合は興味ではなく、ライバルかもしれない相手の胸の内はどうなのか、という深層の意識なのだが。

「トールのことでしたら、好きですが……それがどうかしましたか？」

（（（やっぱり────っ!!）））

　普段から透流を慕うユリエの態度を見ているからこそ、彼女自身が口にした答えに全員が納得する。

「そ、それじゃあ、みやびがライバルってことについて、どんな風に思ってるの？」

　リーリスについて訊きかない理由は、みやびと違ってユリエと馬が合わないことは周知の事実のためだ。

「──ライバルとは？」

　ユリエが小首を傾かしげて問い返す様に、「あれっ？」といった雰囲気が広がった。

「え、えーっと、みやびが九重ここのえのことを好きみたいだけど、それをどう思ってるのかなぁって……」

「トールのことをみやびが好きになってくれたことは、嬉うれしく思います。トールはとても優しい人ですので」

　銀色の少女から返ってきた答えに、少女たちは困惑が増すばかりだ。

「あ、あのさ……。ユリエって、九重のどんなところが好きなの？」

　もしやと考え、女子の一人が改めて問う。

「…………。パパのように優しいところです」

「そ、そう……」

（ズレ過ぎね……）（ファザコンかぁ……）（九重がユリエ狙ねらいだったら同情するわ……）

「──？」

　ぼそぼそと喋しやべる女子に、どうかしたのだろうかと再び小首を傾げるユリエ。

　そんなユリエを見ながら、巴ともえはほっとひと息し──

　その自分の気持ちに疑問を持つ。

（今、私はなぜ安あん堵どしたのだ……？）

　しばし考えた後、鈍感少女は結論を出す。

（……そうか。みやびのライバルにならなくて安心したのだな、うむ）

　ただでさえリーリスという強力なライバルが居て、大変な状況の《絆双刃デユオ》を思ってのことだったのだと、自分の考えに巴はうんうんと頷うなずく。

　少女は骨の髄まで鈍感であった。




　どんなところが好きかと問われた際──

　ユリエの心の内には、先日の時計塔での出来事が浮かんだ。

　透とお流るの見せた表情が、透流の口にした言葉が。

　それが僅わずかな間の理由。

　ユリエ自身、何な故ぜあのときのことが思い浮かんだのかがわからない。

　だから結局、普段から思っていることをそのまま口にした。

　それは、誰だれも気づかない小さな変化──






■第五章『終ついの領域』









　派手な音を立てて、二十メートル先に設置された的が揺れる。

「や、やっと当たった……」

　ため息をつきながら、俺は銃口を下げた。

「ふふっ、慣れれば目を閉じていてもこれくらいは当たるようになるわよ」

　俺に顔を向けながら──つまりは余よ所そ見みをしながらも、リーリスは最も遠い五十メートル先の的へ命中させた。

（どれだけ慣れれば、そうなれるんだか……）

　もう一度ため息をつきつつ、空になった弾倉マガジンを交換すると再び銃を構えた。

　そう、俺は今、銃を手にしている。

　夏休み明け──俺の入院中──から始まった、射撃訓練の最中だからだ。

《焔牙ブレイズ》という武器があるのにとも思うが、卒業後に所属することとなる護陵衛士エトナルクの任務は多種多様に亘る。そのため様々な状況を想定して、このように射撃訓練も行っていくらしい。

　その射撃訓練を行っている場所についてだが、屋外にあるため空調など無い。

　故に当然ではあるが、とても暑い。

　だが、そういった環境もまた、訓練の一環とのことだった。

　射撃訓練というと屋内で行うイメージが強かったのだが、整った環境で撃つよりも刻一刻と変化する屋外の方がより実戦的というわけだ。

　残暑の厳しい中で銃──実弾ではなく、護陵衛士エトナルクも使っている模擬弾だ──をひたすら撃ち続けていると、三時限目終了のチャイムが遠くから聞こえてくる。

「きゅーけーきゅーけーだよー♪　もしもの事故を考えて、休み時間中は射撃禁止だからねー☆　あと、水分は必ず摂っておくよーに♪　ぶっ倒れても知らないよー♡」

　パンパンと手を叩たたきながら水分補給を促す月つき見みに従い、俺たちもスポーツドリンクに口をつける。

「ユリエ。体調は大丈夫か？」

「ヤー。みやびの用意してくれたこれがありますので」

　頭に乗せた氷水の入ったビニール袋を指す銀色の少女。

　見た目的にどうなのだろうかとも思うが、ユリエ本人は冷たくて気持ちいいらしくご満悦といった表情だ。

「なかなか難しいですね」

　肩を並べてベンチに座った俺は、的を見ながら頷うなずいた。

「ああ。毎週この授業があると思うと、憂ゆう鬱うつになりそうなくらいにな」

　勉強よりも体を動かす訓練の方が圧倒的に好みだが、さすがにこうも当たらないと気分が滅め入いってきそうだ。

（銃を直接投げつけた方が命中率高そうだよな……）

　などと考えていると──

「ふんっ、正しい射撃姿勢を保っていれば普通は当たるものだ」

　先の授業でもリーリスに次ぐ命中精度を示したというトラが、僕の勝ちだ！　といった表情を浮かべながら近付いて来る。

「あら、あたしは慣れだと思うわよ？」

「……僕は貴様と話をしているわけじゃないんだが」

「つれないことを言わないでよね、トラ。透とお流るが話の中核なんだからいいじゃない」

「気安く人の名を呼ぶな」

（うーん、相変わらずだなぁ……）

　リーリスの転入時での一件以来、トラが一方的に壁を作っている。

　やり込められたというのはいい気分じゃないのは分かるが、ちょっと根に持ちすぎな気が。

（せめてタツとの関係くらいになってくれればなぁ……）

　いつも言い合いをしているため、トラとタツの仲がいいとはお世辞にも言えない。

　だが、それでも必要以上に険悪になることはないし、むしろ悪友的な──

「って、あれ？　タツは？」

「あのバカなら的に当たらないからと、苛いら立だって銃を直接投げつけたところで月つき見みに連行されていったぞ」

　……俺は注意しよう。

「なかなかに苦労しているようだな、九重ここのえ」

「ははっ、まあな」

　そこへ、橘たちばながタオルで汗を拭ぬぐいながら参加してきた。

　後ろには、みやびの姿も見える。

「ふふっ。キミにも座学以外で苦手なものがあるのだな」

　笑いながら話し掛けてきた橘は、黄金の少女ほどではないにせよ、射撃もなかなかの腕を持っている。曰いわく、橘流十八芸には射撃術も含まれているため、ライフルやハンドガンの修練もそれなりに積んできているとのことだ。

「と、透流くんも巴ともえちゃんにレクチャーをしてもらったらどうかな……？」

「ふむ。私は別に構わないが、どうする？」

　橘に時折コツを教わりながら訓練していたおかげか、みやびはそこそこ的に当てていたところを俺も見ている。

（確かにそれも──）

　と思いかけたところで、みやびが教わっていたときの光景が脳裏に浮かぶ。

　銃を構えたみやびの腕を支えるように手を前へ回し、背中に体を密着させた姿を。

「し、しばらくは自分一人でやってみるかな、ははは……」

「まあ、キミがそう言うのであれば……。だが、しばらくやってダメだったなら、遠慮無く声を掛けてくれたまえ」

　そうさせて貰もらうと苦笑いをしながら返すと、そんな俺たちを見ながらみやびがぽつりと呟つぶやく。

「わたしが透とお流るくんに教えてあげられるくらい、上う手まければよかったのにな」

　さっきの想像が橘たちばなからみやびに変わり、俺は頭を振って脳裏から振り払いに掛かる。

「と、透流くん、どうしたの……？」「暑さで頭をやられたのか、九重ここのえ？」

「いや、頭を振ったら涼しくならないかな、と……」

　まさに暑さでやられたような言い訳だと思いつつ、空笑いをしていると──

「ちょっとちょっと。銃のことならまずはこのあたしに相談すべきじゃない？」

　リーリスが話題を巻き戻してくれたので、俺はそこへ乗っかることに。

「それもそうだな──って言いたいところだけどさ。さっきから何度か教えて貰って思ったんだが、リーリスの教え方って正直分かりづらいぞ」

「そんなことないわよ」

「あるって。さっきだって、こうして……こう。としか言わなかっただろ」

　言われたとおりの説明をしながら、教えてくれた際の動きを真ま似ねる。

「違うわよ。こうして……こうだってば」

　俺の倍以上の速度──本人はかなりゆっくりとやっているつもりだろう──で構えるも、違いがどこにあるのかさっぱりだ。

「やれやれ……才能がある故の教え下手、というやつだろうな。何よりリーリス──キミは片手撃ちだが、私たちは両手保持の射撃をしているのだぞ」

「片手でも両手でも関係無いわ。射撃に必要なのは、銃の癖を憶おぼえることだもの。と言っても、それはどんな武器にでも当てはまるんだけどね」

　黄金の少女の一言に、俺たちは皆驚きを見せる。

「くはっ、さすがはお嬢様。コーモン筆を下ろさずってやつだな」

　俺はスルーした。




　射撃訓練の後半──四時限目が始まり、三十分ほどが過ぎた頃ころだった。

「ほーるどあーっぷ♡　手を上げてせんせーのゆーことを聞くよーに♪」

「はーいせんせー」

　手を止めてじゃないのかよと思ったが、一人吉き備び津つが手を上げていた。

「さてさて、上う手まい子は結構当たるよーになってきたみたいだけど、ここからは訓練のないよーをへんこーしまーす☆　ってなわけで、せんせーについてきてねー♡」

　そう言うなり、ぴょこぴょこと跳ねるように月つき見みが訓練場を出ていく。

　どういうことだと戸惑いつつ、俺たちはその後をついていくと──

　到着した先は、屋外格技場だった。

　入り口から中に向かうと観客席の中段に出る。

　そこからは闘場全体が見下ろせるのだが──

　その闘場の中央に、何な故ぜか土俵のようなものがあった。硬く敷き詰められた砂の上に、太めのロープによって直径五メートルほどの円が作られている。

　この屋外格技場は先週末の《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》で使用したのだが、そのときにあんなものは間違いなく無かった。

　これから行う何かのために用意した、ということに違いないだろう。

（……ものすごく嫌な予感がする）

　まさかとは思うが、あの狭い円の中で一対一の決闘でもしろなどと言い出したりはしないだろうか。

　そんな想像をしていると、月見が振り返って両手を広げた。

「はーい、これからここで十分間、ちょっとしたゲームをしまーす♪　ってなわけで九重ここのえくん。キミ──的ね♡」

「は？」

「だからー、キミはこれから闘技場の中で逃げ回るの☆　みんなはキミを狙ねらってパンパンパーンって撃つの☆　理解おっけー？」

　指で銃を形作り、俺を撃つようなポーズを取る月見。

「なるほど、そういうことか。……………………ってちょっと待て──っ!?」

「待ったないよーん♪　動く的を狙った方が技術も上がるしね☆」

　嫌な予感は当たった。

　ただし想像の斜め上を行く形で。

　けれども、今回ばかりは月見の思い通りに話は進まない。

　なぜなら──

「白うさせんせー、さすがにそれはちょっと……」「だよね。人を撃つなんて……」

　みんながみんな表情を曇らせ、ざわめきながら躊躇ためらいを口にし始めたからだ。

「んー、それについては心配無いんだけどねぇ……。ま、ここは論よりしょーこかなー」

　やれやれとばかりに月見は言うと──

　タンッと床を蹴けって、空中で一回転をした後に闘技場へ降り立つ。

「お嬢様ー、そこから一発撃ってくれるかなー？」

　手を振りながら、リーリスを指名する月つき見み。

　躊躇ためらいなく、そして確実に当てることの出来る人選というわけだ。

　当然、リーリスは承諾し、月見に向かってハンドガンを向け──撃った。

　刹せつ那な、動揺がクラス全体に走ると同時、月見の手が動き──

　バシィッという音が聞こえた。

「ナイスキャッチー♪」

　月見が握った手を開くと、砂の上に模擬弾が落ちる。

　もちろん、リーリスが撃った弾だ。

「すげぇ……」「マジかよ……」「手で掴つかんだわよ……」

「前に言ったでしょ♪　《Ⅳレベル４》を超えれば、多少は銃弾を避けられるようになるって☆

　見て躱かわせるってことは、こういうことも出来るってこと♪」

　どよめくクラスのみんなを見ながら、月見はにんまりと笑みを見せながらに言う。

「それと《位階レベル》が上がれば上がるほど、身体能力だけじゃなく肉体そのものが頑強になるってのは授業で説明したよね。みんなが今使ってる銃はあくまで制圧用で、殺傷力はかなーり低めに設定してあるから《Ⅳレベル４》の九重ここのえくんは一発二発当たってもかな……ちょーっぴり痛いだけで死んだりしないから、安心してぶっ放せばいいよー☆」

　……今、かなり痛いって言い掛けなかったか。

　それはともかく、口でどうこう言われようとそうそう踏み切れるものじゃない。

　そんな躊躇いの空気を察し、月見は自らの頭を指して告げる。

「お嬢様、もう一発よろ♪　今度は──ここね☆」

　と月見が指したのは頭だった。

　再びどよめくクラスメイトたちなど気にした様子も無く、リーリスは言われたとおりに狙ねらいを定めて引き金を引く。

　鈍い音がし、月見の頭が後方に僅わずかに弾はじけるも──

「ね♡」

　額に着弾したというのに笑みを崩さずに言われ、感嘆の声がそこかしこから漏れる。

　ちなみに先の研修中に緊急性の高い事件──《殺破遊戯キリング・ゲーム》だ──が起きたため、特別な許可を得て俺が《Ⅳレベル４》に昇華したことは既にクラスのみんなに伝わっている。

　また、ユリエも先日の《Ｋ》の襲撃中に、緊急時ということで特別昇華をしたということになっているのも周知されている。

「それとそれとー、九重くんにとっても防御の特訓になるから、一石二鳥の特訓なの☆

　つまり、うぃんうぃんの関係ってやつ♪」

「なるほどなぁ、それだったら……」「そうね。ちょっと痛い程度なら……」

　実演も含めた月つき見みの説明が終わると、クラスの雰囲気が変わり始めた。

　怪け我がを負わせないという言葉が、やはり背中を押す大きな理由となったみたいだ。

「──っ!?　ちょっ、み、みんな!?」

　慌てる俺の言葉を遮るように、月見が次の一手を放つ。

「最初に九重ここのえくんへぶち当てた人には、超一流として名高いあの帝王ホテルのレストランにペアでごしょーたーい♪」

「「「──っ!!」」」

　その一言で半数近くの雰囲気が瞬時に変わり、一斉に視線が俺へと向けられる。

　……みやびの視線も交じっていた。

「レストランはパスって人は、特別ボーナスを来月の支給費に加算でもいいからねー♡」

　残ったほとんどの視線も俺へ向けられた。

「ふふっ、勝負事なら最初から負けるつもりは無いけど、透とお流るとデートって副賞付きならやる気が倍増ね」「ボーナス……！」「泉いずみを誘って帝王ホテルのレストラン……！」「九重もげろ同盟、ファイト!!」「おーっ!!」「透流くんとデート透流くんとデート透流くんとデート……!!」「みやび、あたしたちも協力するわ!!」「せんせーと食事!!」

　今、恐ろしいまでの欲望が格技場に渦巻いていた。

　冷静さを保っていて助けてくれそうなのは、ユリエ、トラ、橘たちばなの三人といったところか。

　まずユリエだが──

「あの人が勝ったらトールが……。そうはさせませんので安心して下さい、トール」

　リーリスへ対抗意識を燃やしていたため、実はまったく冷静じゃなかった。

　横へ視線を動かしてトラを見ると──

「ふんっ。バカバカしい──が、これも訓練だ。せいぜい頑張るんだな、透流」

　冷静な状況判断が、俺には冷徹に見えた。

　もはや頼みの綱は橘だけだ。

「月見先生、いくら何でも九重が──」

「まあまあ、委員長。ちょいとこれを聞けよ」

「は？　何を聞けと……？」

　観客席に戻ってくると、月見は橘の肩に手を回して引き寄せる。

　何だろうかと後ろから覗のぞくと、月見はケータイを取り出して何か操作をした。

『ふわぁっ、んっ、ぁんっ、ここの、えっ、や、あふぅっ、変な声、出るか、ら……あ、ふ、ぁ……ら、めぇ、はなし、ここのえ、ここの、え、ぁぁ、あ……ふぁああああっっ!!』

「ぶ────っ!?」

　鼻水まで出そうな勢いで橘が噴いた。

「なっ、ななっ、い、い、いつ、そそ、それっ、それをっ……!?」

「もちろん、あ・の・と・き♡」

　笑顔で決めポーズを取る月つき見みに対し、橘たちばなはまるで金魚のように口をパクパクと動かす。

「全力でやらないと校内放送で流しちゃうぞ☆」

　ピキッ。

　橘の表情が固まった。

「た、橘……？」

　俺が呼び掛けると、橘はゆっくりとこちらに顔を向け──

「九重ここのえ、覚悟したまえ……！」

　その言葉とともに、最後の希望が消えた。

　続けて月見からルールの説明がされる。

　制限時間は十分だが、各人弾数は四十発なので、全員が撃ちきったらそこで終了。

　射撃側は闘場へ踏み入ることを禁じ、観客席から撃つこと。ただし同士討ちによる負傷を避けるため、闘場の中心から百二十度幅の観客席しか使用不可。

　一方、俺はというと一発でも直撃したらアウト。ただし擦かするのはセーフ。

　だが、最も重要なことは、《楯たて》の──しかも三回までなら《絶刃圏イージスデイザイアー》も──使用許可が出たことだ。

　それにより、これから始まる訓練への意識が変わる。













（《絶刃圏イージスデイザイアー》も使っていいのか……）

　多方向からの同時攻撃を防御する訓練なんて、普通にはやれるものじゃない。

　加えて、回数は限定されるも《絶刃圏イージスデイザイアー》を使っていいとなると、これは望んでも滅多に出来るものじゃない特殊環境の訓練だ。

　……そうとでも考えなければ、やってられないという気持ちもあるが。

（よし、回避達成を目指すぞ！）

　気持ちを切り替え、改めて残りのルールを確認することに。

　俺の動ける範囲は、闘場に作られた直径五メートルの円内サークルのみだ。

　一歩でも円の外へ出たら、その時点で弾が残っているやつからくじ引きでレストランの権利、もしくはボーナスが行く仕組みに。

　……ただし、その場合は俺への支給額から差っ引かれるそうだ。ある意味模擬弾を食らう以上に痛いので、それだけは避けなければならない。

　そして、一発も食らわなかった場合だが、そのときは権利が俺のものとなるらしい。

（円から出たらアウトか……）

　円の中心に立って周囲を見ると、意外に広く感じる──が、始まったら話は別になる。

　この限定された空間は、確実に俺への枷かせとなる。

　今の俺が闘場全体を動き回れば、人によっては目が追いつかないやつも居るだろう。

　だが、この円の中だけなら、多少距離が空いているぶん全体を見ることが出来るため、俺を見失うことはない。

　多少距離が空いているが、直径五メートルの円内なら俺を見失うことはない。

（十二、三メートルってところか……）

　瞬く間もなく弾丸が到達する距離ではあるが、それでもやってやると誓う。

　と、ここで月つき見みが全体に声を掛け、そろそろ開始する旨を伝えた。

　俺は《楯たて》を具現化し、腰を落とし、深呼吸をし──集中する。

「ではではー。れでぃー……ごぉっ♪」

「もげろ九重ここのえー!!」「ごめんね、透とお流るくーん!!」「帝王ホテルーっ!!」「せんせー!!」

　月見の合図とともに引き金が一斉に引かれ、それとタイミングを同じくして俺は大きく横へ飛ぶ。

　みんなが開始と同時に狙ねらったのは最初に俺が立っていた位置だから、見事に回避成功だと思いきや──

「甘いわよ、透流♪」

　俺の動きを読んでいたリーリスの弾丸が迫る。

「っく!!」

　ガァン!!　開始一秒と経たたずに頭部狙撃ヘツドシヨツトを喰くらって敗北決定となる寸前、すれすれのところを《楯たて》で防ぐ。

「あーっ、惜しかったわっ」

　パチンと指を鳴らし、悔しさを見せるリーリス。

（危なかった！　《銃ライフル》だったら確実にやられてたところだ……!!）

　リーリスの《銃ライフル》はもちろん、今みんなが使っている制圧用の銃は本物の銃に比べても殺傷力を抑えるために弾速が遅い。

　もちろん常人には見切れるような速度では無いのだが、今の俺には大違いだ。

　だが、弾速の違いに救われたと安あん堵どする間もなく、次々と銃弾が撃ち込まれる。

「っく!!」

《楯たて》で弾はじき、身を捻ひねって躱かわす中、改めて《Ⅳレベル４》となった自分自身の変わりように驚く。

　時速数百キロの弾速を見切る動体視力、躱すことができる反応速度と身体能力。

《Ⅲレベル３》と《Ⅳレベル４》の間に在る壁──

　その差を今、改めて実感する。

　とはいえ、無数の弾丸すべてを躱しきるまではいかない。

　数発止めるも、残りは無理だと判断してさっきとは反対方向へ。

　刹せつ那な、俺は自分が最初に大きなミスをしでかしたことに気づく。

　寸前まで俺が立っていた位置は、最初に大きく横へ飛んだおかげで円の端──

　そのために、逃げる方向がほぼ左側しかないという状況になっていた。

　それにより、あまりにもわかりやすい俺の回避方向を狙ねらって、橘たちばなやトラを筆頭に数人が引き金を引いた。

（ダメだ、避け切れない！　それなら──）

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　瞬時に発動した結界が銃弾をすべて阻み、驚きの声があがる。

　俺の得た能力については《Ⅳレベル４》に昇華したと伝えた際に話をしてはあったが、いざ実際に目の当たりにするとやはり驚きは隠せないようだ。

　俺は銃弾が止やむと、結界を解く。

（このまま閉じこもってても、訓練にならないしな）

　残りの二回も、一瞬しか使わないようにしようと自分にルールを定める。

「ほらほらー、ぼんやりしてるとすぐにタイムアップだよー☆」

　呆あつ気けに取られていたみんなは、月つき見みが手をパンパンと叩たたいたことで我に返り、再び銃を構え始めた。

（さっきのはダメだ。大きく飛べば次以降の攻撃がいつかは躱せなくなる。最小限の動きで躱し、難しいものは《楯たて》で弾き落とすんだ……！）

　反省をしつつ、再び始まる銃弾の嵐あらしに対処を始める。

《楯たて》を使いつつ、足捌さばきと体捌きで躱かわすことを意識して。

（この数ヶ月、橘たちばなから教わった技法を思い出せ!!　成果を見せる機会だと思うんだ!!）

「きちんと見ててくれよ、橘!!」

　声に出した直後、何な故ぜか銃撃が止まった。

「ん？」

「──っ!?　とと、突然何を言い出すんだ、キミは!?」

　どうかしたのかと思っていると、橘が顔を真っ赤にして怒鳴りつけてくる。

「教えて貰もらった捌きをどれだけ習得してるか、見ててくれって言っただけなんだが……？」

　さすがに銃弾が吹き荒れる中ですべてを口には出来ず、端的に言わせてもらったが。

　それがどうして、みんなの攻撃の手を休めることに繋つながったのだろうかと首を捻ひねっていると──

「妙な言い方をしないでくれたまえ!!」

「っと、わっ!?　妙なって何のことだよ!?」

　橘が怒りを露あらわに撃ってきて、俺は慌てつつも《楯たて》で弾丸を弾はじく。

　ここでみんなも慌てて銃を構え直し、改めて攻撃が始まった。

（何なんだ、いったい!?）

　とは思いつつも、乱れた心では襲い来る無数の銃弾を避けきれるものじゃない。

　頬ほおを掠かすめ、これはまずいと意識を変える。

（集中しろ、集中、集中、集中……！）

　回避に集中するうちに、いつしか疑問は俺の心から消えていく。

「散開しろ！　正面からの攻撃のみでは、透とお流るを楽にさせるだけだぞ!!」

　トラの指示に、クラスの連中は与えられた範囲ぎりぎりまで広がり、人によっては観客席の高い位置に移動する。

「撃てぇ────っ!!」

　トラの号令とともに、様々な方向から銃弾が飛来する。

（トラのやつ、憶おぼえてろ────っ!!）

　息をつく暇すら与えて貰えない中、《楯たて》で止め、受けられないものは小さく、ときに大きく避け、恥も外聞も無く砂に転がって躱すことすらし──

　やがて、被弾せずに残り一分まで到達した。

「はぁっ……はぁっ……」

　じりじりと照りつける太陽の下、俺は大量の汗をかきながら肩で息をしていた。

　さすがに《超えし者イクシード》であっても、様々な方向から間を置かずしての攻撃を──それも一発たりとも食らってはいけないという条件下で高速の銃弾を防御し、回避し続けることは激しく疲労する。

　加えてトラが、途中から《楯たて》では防ぎづらい腰より下に狙ねらいを定めろと作戦を変更したため、常に動き回らされたことも疲労に拍車を掛けていた。

　だが射撃側も大半が弾を撃ち尽くしていて、残るはみやびを除いたいつもの顔ぶれ──ユリエとリーリス、橘たちばなにトラの四人のみだ。

　ユリエは俺と同じく銃の扱いが苦手のようで、さほど注意しなくてもいいだろう。

　そして、意外にもリーリスはそれほど怖い相手じゃない。

　射撃精度は非常に高いものの、プライドからか頭部狙撃ヘツドシヨツトか心臓狙撃ハートシヨツトしかしてこないのだ。

（さて、と……。誰だれが最初に動くことやら）

　残り一分を切った今、俺たちは睨にらみ合いをしていた。

　射撃側は弾がほとんど残っていないはずだから、残り少ない時間に一気に勝負を掛けてくるだろう。

　ここまでに《絶刃圏イージスデイザイアー》は二回使っており、残るは一回。

　どのタイミングで使うのかが、おそらくは勝負の分かれ目だ。

　口火を切ったのは──黄金の少女だった。

　銃口を俺に定め、彼女は叫ぶ。

「さあ、透とお流る！　次の一発が最後の勝負よ!!」

　ラストショットを宣言した黄金の少女に注意を置きつつ、他ほかの連中にも警戒を怠らない。

　タァンッ!!　リーリスの引き金が、最後の攻防の合図だった。

　これまでと変わらず、正確な心臓狙そ撃げき──最後までリーリスらしい攻撃だ。

「けど……真まっ直すぐ過ぎだな!!」

　心臓は《楯たて》でガードしやすく、あっさりと銃弾を防ぎつつ叫んだその刹せつ那な──

　リーリスが口角を上げ、ぱちりとウインクをした。

「ごめんなさい、透流。……嘘フエイクよ」

「なっ!?」

　リーリスが、もう一度引き金を引いた。

　しかも、これまでとはまったく違って太ももへと狙いを定めて。

「っ……くぁ……!!」

　当たる──寸前、咄とつ嗟さに身を捻ひねることで弾丸は太ももを掠かすめた。

「セーフ♪」

　両手を左右に広げて判定を下す月つき見み。

「あー、もうっ！　何で避けちゃうのよ！　それと弾速が遅過ぎよ、この銃！」

　悔しがり、顔を覆って天を仰ぐリーリス。

　けれど辛くも避けた俺にとっては、最後の大ピンチを招く一発だった。

　バランスを崩され、隙すきが生まれた瞬間をトラたちは見逃さなかった。

「今だ、橘たちばな!!」「うむ、これで決着だ!!」

　二つの銃口が最後の勝負に出る。

（……二つ!?　ユリエは!?）

　このとき、俺は見た。

　観客席の最上段から、ユリエが空へ目掛けて翔とぶ様を。

　直後、トラたちの引き金が次々と引かれ、残ったすべての弾が撃ち放たれる。

　それとほぼ同時、青空に舞った状態で、ユリエが引き金を──しかもここまで銃弾を温存していたようで、かなりの回数を──引いた。

　命中精度は悪かろうが、上空から雨のように乱発されれば俺の回避できる範囲が狭まる。

　そこへトラたちの銃弾も飛来する。

　横方向に縦方向を加えた立体的な攻撃に、俺は限界まで《楯たて》と足捌さばきによる回避で耐え続け──

　あわやの瞬間、勝敗を決する《力》を解き放つ。

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　結界をドーム型に展開し、迫り来る残りの銃弾すべてを防ぎきり──決着がついた。

　トラと橘、それぞれが大きくため息をつき、銃口を下ろす。

　同時に、既に終了となったやつらからも、ため息やら悔しがる声が。













　だが、直後に彼らとは違う方向から声がする──そう、頭上から。

「トール……！」

「ぶっ!?　ユリエ!?」

　空を仰ぎ見ると、使い慣れない銃を空中で撃ったためか、それとも銃に反動によるものか、どちらにせよユリエが頭から落下してくる。

　それなのにユリエは、受け身を取る素振りもなく、《天翔颯ヴインドイエールズ》とやらを使う様子もない。

　このままでは、闘場の硬い砂に叩たたきつけられる形となってしまう。

「危ない……！」

　数歩前に進み出て銀色の少女を抱き止める。

　チリリンッと鈴が激しく鳴り──

　直後に、ガシャンと音を立ててユリエの銃が砂の上に落ちた。

「大丈夫か、ユリエ!?」

「ヤー。トールのおかげで何事も無く」

　こくりと頷うなずく銀色の少女に、俺はよかったと一安心する。

「立てるか？」

　下ろす前に一応確認をすると、ユリエはもう一度頷くと──

「ですがその前に、ありがとうございます、トール。……そして申し訳ありません」

　妙なことを言い出した。

「は？　どういうことだ？」

　と問い質ただすも、ユリエは行動で──手の中に持っていた何かで、とん、と俺の胸を軽く叩くことで答えを示す。

「え……？」

「当たりました」

「…………」

　小さな手に握られていた何か──それは模擬弾だった。

「えぇええええええ────っ!?」

「はーい、しゅーりょー☆　九重ここのえくんの負け負け負けー♪」

「ま、待ってくれ、これって有りなのか!?」

　確かにルール上、射撃側は闘場へ踏み入ることを禁じられていて、今も俺が抱えているから足を着いているわけじゃないが──

「有効！　時間も終了三秒前でギリセーフ！」

　側方斜め下四十五度に、ビシッと片手を伸ばして月つき見みが叫び──

　次いで、真まっ直すぐ上に伸ばした。

「ってなわけで見事に一本取られたな、《異能イレギユラー》！　ぎゃはははは!!　勝ったと思ったところで逆転負けしてやんの！　あーっひゃっひゃっひゃ♪」

　有効なのに一本とはこれ如い何かに。

「なんてこった……」

　弾倉から弾を一発だけ抜いて手の中に隠していたなんて、まったく考えもしなかった。

　俺にそのことを意識させないよう、銃を手放すまでするなんてことも。

「……ずるい手を使ってすみません、トール」

　勝者であるはずのユリエがぺこりと頭を下げる。

「あ、いや、俺が油断していただけだから、気にしなくていいって。まあ、リーリスならともかく、ユリエがこういう手で来るとは思わなかったからびっくりしたけどな」

「ちょっと透とお流る。あたしならってどういう意味よ？」

　頬ほおを膨らませ、黄金の少女が近付いてきた。

「わ、悪い意味じゃなくて、一癖も二癖もあるって意味でだな。ほら、さっきもそうだったし……」

「一癖とか二癖とか、褒め言葉にまったく聞こえないんだけど？」

　赤い紅が差された唇を、ツンと尖とがらせ詰め寄ってくるリーリス。

「い、いや、えーっと……ははは……」

「ふんっ、今の発言は僕も聞き逃せないな。ユリエに策を授けたのはこの僕だから、その女ならばやりそうだなどという発言は取り消せ、透流！」

「そうよ、取り消しなさいよね、透流！」

「ええい、僕の言葉の尻しり馬うまに乗るな！」

「あら、別にいいじゃない。そんなケチなこと言わないでよ」

「誰だれがケチだ!!」

　幸い（？）にも二人のターゲットから外れた俺は、そっと銀色の少女へ尋ねる。

「えーっと……トラの策だったのか、ユリエ？」

「ヤー」

　チリンと鈴の音を響かせ、銀色の少女はこくりと頷うなずいた。

　俺はそんな彼女の頭をぽんぽんと軽く叩たたく。

「ははっ、完全にしてやられたな。最後の最後まで気を抜いたらダメだって、当たり前のことを再確認させて貰もらったよ」

　笑いながら言い、俺は表情を少し強こわ張ばらせてから改めて話を続ける。

「……だけど、俺が助けなかったならどうするつもりだったんだ、トラのやつ。ユリエが怪け我がをするかもしれないってことくらい考慮に入れて、策は練ってくれよな」

「ナイ。トールならどんなことがあろうと助けてくれると、トラは言っていました。それに、私もそう思うからこそ、トラの策を実行したのです」

　と続けられ、俺は二人の信頼になんだか気恥ずかしい思いに囚とらわれた。

「……ま、まあ信頼してくれるのは嬉うれしいけど、やっぱり危険なことに変わりは無いんだし、ああいうのはもうやめてくれよ、ユリエ」

「ヤー、そうします」

　銀色の少女が小さく苦笑いを浮かべたところで、うさぎ耳を揺らして月つき見みがやってきた。

「くはっ、今回のすぺっさる授業はどうだったよ、《異能イレギユラー》？」

「十分堪たん能のうさせてもらったぜ。機会があるなら、またやらせて欲しいもんだな」

　ものすごく疲れはしたが、これは防御の訓練になる。

　集中力と体力を相当に要し、その上《絶刃圏イージスデイザイアー》の使うタイミングを上う手まく見極めなければならないと、たった十分と言えど相当濃密な訓練だった。

「くはっ。そんなに気に入ったなら、また次回もやるとすっか。ただし次回はもっとハードな内容にしてな☆」

「ああ、望むところだ！」

「……んじゃ、副賞のお代はおめーの財布から出すことにすっか」

「おう！……ってそういう意味のハードかよ!?」

「くはははっ！　冗談だっつーの♪　ほんっとからかい甲が斐いのあるやつだな、おめーはよ」

　ばんばんと強く俺の肩を月見は叩たたき──

「────────」

　俺の耳元に口を近づけ、あることを呟つぶやいた。

　今夜八時、もう一度この格技場へ来な、約束通りあの話の続きをしてやっからよと……。







　夜を迎え、ラウンジにていつもの面々と過ごしていたときのこと──

「昼間のことだがな、リーリス。初めて持った銃を上手く扱うには、何発か撃つことで癖を憶おぼえることだとキミは言っていただろう」

　昼間の射撃訓練の件で、橘たちばながリーリスに話し掛ける。

「ええ、それがどうかしたの？」

「もしよければ、その癖を憶えるコツを私に教えて貰もらえないか？」

「いいわよ。そうね、まず──」

　生き真面目まじめな性格で、努力を重ねて強さを身につけた橘。

　自由奔放な性格で、天賦の才にて強さを身につけたリーリス。

　対照的で馬が合わなそうに見える二人だが、その実はまるで逆だ。

　特にリーリスは、俺とサラを除くと最も話をしている相手が橘たちばなだと言っても過言じゃない。

（橘ほどとはいわないけど、ユリエやトラともう少し仲良くしてくれればなぁ……）

　特にユリエとはＤＮＬデスニユーランドでグッズ交換をしたということもあり、それをきっかけに二人の関係が変わってくれればいいと思うのだが──

　今のところ、特に変わった様子は無いというのが実情だ。

（俺が口出しして、どうにかなる問題じゃないもんなぁ……）

　そもそも、俺自身が問題の種になっているというのもあるが。

（──っと、そろそろか）

　時計を見て約束の時間が近いことを確認すると、俺は席を立った。

「どこか行くわけ、透とお流る？」

　橘との会話を止め、リーリスが尋ねてくる。

「……そろそろ部屋に戻ろうかと思ってな」

　いろいろと思うところはあるも、俺は顔に出さないようにして返した。

「トールが戻るのでしたら、私も戻ります」

　そう言って、ユリエも立ち上がる。

（しまった。トイレにでもしておけばよかったか）

　後悔するも、一いつ旦たん部屋に戻ってから理由を付けて外に出ればいいとすぐに思い直す。

　だが──

　二人でラウンジを出た途端、ユリエが驚きの一言を口にした。

「トール。私も一緒に行きます」

「っ……！　聞こえていたのか、ユリエ……!?」

「今夜、とだけ。ただ、その後からトールの様子がいつもと違う感じでしたので」

　そんなに違っていたのかと尋ねると、気もそぞろとなっていたり時計を妙に気にしていたりと、かなりバレバレだったらしい。

「ただ、この後のことがトールが私に言えない秘密だというのでしたら、部屋で帰りを待ちますが……」

　逡しゆん巡じゆんし、俺は首を横に振る。

「いや、一緒に来てくれ。歩きながらこの後のことを話す」

「それでは、お供させて頂きます」

　俺はユリエと肩を並べ、夜の帳とばりが下りた外へと出る。

「ようやく涼しくなってきたって感じだよな」

「ヤー。それでもまだまだ暑くはありますが」

　残暑は九月半ばくらいまでは続くんじゃないかと返す俺に、ユリエは目を伏せ、眉まゆの両端を下げた。

　屋外格技場へ向かって、夜道を歩く。

　俺が疑問に感じていたことをユリエに話しながら。

　月つき見みが俺たちと闘ったとき、《焔牙ブレイズ》の真の《力》を使わなかったことについて。

「もしかしたらだけど──使わなかったんじゃなくて、使えなかったんじゃないかって考えればしっくりくるんだ。だけどそれは──」

　言葉途中に足を止め、俺は目の前にそびえる屋外格技場を見上げた。

「昊こう陵りよう学がく園えんの闇やみと言える部分に、踏み込むことになるかもしれない」

　その可能性を踏まえた上で、俺はユリエの同行を承知した。

　ユリエを連れず、一人で来る方が正しかったかもしれない。

　けれど俺は、《絆双刃デユオ》を誓い合った銀色の少女を信じることを選んだ。

　彼女とならば、この先に何が待ち受けていようと乗り越えられると信じて。

「たとえ闇が待ち受けていようと、私はトールとともに在ることを選びます」

「ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」




　夜という時間帯のせいか、格技場はまるで廃はい墟きよのように見えて少々不気味だ。

　だが、俺たちは臆おくすることなく中へ入っていく。

　通路を抜けて格技場内が見渡せる場所まで到着すると、闘場中央で誰だれかが佇たたずんでいる姿が目に映る。

「待たせたみたいだな、月見」

「ううん、今来たところだから☆　……ってーのがデートの定番ゼリフだよな。くははっ」

「誰だれと誰がデートだっての……」

　渋い顔を向けつつ、観客席から闘場へと飛び降りる。

「ほう、銀色も一緒か」

「私はトールの《絆双刃デユオ》ですので」

　ユリエの返しに、月見は無言で肩を竦すくめる。

「それじゃあ早速だけど、ＤＮＬデスニユーランドの話の続きを聞かせて貰もらうぞ。どうしてあんたは、《新しん刃じん戦せん》で俺たちと闘ったときに《焔牙ブレイズ》の真の《力》を使わなかったのかってことをな」

　きっかけは臨海学校のときだ。

《神滅部隊リベールス》と闘う月見が、《焔牙ブレイズ》の真の《力》を使う様に俺は疑問を覚えた。

「アタシの《狂蛇環ウロボロス》は狭っ苦しいとこじゃ使いづれーんだよ。あと、油断してたってのもある。あんな機転が利く相手とは思って無かったのさ」

　くっくっと月見が肩を揺らして笑うも、俺は構わず話を続ける。

「以前、俺たちと闘ったときのあんたじゃ、《Ｋ》を手こずらせるほどの力量は持ち合わせてなかったはずだ。だが、この前の闘いの中で《Ｋ》は、あんたを相手に手こずったと言っていた」

《死化羽デストラクシヨン》を備えた《Ｋ》と互角に闘うような相手が、《Ⅰレベル１》の俺たちを相手に油断しても負けるはずがない。

「だけど──四月の時点で今の力量だったって可能性があることを俺は知った」

「何だそりゃ？　あのときアタシは、全力でおめーらを殺しに掛かってたんだぜ。今の強さがあったら、《Ⅰレベル１》を相手に万が一でも負けるはずねーだろ」

　にやにやと笑みを浮かべ、俺の推論を否定するも──

　けれどそこでユリエが首を横に振ることで、月つき見みの言葉を否定し返す。

「ナイ。《位階限定レベルリミツト》さえ使えば、今の強さを封じたまま全力を出せます」

「…………」

「なあ、月見。あんたは以前、正義を掲げる国に雇われていたと思えるよう、俺たちを誘導していたけど、本当は違うんだろ？」

　俺の問いに、月見は頭を掻かきながら大きなため息をついた。

「やれやれ……。やっぱ踏み込んできちまったかよ」

　呟つぶやきの直後──

「……もう結構ですわ、璃り兎と。後は私わたくしが話しましょう」

「「──っ!!」」

　突如響いてきた涼やかなる声に、俺とユリエは息を呑のむ。

「トール、あちらです」

　来賓席へ顔を向けたユリエに倣うと、これまではそこで話の流れを静観していた二人の人物が、月光の下へと姿を晒さらした。

　漆黒の衣装ゴシツクドレスに身を包んだ少女と、彼女の護衛であり、学園全教員を束ねる男性教員。

「理事長、それに三み國くに先生も……」

「ごきげんよう、九重ここのえ透とお流る。よき星空ですわね」

「……確かに、星がよく見えるいい夜ですね。こんばんは、理事長。三國先生も」

　軽く深呼吸をして心を落ち着かせると、闖ちん入にゆう者から投げ掛けられた挨あい拶さつへ言葉を返す。

　すぐに平静を取り戻せたのは、俺がこの黒衣の少女が姿を見せる可能性を予想していたからだ。

　ＤＮＬデスニユーランドで俺が問い掛けた際、月見は仕事と口にした。

　その言葉から、月見の個人的な判断で語るわけにはいかない──つまりは、上の人物に判断を仰ぐ必要があるのではないか、と俺は考えた。

　だからこそ、月見との話次第では学園の闇やみに踏み込む可能性があると、事前にユリエへ伝えたのだ。

　その闇の中で、黒衣の少女が待ち受けていることも、また。

（本当に出てきたってことは、やっぱりそういうことか）

「くすくす……。確信を持った、といった表情ですわね」

　口元に手を当てながら、理事長が静かに笑う。

「……トールの予想が合っていた、ということでいいんですね？」

「如い何かにも。璃り兎とは最初からドーン機関の者であり、他ほかの組織へ所属など一時たりともしていません。《新しん刃じん戦せん》の裏で貴方あなた達を狙ねらうよう指示したのは、この私ですわ」

　誤魔化すことなく、理事長は俺の推論が事実であることを認めた。

　その堂々とした様からは、俺たちに対する罪悪感など微み塵じんも感じられない。

「随分あっさりと認めるんですね」

「貴方は既に真実へ辿たどり着いている。ならば、下手な虚偽など不要であると判断したまでのことですわ」

「ということは、他の疑問にも答えて貰もらえるって考えていいんですか？」

「ええ、勿もち論ろん」

　口角を上げたまま、黒衣の少女は頷うなずく。

「ありがとうございます。では、まずはどうして《新しん刃じん戦せん》で月つき見みに俺たちを狙わせたんですか」

　いくら昊こう陵りよう学がく園えんが《超えし者イクシード》なる常識外の存在を育成する異質な箱庭であろうとも、理事長自らが生徒の命を狙うよう指示するなど、理解の範はん疇ちゆうをあまりにも超えている。

「《魂》とは、強き意志によってのみ鍛えられるものである──私はそう考えていますの」

　貴賓席の前から、俺たちを見下ろしたままに理事長が語り始める。

「強き意志──それは生きようとする意志に他なりません。その意志が最も強く発せられるのは、いったいどのようなときであると貴方は考えます？」

　生きたいと最も望むとき──

　それは、正反対の存在を強く感じたときに他ならないだろう。

「……死を前にしたとき、ですね」

「ご名答ですわ。窮地に立ったそのときこそ、人は最も強く生を望み、《魂》は輝きを強く増す……。それこそが、貴方達の前に璃兎を立たせた理由となりますの」

「言ってることはわからなくもないけど、それにしても乱暴すぎじゃないですか？」

「死するのであれば、その程度であったということですわ」

「なっ……」

　あまりにも、あっさりと言い放つ。

　笑みを崩さぬままに少女が放った言葉は、涼やかを通り越して冷たさすら感じられた。

「今さらとはなりますが、最上なる結果を残した貴方達には称賛を送らせていただきますわ。《絆きずな》をより強くすることでケミストリーを発し、《魂》の輝きを一つ上の高みへと上らせたことを」

（ケミストリー……？）

《絆》というのは、おそらく《絆双刃デユオ》のことだろうが、その後の聞き慣れない言葉に眉まゆを動かすと──

「ケミストリーとは和訳で化学反応──人と人との相性を意味します、が今の場合は結束力を指すのですよ、九重ここのえくん」

「……どうもありがとうございます」

　理事長の隣に影のように佇ずみ、これまで口を開かずにいた三み國くに先生が補足する。

　月明かりの中での僅わずかな表情の変化に気づいたことから、俺とユリエの挙動は指一本まで残さず見られているのだろう。

「理事長。あなたはさっき、俺たちを狙ねらうよう指示したと言いましたが、それならどうしてトラたちまで襲う必要が？」

「当学園へ入学する前より貴方あなたのご友人という話でしたので、どの程度のものか試させて頂きましたの」

　ギリッと奥歯を噛かむ。

　それが本当なら、あのときトラとタツが月つき見みに襲われたのは、完全に俺のとばっちりだ。

「……どうして俺たちを？」

　巻き込んでしまった自分と、巻き込んだ理事長への怒りを堪えつつ、尋ねる。

「より正確に言わせて頂くと、《新しん刃じん戦せん》の時点で確固たる意志を持って強さを求めていた人物──貴方と橘たちばな巴ともえの二人へと、あの試練を与える予定でしたのよ」

　俺たちが立たされたあの窮地を試練と称した理事長は、『残念ながら、橘巴は試練の前に貴方達に敗退してしまいましたけれど』と続ける。

「……ユリエは違うんですか？」

　意志の強さをどういった基準で見ているのかはわからないが、銀色の少女に強さを求める意志が宿っていないと俺には思えない。

　だが──

「ユリエ＝シグトゥーナは《超えし者イクシード》ではありませんもの。それは貴方も既知の事実ではなくて？」

　銀色の少女が俺たちとは違うことを、確かに俺は知っている。

　だが、《超えし者イクシード》のオリジナルとでも言うべき《醒なる者エル・アウエイク》を、理事長が重視していないように思えるのは何な故ぜだろうか。

　話の中で生まれた疑問をそのままぶつけると──

「《醒なる者エル・アウエイク》たるユリエ＝シグトゥーナを、意識していないことはありません。けれどもそれは、本物を混入することによって、周囲にどのような影響が出るのかという興味にしか過ぎませんの」

　黒衣の少女は、《醒なる者エル・アウエイク》をさほど重視していないということがわかる。

《黎明の星紋ルキフル》の研究者である彼女にとっては、自らの《超えし者さくひん》の方が重要ということなんだろう。

　おそらく、互いの判断基準を論じたところで平行線を辿たどるだけだ。

　何より今は、他ほかに聞くべきことが幾つもあると気持ちを切り替え、俺は話を次へと進めることに決める。

「他に、同じようなことはしていないんですか？」

　もしかしたら、俺たちの知らないところで誰だれかが同じように試練という名の襲撃を受けたのかもしれない──そう考えて質問をするも、理事長が首を横に振ったことで安あん堵どする。

「私が動いたのは、《新しん刃じん戦せん》の唯ただ一度だけですわ。その後は、放っておいても此方こちらに関かかわってきた方々が居られましたので」

　それ以上は口にされずともわかる。

《Ｋ》たち《神滅部隊リベールス》のことに違いない、と。

　同時に、先の闘いで俺が《Ｋ》を倒すまで警備隊が姿を見せなかったのも、彼女の指示によるものだろうということも。

「彼らは此方の期待以上によく動いて下さいましたわ。さすがに私も、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様と最初にお会いした段階では、これほど早く《Ⅳレベル４》へ到達する者が出てくるとは思いませんでしたもの」

　俺を見つめたままに、黒衣の少女が悪魔を思わせるように妖あやしく笑う。

　だが、そんな理事長とは対照的に、俺は激しい怒りを覚えていた。

「期待以上、だと……？」

　激げつ昂こうし、怒りを言葉に代えて荒々しく叩たたきつける。

「ふざけるな!!　多くの人が死んだんだぞ!?　それなのに何な故ぜ笑う!!　命を落としたのはあんたが育て上げた《超えし者イクシード》だろうが!!」

　臨海学校、そして先日の任務のときに多くの護陵衛士エトナルクが命を落とした。

　それだけじゃない。

　話からすると、俺たちが入学する以前から同じようなことが行われ、幾人もの生徒が命を落としていたことは想像に難くない。

　それなのに、黒衣の少女は笑った。

　多くの死に胸が痛むことも、心が揺らぐことも無いと受け取れる彼女の笑みが、物言いが、俺にはどうしても許せなかった。

　だが──

「……死するのであればその程度だと、先ほども申し上げたはずですわ」

　返ってきた言葉からは、やはり胸の痛みも心の揺らぎも微み塵じんも感じられず、それどころか失望感すら漂わせていた。

「どうして……どうしてそんな風に言えるんだ……。《超えし者イクシード》を高みに至らせるってのは、あんたにとって人の命以上に大切なことなのかよ!?」

　答えはわかっていた。

　わかっていながら、俺は叫んでいた。

　そして理事長は、わかりきっている答えを告げる。

「当然のことですわ」

　黒衣の少女は自らの胸に手を当て、氷のように冷たい声で言い放つ。

「私の名は九十九つくも朔さく夜や──《操焔ブレイズ》の名を継ぎし《魔女デアボリカ》。故に《黎明の星紋ルキフル》の完成こそが、私の命題。この世に生を受けた理由。それ以上に重視すべきことなどありませんの」

　気け圧おされそうになる。

　自らを《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》と称する、たった十歳の少女に。

　けれど、ここで気圧されて引くわけにはいかない。

「だったら……！　そんなことは、あんたの命題のために命を捨てる覚悟を持ったやつだけを集めてやってろよ!!」













　俺の叫びが格技場内に反響し、消え、やがてはしんと静まり返った。

　怒声を浴びせられた少女は、ゆっくりと首を左右へ振る。

「確かに、覚悟を持った者は強いことは認めましょう。それが死を厭いとわぬ覚悟ならば尚なおのこと。けれども私は、そのような覚悟の持ち主を欲していませんわ。求めているのは真逆の意志──無様であろうと、あがき生き残ろうとする覚悟を持つ者ですの」

　続けて、黒衣の少女は奇妙なことを口にした。

「そして──生きる覚悟を作り出すために、この昊こう陵りよう学がく園えんは設立されましたのよ」

「覚悟を？　《超えし者イクシード》じゃなくてか？」

　疑問を口にした俺に、よくぞ気づいたとばかりに《魔女デアボリカ》が笑む。

「老いて人生という長い道を振り返った際、学生時代とは特別な時間であると多くの者は語るそうですわ。とりわけ、社会との境目になりやすい高校生活というものを」

　いったい何を言いたいのだろうかと当惑しつつ、黙って彼女の話に耳を傾ける。

「先の《殺破遊戯キリング・ゲーム》の際、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様が昊陵学園の生徒について、こう評されましたの。日常生活という不純物を交えて闘いの技術を施した学生、と」

「……その不純物こそが、生きる覚悟を作り出すってことか？」

「そう、貴方あなた達に学生生活という日常を与える理由は、生への渇望をより強くするため」

「生への渇望を持つことで、闘争という非日常において死の淵ふちに立たされたときに《魂》がより高みに至る可能性を上げる……。それが昊陵学園の設立された理由なんだな？」

　ご明察、とでも言わんばかりに満足そうに頷うなずくと、少女は俺に背を向けた。

「十全一統──学友との楽しき生活も、厳しく苦しい訓練も、命を懸けた闘いも、貴方達が経験するすべてはたった一つの目的へ至るためのもの……。そう──」

　夜空を見上げ、まるで星を掴つかもうとするかのように手を伸ばしながらに告げる。

「《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へと」

　かつて、俺が《黎明の星紋ルキフル》を投与されるときに──

　そして、入学式において彼女が口にした言葉だ。

「……《絶対双刃アブソリユート・デユオ》ってのは、いったい何なんだ？」

　問い掛けると、《魔女デアボリカ》はゆっくりと振り返る。

「《魂》の《力》を極めた先に在る、終ついの領域──とだけ」

「……俺たちは、そこへと至るために集められたってことなのか？」

　理事長は口角を上げることで、答えを無言で語る。

《魂》とは、確認するまでもなく《焔牙ブレイズ》のことを指すのだろう。

　その《力》を極める──それがどれほど果てしない高みに在るのか、想像もつかない。

　黒衣の少女は、その領域へ至るための資質を持つ人間を集めていた。

　だが、知ったことで、新たな疑問も生まれる。

「《超えし者イクシード》を終ついの領域へ至らせて、あんたは何をしようって言うんだ」

　研究者という面を考えると、何か目的があるのだろう。

　俺の疑問に、《魔女デアボリカ》は隠すことなく答えを口にする。

　ただし、想定外の答えを。

　首を振り、彼女は言った。

「何も」

「なっ……!?　それはどういう──」

「《黎明の星紋ルキフル》によって人を《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至らせる──それこそが私のすべてですわ」

　少女の言葉に《魔女デアボリカ》の本質を感じ取り、ぞくりと寒気が走る。

　目的のためなら、どんな犠牲をも厭いとわないという狂気を。

　だからこそ、これからもこの少女は試練と称して幾度も多くの命を窮地へ追い込み、死の淵ふちに立たせるのだろうと理解出来る。

《超えし者イクシード》が《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へと至らぬ限り、永遠に。

「違う方法は無いのか……？　俺みたいなバカと違って、あんたは頭がいいんだろ。誰だれかを犠牲にしなくても、何か別の方法を──」

「……貴方あなたは研究者という生き物を、まったく理解していませんのね。よき機会ですし覚えておくといいですわ。私たち研究者は賢者であると同時に、愚者でもありますの。己の道こそが絶対なる結果へと辿たどり着くと信じ、貫き通す──そのようなエゴイストですのよ」

　彼女の告げた言葉は、目的のためには命を使い捨てることも厭わないという考えを、改めるつもりがないということに他ほかならない。

「……俺は、あんたの目的を否定する気はない。はっきり言えば、本当に強さの極みに至れるかどうかということには興味がある。だけどそれも、誰かが犠牲にならなければの話だ！　だから俺は、あんたのやり方は絶対に認めない!!」

「くすくす……。認めないから、どうだと言うのです？」

　俺の反応を楽しんでいるのだろう。

　笑いながら、自身のやり方を否定する方法を告げてみろと少女は問う。

　だから俺は、己の決意を宣言する。

「俺がみんなを護まもる！　あんたが俺に与えた《力》で、あんたからみんなを護ってみせる!!」

「それはそれは皮肉な話ですわね。……ユリエ＝シグトゥーナ。貴女あなたの《絆双刃デユオ》はこう仰おつしやっていますけれど？」

　何か言うべきことはあるか、と理事長は俺からユリエへと視線を動かす。

「私も、トールと同じ気持ちです。扱いきれない《醒なる者エル・アウエイク》の《力》を制御して頂いたことは感謝していますが、それとこれとは話が別ですので」

　ユリエもまた、俺と同じ気持ちだった。

　大切な人を亡くした俺たちにとって、人の命を軽視する黒衣の少女のやり方は決して認めるわけにはいかない。

「くすくす、そうですか。さすがはともに死線をくぐり抜けてきた《絆双刃デユオ》ですのね。けれど此方こちらには、今の貴方あなた達を凌りよう駕がする手て駒ごまは数多く居ますのよ。加えて、何時如い何かなるときに試練が始まるか──無論、終わりのときも、私の気分次第。それでも、絶対に護まもり抜けると言い切れますの？」

　黒衣の少女が、三み國くに先生が、月つき見みが、そしてユリエが注視する中で俺は《力ある言葉》を発する。

「《焔牙ブレイズ》」

「──っ!!」

　理事長を除く全員が息を呑のむ。

「構いませんわ、三國」

《魔女デアボリカ》は、自分を庇かばおうと前に立った護衛を制して下がらせる。

　それと同時、俺は生み出した《蒼そう焔えん》を掴つかみ──《焔牙ブレイズ》を具現化させた。

「トール……」

「大丈夫だ、ユリエ。闘おうってわけじゃない。……悪魔との取引には《魂》が必要だって聞いたことがあるからな」

「何をしようというのですか？」

　俺の視線の先に立つ黒衣の少女──九十九つくも朔さく夜やは、闇やみと半ば同化した漆黒の衣装ゴシツクドレスを纏まとい、まるで悪魔を思わせる。

　狂気すら感じさせる彼女の心の内を知った今だから、余計にそう思うのだろう。

　そんな人物を相手にしようとしているからこそ、《魂》を具現化させた武具──《焔牙ブレイズ》が必要であると俺は考えたのだ。

「理事長。……いや、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》──九十九朔夜」

　俺は深く息を吸い、はっきりと告げる。

「俺と──契約してくれ」

「……どのような契約をお望みですの？」

　そう返してくるも、俺の言い出したことは彼女の思惑の内なのだろう。

　心から愉しそうにくすくすと笑う様が、そのことを指し示している。

　だが、それでも俺は構わずに言う。

「あんたの試練とやらは、すべて俺が引き受ける！　だから覚悟の出来ていないやつに、試練を課すのはやめろ!!」

「……その言葉がどういった意味を持つのか──わかっていて口にしていますのよね、九重ここのえ透とお流る」

「当然だ」

「貴方あなたが命を落とせば、契約は御破算としますわよ？」

「俺は──絶対に死なないと誓った。生きてみんなを護まもり抜くとも……!!」

「無論、此方こちらが見込み無しと判断を下したときは破談とさせて頂きますわよ」

「構わない。そんな判断はさせないからな」

「では……貴方が至ってくれると言うのですね──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へと」

　妖よう艶えんなる笑みを浮かべる黒衣の少女へと、俺は頷うなずく。

　みんなを護れるのなら、《魔女デアボリカ》が課す試練をすべて乗り越えてやると決意を固めて。

「誓おう、この《楯たて》に！」

　具現化した《魂》を胸の前にかざし、俺は吼ほえた。

「俺が至ってみせる──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へと……！」

　俺の宣言に、《魔女デアボリカ》は楽しい玩がん具ぐを手に入れたとばかりに笑む。

　悪魔のような笑みを浮かべる黒衣の少女へ、銀色の少女もまた、俺に続いて宣言する。

「私も闘います。トールとともに、《絆双刃デユオ》で在り続けるという誓いの下に」

「……ユリエ＝シグトゥーナ。《醒なる者エル・アウエイク》である貴女あなたが至ろうと、私たちの計画が終わりを告げることはありませんのよ」

「ヤー。承知しています。ですが、《超えし者イクシード》であるトールがそこに至れば終わるのですよね。それならば、そのときまで私がトールの背中を護り続けます」

「どうぞご自由に。それでこそ《絆双刃デユオ》ですわ。くす、くすくす……」

　ユリエの宣言に、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》──九十九つくも朔さく夜やは頷くと、妖あやしく笑った。




　契約は締結された。

　これでみんなには、そして護陵衛士エトナルクであろうと、俺との契約が生きている以上は試練が課されることはない。

　格技場を後にして外に出ると、俺はユリエへ謝った。

「ユリエ、巻き込んで悪かった。ああする以外、俺には何も思い浮かばなくて……」

「ナイ、気にしないでください」

　俺とともに試練に臨むことを選択した銀色の少女へ謝るも、首を振られる。

「私もトールと同じ思いだと、先ほど言ったはずです」

「そうか……。ごめ──いや、ありがとう、ユリエ」

「ヤー」

　感謝を述べると、頼もしき《絆双刃デユオ》はこくりと大きく頷いた。




　やがて寮の傍そばまで戻ってきたところで、俺たちは足を止める。

　寮を囲う柵さくに背を預けて立つ、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女に気がついて。

「リーリス……」

「お帰りなさい、透とお流る」

　向こうもこちらに気づいていたようで、こちらへ顔を向けて俺の名を口にした。

　その彼女からは、いつもとは違う雰囲気が感じられる。

「触れたのね」

「……ああ」

　すべてを言わずとも伝わり、肯定する。

　無論、学園の暗部についてのことだ。

「リーリスは知ってたんだよな？」

「ええ、知っていたわ。あの子の目的も、やり方も、全部ね」

　ぼかすことなく、黄金の少女ははっきりと肯定する。

　けれどそれも、予想していたことだ。

　ドーン機関に深く関かかわるブリストル社の社長令嬢であり、《銃ライフル》という《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》を持つ《超えし者イクシード》──それがために学園の機密すら知りうることの出来る《特別エクセプシヨン》な立ち位置。

　加えて彼女は昔から理事長と面識があるとのことだから、総じて考えれば暗部について知らないと思う方が難しいだろう。

「俺たちに言わなかった──いや、立場上言えなかったってことでいいのか？」

「両方ね。あたしには目的があるわ。だからそのために黙っていたの」

「……そうか。まあ──」

　俺は寮へ向かって歩を進め、すれ違い様にリーリスの頭を軽く撫なでる。

「気にするなって」

「え……？」

　一瞬、蒼玉の瞳サフアイアブルーを見開き、すぐに狼ろう狽ばいするリーリス。

「ちょ、ちょっと、気にするなって透流!?　あたしに言いたいことや訊ききたいことが無いはずがないでしょ……!?　それとも透流は何も気にならないってわけ!?」

「気にならないって言ったら嘘うそになるさ」

　足を止めて振り返り、俺は本音を語ると苦笑いを浮かべた。

「だけど、リーリスは俺たちに話せない事情があった。そしておそらく、今も言えないことがある──だよな？」

「それは……」

　目を伏せることが、そのまま答えだ。

「一つだけ訊きかせてくれ。答えられないなら、そう言ってくれて構わないから。リーリスは、理事長のやり方を認めているのか？」

　その問いに、彼女はキッと俺を睨にらむように怒りを露あらわにする。

「認められるはずないじゃない」

「……それだけ聞ければ十分だ。さあ、中に入ろうぜ。そろそろ門限だぞ」

「透とお流る、本当にそれだけでいいの？　あたしは──」

　リーリスの言葉を遮るように、俺は首を横に振った。

「立場上話せないことはいろいろあるだろうけど、それでも俺はリーリスを信じてる。肩を並べて一緒に闘った仲間を信頼出来なくなったら、何を信じていいのかわからないだろ」

「透流……」

　黄金の少女の顔に、困ったような、けれどどこか嬉うれしそうな表情が入り交じって浮かぶ。

「だから、今までどおりによろしくな、リーリス。何か困ったことがあったら、いつでも相談してくれよ」

　そう言って俺は、話は終わりだと意を込めて寮へと歩を進め、後ろをユリエがついて来る。

　口を挟まずに会話の成り行きにただ耳を傾けていたところから、理事長の件についての基本的な方針は俺に任せるということなんだろう。

　そして黄金の少女はと言うと、俺が寮の扉に手を掛けたところで──

「ん、もうっ。仲間じゃなくて恋人でしょ、透流っ！」

　背後から軽い足音で追ってきたかと思うと、振り返った俺の胸に飛び込んできた。

　だが、ユリエが俺からリーリスを引きはがし──

「ナイ、恋人ではありません」

　と、いつもの見慣れた光景である睨み合いが始まった。

　そんな二人の姿に、俺はやれやれと苦笑した。





　　　　　　◇






「くす、くすくすくす……」

　密会が終わりを告げ、透流たちが去って行く様を見つめながらに九十九つくも朔さく夜やは笑う。

　ほぼ、彼女の思惑どおりに──それも上の上と言っていい形で事が進んだためだ。

（惜しむらくは、九重ここのえ透流だけが来たということですわね。橘たちばな巴ともえもご一緒でしたら、最上の流れでしたのに）

　朔さく夜やが黙ったまま思考を続けていると、隣で月つき見み璃り兎とは大げさにあくびをした。

「さーて、と……。だいたいアンタの予定通りの結果になったことだし、アタシはねみーからとっとと戻って寝ることにすんぜ」

　再びあくびを漏らすと、璃兎は手をひらひらと振りながら去っていった。

「……随分と機嫌が悪いようですね」

　月見の遠ざかっていく姿に、三み國くにが呟つぶやくように言う。

　気分屋故に思考が読み辛づらい璃兎ではあるが、付き合いが数年に亘る朔夜たちには態度で丸わかりだった。

「仕方ありませんわ。璃兎のお気に入りである彼が、私の掌の上で踊らされていることが、気に入らないのでしょう。ですが──それもいい傾向ですわ」

　透とお流るたちはあずかり知らぬことだが、璃兎は変わった。

　朔夜は目を伏せると、昨年までの彼女の様を思い出す。

　透流たちが知る今の璃兎からは、大きくかけ離れた様を。

　やがてゆっくりと目を開けると、朔夜は月を見上げる。

「貴方あなたは本当に興味深いですわ、《異能イレギユラー》──九重ここのえ透流。《醒なる者エル・アウエイク》と深く《絆きずな》を結び、《特別エクセプシヨン》の《魂》を震わせ、素質の片へん鱗りんすら感じさせなかった者の瞳ひとみに輝きを宿らせ──」

　朔夜の脳裏にユリエが、リーリスが、みやびが浮かび、最後に再び璃兎を思う。

「あの璃兎までもが貴方と関かかわることで変わりつつある……。本当に貴方は、不確定要素イレギユラーですわね。くす、くすくすくす……」

　月夜に、《魔女デアボリカ》は笑い声を小さく響かせる。

　透流からは、これからも目が離せないと思いながら。

　さすがは彼に縁ある者だと思いながら。






■第六章『《牙きば》をくれてやる』









「音おと羽はは、どのような人だったのですか？」

　そんな質問がユリエの口から出たのは、藤ふじ沢さわ方面に向かう列車が発車して間もなくのことだった。

　八月最後の土曜日──

　俺はユリエとトラと連れ立ち、音羽の墓参りへと出掛けることにした。

　お盆の予定が随分と遅くなってしまったが、いろいろなことがありすぎたためということで音羽には許して貰もらいたいと思う。

「音羽か。そうだなぁ……。前にちょっと話したけど、いつも俺の後を追いかけてきてたな。大人しい性格で、人前だと口数が少ないくせに俺には口うるさくて──」

「ふん、それは貴様が、音羽を心配させるようなことばかりしていたからだろうが」

「…………」

　月に一、二度とはいえ、数年の付き合いがあったトラからの横やりに渋い顔となる。

「僕から言わせて貰えば、物静かなところはあったが、細かなことによく目が届く、気立てのいい子であったと思うがな。……少々世話を焼き過ぎるところもあったが」

「ははっ。トラは半ば無理矢理、怪け我がの手当てをされてたもんな」

　同い年で、実力も近かった俺とトラは、どちらが強いかと毎回ムキになって勝負をしていたため、生傷が絶えなかった。

　そのことを思い出しながら言うと、今度はトラが渋面になる。

「ぐっ。大した怪我ではないと言っても、泣きそうな目で見るんだぞ。断れるわけがあるかっ。……って、怪我なら貴様の方が多くしていただろうがっ。都合良く僕だけが怪我をしていたような言い方をするなっ」

　騒ぎながら──騒いだのは主にトラだが──も、俺たちは音羽についての話を続ける。

「髪は腰ぐらいまでの長さで、この辺りに──」

　と、こめかみ付近を指す。

「ワンポイントで三つ編みを作ってたな。それと──贔ひい屓き目になるかもしれないけど、結構可愛かわいかったと思う。特に笑ったところがさ」

「ふんっ、贔屓目など無くとも貴様に似ず器量好しだ。先ほども言ったように気立てもよかったから、僕の通っていた道場でも評判だったぞ」

　トラの一言に気分が良くなる。

　家族を褒められるのはやはり嬉うれしいものだ。

「とてもいい子だったのですね」

「ああ、僕も妹のように思っていたよ」

「……トラ、いくら音おと羽はが魅力的でも十二歳が恋愛対象ってのはどうかと思うぞ」

「音羽だけを二年前の年齢で考えるな！　当時の僕は十四歳だ!!　そもそも妹のように思っていたと言っただろうが!!」

　気分がよくなったついでにトラをからかったら、予想通りいいツッコミが返ってきた。

　その後も、音羽の話は続いた。

　だがその中で──あいつの話は、名前ですら一度も挙がることは無かった。

　俺は当然だが、トラの口からも。

　あの日を境に行方をくらましたあいつは、世間的には炎の中で亡くなったとされている。

　だが──あいつが死んでなどいないことを、俺は知っている。

　炎の中に姿を消したあいつは今、何ど処こにいるのだろうか……。




　やがて列車を降りて、駅を出た俺たちを待っていたのは──

「お元気そうで何よりです、坊ちゃま。九重ここのえ様も」

　黒光りする高級外車の前に立ち、俺たちに向かって頭を下げる身なりのいい老人だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、寺てら尾おさん」

「ええいっ、坊ちゃまはやめろといつも言っているだろうが、寺尾！」

「──？」

　俺＆トラと迎えに来た老人との会話に、ユリエは不思議そうな顔をする。

　そんな彼女に、寺尾さんはトラの実家に勤める執事であり、今日は駅から霊園まで送って貰もらうことになっていると説明する。

　実はトラのやつ、どうして戦闘技術訓練校などという進路を選んだのか理解出来ないくらい、かなり裕福な家の出なのだ。本人は自分に合った進路だと言うが、中学は難解な受験がある有名私立だったので、性格的にはともかく家柄としては道を間違えたとしか思えない。

　ユリエと寺尾さんがそれぞれ名乗って挨あい拶さつを交わすと、車に乗り込んで駅から離れる。

　それから二十分弱、車に揺られ──

　俺たちは、音羽たちの眠る霊園へと到着した。

　車を降り、寺尾さんの用意してくれた掃除用具を持って園内へと三人で入っていく。

　九重家之墓と書かれた墓石に辿たどり着くと、ユリエたちとともに掃除を始めた。

　俺たち以外に誰だれも居ない霊園に、蝉せみの鳴き声だけが響き渡り続ける。

　しばし後──ひととおり綺き麗れいになったところで供花をし、お線香を置いて手を合わせる。

（音羽、遅くなってごめんな……）

　最初に謝罪すると目を閉じ、この半年で起きたいろいろなことを心の内で報告する。

　銀色の少女と出会ったこと、思いがけずトラと再会したこと、他ほかにもいろいろなことを。

　そして──《力》を得たことを。

　報告を終え、立ち上がる。

（お前は怒ってるよな、音おと羽は。《力》を手に入れたなら、人を護まもるために使えってお前ならきっと言うよな……。だけど、だけど俺は……）

　あの日を境に、刻の針が止まってしまった音羽のことを思い浮かべる。

　大人しく、世話焼きで、ちょっと口うるさい妹の姿を。

　頭を撫なでたときに見せた、はにかんだ顔を。

　護れなかった、笑顔を。

　だからこそ、俺はあいつを許せない。

　音羽を、大切なものをすべて奪っていったかつての親友を。

（俺は殺す！　絶対にあいつを……！）

　人を護りたいと望む俺がいる。

　あいつを殺したいと望む、もう一人の俺がいる。

　ユリエに対しての望みも含め、俺は矛盾を抱えてばかりだ。




「済まなかったな、僕のせいで来るのが遅くなってしまって」

　日が少し傾き始めた頃ころに墓前から離れ、駐車場へ向かう途中にトラが言う。

　先日の日曜──ＤＮＬデスニユーランドへ行った翌日、トラがどうしても外せない用事があるとのことで墓参りが今日にずれ込んだのだが、そのことをかなり気にしているようだ。

「一週間くらい大差無いって。むしろ、お前が来てくれたことを音羽は喜んでると思うぜ」

「……そうか。それならいいがな」

　申し訳なさそうな表情の中で、それでも笑みを浮かべるトラ。

「ありがとな、トラ。俺も嬉うれしいよ。それとユリエも来てくれてありがとな」

「ヤー。きちんとご挨あい拶さつが出来てよかったです」




　霊園の入り口で、入れ替わりに中へ入っていく一人の墓参者に頭を下げ、駐車場に出たところで俺はトラへと話し掛けた。

「……トラ。この後のことなんだけどさ」

「わかっている。貴様の実家へ行くんだろう。すまないが僕は家に顔を出さなければならんから、寄ることは出来ないがな」

「そのことだけど──」

　今は誰だれも居ない実家の掃除をし、学園へ戻る──それがこの後の予定だった。

　だが、俺は首を横に振って言う。

「悪い。ここからは歩いていく。家までそんなに遠くないしさ」

「……ふん、久しぶりの地元を見て歩きたいと思うのは普通だろう。別に悪いなどと思う必要はない」

　また夜にと言い残し、トラは車に乗り込んで去っていった。

「ユリエ、付き合わせてごめんな」

「ナイ。歩くのは好きですので」

「あ、いや……。それもまあ、そうなんだけど……」

「──？」

　煮え切らない俺の返事に、ユリエは小首を傾かしげてチリンと鈴の音が鳴る。

「ちょっと──知り合いと話をしたくてな」

　トラの知らない相手であり、もしものことを考えると二人を会わせたくない。

　そのために、トラには悪いがここで別れさせてもらったのだ。

「その方はどちらに？」

　ユリエの問いに、駐車場の隅に停とめてある車へと目を向ける。

　俺たちが霊園へ到着したときには存在しなかった、トラの家のものよりもさらに豪ごう奢しやな高級外車へと。

「……あんなすげー車に乗れるような人とは思えないんだけどな」

「俺のじゃねぇよ、このクソ坊主」

　声は、霊園の入り口からだった。

　振り返るとそこには、さっきすれ違った墓参者──大柄な男の姿が。

　日に焼けた浅黒い肌、そして俺をクソ坊主などと呼ぶ偉丈夫は、紛まごうかたなく俺のよく知る人物だった。

「ったく、さっきは声を掛けてこねぇから、俺の顔を忘れたのかと思ったぜ」

「あんたみたいな特徴があり過ぎる人を忘れるわけがないだろ、おっさん」

「王おう城ぎさんだろうが、坊主」

「それを言うなら、俺にだって九重ここのえ透とお流るって名前があるんだよ、王城のおっさん」

　俺たちは睨にらみ合い──やがてどちらからともなく、口元に笑みを浮かべる。

「わははっ、相変わらず口の減らないガキだな。まあ元気そうで何よりだぜ、坊主」

「おっさんこそ。とっくに野垂れ死んだのかと思ってたけどな」

　俺の返しに、王城さんは再び高笑いを上げながら大おお股またで近づいてきて──

　裏拳を放った。

「トール!!」

　筋肉の塊のような体格から放たれた一撃が、バチィッと周囲に派手な音を響き渡らせる。

　攻撃は──入っていない。

　咄とつ嗟さに俺は、片手で受け止めたのだ。

「大丈夫だ、ユリエ。この人は悪い人じゃないけど、人が悪いんだ」

　一年前の俺であれば受け止めることはもちろん、吹き飛ばされていただろう重い一撃を片手で止めたまま、銀色の少女へ伝える。

「ひでぇ言われ様だな。……まあそれはともかく、少しはやるようになったじゃねぇか」

「ははっ、あんたにそう言って貰もらえるのは正直嬉うれしいな」

　再び口元に笑みを浮かべて互いの顔を見合う。

「……トール、そちらがお知り合いということでいいのですか？」

　傍はたから見れば奇妙なやり取りをする俺たちに、本日二度目の置いてけぼり状態のユリエは困惑した様子だ。

「ああ。この人は王おう城ぎって言うおっさんなんだけど、俺の学んでいた武術の師範代で──」

　拳こぶしを放し、俺は言葉を続ける。

「音おと羽はの最期を知る人だ」




　二年前──




「お……に、ちゃ……」

　腕の中に抱えた音羽が、苦しそうな顔を──死相を浮かべ、弱々しく俺を呼ぶ。

「……………………」

　音羽の口が動く。

　けれど言葉は聞こえない。

　バチバチと炎が立てる音に掻かき消されたのか、それとも既に声を出す力を失ったのか、俺にはわからなかった。

　ただ、何を言っているのかは、わかる。

『怪け我がはしてない？』と音羽は訊きいてきていた。

「ああ、ああ、ああ……！　大丈夫だ、お前のおかげで……！」

　頷うなずく。頷く。頷く。

　怪我一つ負っていないと分からせるために、音羽に幾度も頷いてみせる。

　そしてまた、音羽の唇が動く。

『よかった』

　音羽はそう言って笑みを浮かべ──死んだ。

「おと、は……？　音羽、音羽、音羽ぁあああああっっ……!!」

　目の前の現実を呑み込めず、俺は音羽の名を呼んで、呼んで、呼び続ける。

　幾度も、幾度も──

　けれど、音おと羽はが再び瞳ひとみを開くことはなかった。

　いつもなら、呼び掛けへすぐに応こたえてくれるはずの音羽は、口を開くこともなかった。

　名を呼ぶ度に、肩を揺する度に、目の前の出来事が現実であると、染みが拡ひろがるように俺の心へ知らしめていく。

　音羽の命を奪ったのが俺の幼なじみであり、親友であるという事実も、また。

「あぁああああああっっ!!」

　憤ふん怒ぬで、怨えん嗟さで、絶望で塗り潰つぶされた心が、親友の名を絶叫する。

　だが、あいつは闇やみ色の瞳で俺を言葉無く見つめ──

　刹せつ那なのようで永えい劫ごうとも思える刻が過ぎた後、背を向けた。

　そのままあいつは燃え盛る業火の中に躊躇ためらうことなく足を踏み入れていき、最後に振り返った。

「さようなら、透とお流る。……新たな幕が上がるその日まで、ね」

　直後、轟ごう音おんとともに道場が崩れ落ち始め──

　俺は意識を失った。




「……よお、坊主。目が覚めたみてぇだな」

　目を開けたとき、視界に入ってきたのは眩まぶしいほどに青い空と、浅黒い肌の大男だった。

「あんたは……？　それにここは──俺はいったい……」

　ぼんやりする頭のまま体を起こすと、俺は芝生の上にいた。周囲を見回すと、見覚えのある景色が目に入り、自分がどこにいるのかに気がつく。

　今居る場所は、道場の近くにある大きな公園だ。

　この公園からは、俺の学ぶ一いつ鬥とう流りゆうの道場がある、木々が生い茂った丘が見える。

　だから俺は、自然と丘へ視線を向けたのだが──

　そこには異変が起きていた。

　丘から、黒煙が上がっていたのだ。

「あ、れは……？」

　火事──

　その二文も字じが脳裏を掠かすめたとき、まるで炸さく裂れつするかのように、記憶が甦よみがえる。

「──っっ!!　音羽ぁっ!!」

　立ち上がって駆け出そうとした俺の腕を大男が掴つかむ。

「放せ！　あそこには音羽がいるんだ!!」

「音羽ってのは、このお嬢ちゃんのことじゃねぇのか？」

　大男は、丸太のように太い腕の中に抱えた少女の姿を見せる。

　腕の中で目を閉じ、身動きしないままに眠るのは、間違いなく妹の音おと羽はだった。

　だが──その瞳ひとみが開くことは、もう二度と無いことを俺は知っている。

　音羽の魂は、もうこの世に無く──

　命を絶った人物が、親友だと思っていた少年だと、俺は知っていた。




　涸かれるほどに涙を流し終えた後、俺は浅黒い肌の大男に何者かと尋ねた。

　男は王おう城ぎと名乗り、かつて俺と同じ一いつ鬥とう流りゆうを学んだ者とのことだった。

「まあ、とっくに破門になってるだろうがな」

　十年以上前、一鬥流に無い強さを求めて道場を飛び出したと言い、王城さんは苦笑する。

　だが、俺は彼の名を知っていた。

　門下生の名の入った木札が道場にあったのだが、その中に王城さんの名が──それも師範代の位に掛けられていたことを伝える。

　すると大男は複雑そうな表情をして、「そうか……」とだけ口にした。

　やがて王城さんは、黒煙の上がる丘を見つめたままやるせないように呟つぶやく。

「まったく、これが天の導きかよ……」

「天の導き……？　あれがか!?　あれは人が、あいつがやったことだぞ！」

「人、か……そうだな……。悪かった、坊主……。もう少し俺が早く顔を出してりゃ、せめてお嬢ちゃんだけでも助けられたんだが……」

「あんたには何の責任も無いよ……」

　俺は首を振り、炎の中であいつが口にした言葉を、音羽を護まもれなかった自分自身への怒りとして言う。

「全部あいつが、いや──俺が弱いから、音羽は殺されたんだ」

「……お前さんは、これからどうするんだ？」

　王城さんの問いに、俺は憎悪と憤ふん怒ぬと怨えん嗟さが混じり合った感情を──誓いという名の呪のろいの言葉を吐く。

「俺は──強くなる。強くなって、あいつを殺す……！　絶対に殺してやる!!」




　道場の火災は火の不始末と報道され、あいつは亡くなった人の中に名を連ねた。

　音羽は一酸化炭素中毒死という扱いになり、背中の刀傷について触れられることは一切無かった。

　どちらも、王城さんが何かいろいろと動いてくれたらしいが、詳しいことはわからない。

　小さな音羽が、より小さくなってしまった日、『俺に出来るのはここまでだ』と言い残し、王城さんは俺の前から姿を消し──

　それから二ヶ月ほどが過ぎた。




　ある日のこと、東北の山中に在る古寺で俺と王おう城ぎさんは再会した。

　別れ際に聞いた、王城さんが現在住んでいると言っていた地域の寺を探し回り、俺から会いに行ったのだ。

「俺を強くしてくれ」

「久しぶりに会ったと思ったらそれかよ……」

「お願いだ、王城さん！　あんたは強いんだろ！　俺を強くしてくれ!!　俺は強くなりたいんだ!!」

「あれを殺すために、か……」

　王城さんの言葉に、俺は頷うなずく。

　一日でも早く、俺は強くなりたかった。

　だけど、俺は師匠──一いつ鬥とう流りゆうの師範にしてあいつの祖父──に教わったことだけじゃ、あいつに追いつくことはおろか、手の届くところまですら到達できないとわかっていた。

　だからこそ、事情を知る王城さんの下へと来たのだが──

「帰んな。あれは俺も一瞬見たが、お前の手に負えるような存も在んじゃねぇ」

　にべなく言うと、背を向けられてしまう。

　幾度頼んでも、頭を下げ続けても答えが変わることはなかったが、それでも俺は古寺から立ち去ろうとはせずにそのまま居着いてしまった。




　翌日から、俺は寺の隅にある巨木に向かい、拳こぶしや蹴けりを打ち込む。

　皮膚が破れ、血が噴き出し、傷口を布で覆い、痛みを堪えながらひたすらに。

　痛みが痺しびれに変わり、疲労で腕が上がらなくなった頃ころに休憩を兼ねてメシを食い、再び巨木へと向かう──それが俺の日常となった。

　寺には王城さん以外の姿は無く、彼は酒を飲んだり本を読んだりテレビを見たり昼寝をしたりと自堕落な生活をするだけで、俺に声を掛けるようなことは一切なかった。

　そんな生活が五日ほど続いた後──俺は倒れた。

「少しは強くなれたか？」

　俺が意識を取り戻すなり、王城さんが開口一番に訊きいてくる。

　その問いに、俺は答えを返さなかった。

　わかるのは拳や足の痛みと、全身に残る疲労感くらいだ。

「まあそんなもんだ。過負荷オーバーワークになっても、がむしゃらに拳を振り続ければ強くなれるなんて思うのは、お前さんくらいのガキにありがちな発想だからな」

「ガキで悪かったな！　だけどあいつは万よろず払いをやってのけた！　だから俺だって……!!」

　文字通りに一万回へ達するまで、ひたすらに剣を降り続ける一いつ鬥とう流りゆうの修練。

　最後には神速へと達する、と師匠からは聞いた。

　あいつはその厳しい修練を、二年前に成し遂げていたのだ。

　だが、今の俺はあの頃ころのあいつにすら追いつけていない。

　だからこそ、まずはその領域に辿たどり着かねばと思ってのことだったのだが──

「なるほどねぇ……。絶対的な成功例を見ちまってるってわけか。しかも仇かたきが達してるとなれば、そりゃ自分もって考えても仕方ねぇな」

　無精ひげを擦こすりながら、王おう城ぎさんはため息をつく。

「確かに、過負荷オーバーワークを乗り越えて強くなるって例はある。だがな、普通は途中で体をぶっ壊すのがオチだ。……何より、あれが普通じゃねえことは、お前さんが一番知ってるだろ」

「そうさ、あいつは天才だって呼ばれてた。俺なんか、足元にも及ばなかった。そんなあいつに俺は届かなくちゃいけないのに、そうでなければ音おと羽はの仇を討つことなんて出来ないってのに……どうすればいいんだよ!!」

　ぐっと拳こぶしを握り、悔しさに歯を軋きしませる。

　そんな俺の様を見て、王城さんは静かに告げる。

「強くなる方法ってのは一つじゃねえ」

　その一言は、俺にとって大きな衝撃だった。

　強くなるにはいろんなやり方があり、その中から自分に合った方法を見つけることが出来たやつが強くなれる。そもそも基礎が出来てない時点で、今のお前は話にならないがな──と王城さんは続ける。

「あと、それ以前の問題としてメシはきちんと食って、休むときは休め。また倒れても、次は助けねえぞ、坊主」

　王城さんは部屋を出ていき、残された俺は再び眠りに就くまで、聞かされた話についてずっと考えていた。

（強くなる方法は一つじゃない、か……）

　だとしたら、俺が強くなれる方法とはいったい、どんなことなんだろうか。




　翌朝、俺は王城さんに顔を合わせるなり、言った。

「これまで師匠から学んだことを中心に、まずはやってみる。その上で、あんたの言うとおりに自分に合う強くなる方法ってのを見つけてみようと思う」

「クク、まあ好きにやってみろ。ただし言っておくが、俺は今後も技一つ教える気は無いからな」

「わかってるよ、おっさん」

「ははっ。わかってんならそれでいい──って、そのおっさんってのは何なんだ!?」

「俺に技の一つも教えてくれる気は無いんだろ？　だったら、王おう城ぎさんなんて言ってやるもんか」

　王城さんに向かってふふんと笑い、俺は外へと駆けだした。

「やれやれ、このクソ坊主が……」




　そうして俺は、かつて師匠から教わったようにまずは走り始める。起伏のある山道は足腰を鍛えるにはうってつけで、麓ふもとまでの往復をするだけでもかなりくたくたになった。

　走り終えると、今度は師匠から教わったことを思い出しながらに拳こぶしを振るう。かつて振るったときは一人じゃなかったことをいやでも思い出し、少しばかり胸が痛む。

　合間合間で食料や酒の買い出しをさせられたり、風ふ呂ろ用の薪まき割わりなどをさせられたり、ときには心と体を休ませることは大事だと無理矢理釣りなどに付き合わされたりもした。

　やがて数ヶ月が過ぎた。

　山が雪化粧をし、寒さが最も厳しくなった時季のある日のこと──

「坊主。強くなりたいって気持ちに変わりはねえか？」

　いつものように酒を呑のみながら、王城さんが突然そんなことを言い出す。

「当たり前のことを言わないでくれ」

「……そうか。だったら現実を教えてやる。厳しい現実ってやつをな」

　ぐいっと酒の入った器を空にし、俺に告げる。

「お前さんには才能が無い」

　傍そばで俺の修練する様を見ていて、そのことに気づいていたらしい。

　運動能力は人並み以上ではあるものの、武術への才能──センスというものが、俺には欠けているということを。

「俺は──このままあいつに届かない……？」

「あれは化け物と言ってもいい。お前さんじゃ無理だ」

　王城さんが、嘘うそをついていないことを表情から察する。

　この人が只ただ者ものじゃないことくらい、この数ヶ月で十分に分かっていた。

　だからこそ、その言葉は重かった。

　厳しい現実なんてものじゃない。

　それは、絶望的な壁だった。

　俺は奈な落らくの底へと落ちていくような感覚に囚とらわれる。

　痛いくらいの沈黙が訪れ、やがて──

「それでも──」

　俺は震える拳を固く握り込み、床を叩たたく。

「それでも俺はやる……！　俺が、俺にそう誓ったからだ!!」

　しんと室内が静まり返る中、俺はまっすぐに王おう城ぎさんを見つめる。

　たとえ俺とあいつの間に絶望的な壁があろうとも、必ず砕いてやるという意志とともに。

　しばしの後──

「……こいつを見ろ」

　王城さんが言いながら差し出してきたのは、一枚の紙──学園の案内書だった。

「昊こう陵りよう学がく園えん……？」

　一日でも早く強くなりたい。

　そう願う俺に、どうして進学しろなんて──今でさえ学校に行っていないというのに。

　俺の心の内はバレバレというか、最初からそう考えると思っていたのだろう。

「ここに行けば、《力》が手に入る。……行くかどうかはお前が選べ」

「《力》が……？　どういうことなんだ、おっさん!?」

　そこで俺は聞かされる。

　戦闘技術訓練校という異質な学園の存在を。

　昊陵学園に入学すれば、人の限界を超えた《力》が手に入るということも。

「もっとも、この昊陵学園とやらに入学するには、《適性アプト》ってのが必要らしいがな。それも千人に一人の割合でしか持ち合わせてねえっていう、先天的なものだそうだぜ」

「ダメだったら、他ほかの手段を考えるまでさ。……強くなる方法は一つじゃないんだろ」

「……クク、少しはマシなツラになったじゃねえか」

　王城さんは肩を僅わずかに揺らしてから、一杯呷あおる。

「さて、言うべきことは言った。だから──今夜限りでお別れだ、坊主」

「──っ!?」

「また旅に出る。ここには二度と戻ってこねえ」

　これまでもふらっと居なくなって、数日から一週間くらい帰ってこないことがあったが、まさか二度と戻ってこないと言い出すとは思わなかった。

「そう、か……」

　絞り出すように、言う。

　心に去来するのは、たぶん寂しさだ。

　数ヶ月という時間をともに過ごす中、王城さんは宣言どおり技の一つも教えてはくれなかったが、言葉は交わした。ほとんどはどうでもいい話ばかりだったが、時折さりげなく体調を気遣ってくれていたことを、後日に気づいたりもした。

　そうした日々の中で、いつしか俺はこの人に対し亡くなった父親の姿をどこかで重ねていた。

　何一つ似ていないというのに、それでも。

「さて、と……。発たつ前に──餞せん別べつをくれてやるとするか」

「餞せん別べつ……？」

　首を傾かしげる俺の前で、王おう城ぎさんは立ち上がる。

　浅黒い肌の偉丈夫は、ついてこいと言って外へと出ていき、俺はその後を追う。

　向かった先は寺の裏手──十メートルを優に超える巨大な岩の前だった。

「よく見ておけよ、坊主。今からお前に──」

　王城さんは拳こぶしを固め、まるで弓を射るかのように引き──構える。

「《牙きば》をくれてやる」




　ユリエに、音羽が火事で亡くなった後、王城さんのところでしばらく世話になっていたこと、そして餞別として雷神の一撃ミヨルニールを教えて貰もらったことを口に出して伝える。

　わざわざ口に出したのは、俺が《復讐者アヴエンジヤー》であるという事実をユリエは知らないと、王城さんに思って貰うためだ。

　常人ならば、復ふく讐しゆうを望む──それも相手の命を奪うと誓う相手と、行動をともにすることは異常な思考だ。その思考がどういったものから来ているのかを、問い質たださせないための予防線ということになる。

　意図が完全に伝わったかどうかはともかく、ユリエも特に指摘したりはしてこない。

　ただ、伝え終わるとユリエは、王城さんの筋肉質な体をじっと見てから頷うなずく。

「雷神の一撃ミヨルニールをこの方が……。とても納得です」

　以前、小柄なユリエでは雷神の一撃ミヨルニールを放てば体を壊しかねないと、俺が言ったことを思い出しているんだろう。

「ミョル……なんだそりゃ？」

　ユリエがあの技に名を付けたことを伝えると、王城さんに大笑いをされた。

「わはははっ。一いつ鬥とう流りゆうの奥義がそんな呼ばれ方になってるとはなぁ。しかし──このお嬢ちゃんがあれを知ってるってことは、どうやら使えるようになったみてえだな」

「まあ、一年以上掛かったけどな」

　教えて貰った日から、毎日の修行の中に組み込みはしたものの、結局使いこなせるようになったのは、昊こう陵りよう学がく園えんへ入学するひと月ほど前だった。

「いやいや、よく習得したもんだ。普通はどこかで諦あきらめそうなもんだがな。才能が無いなりに努力したってことだろ。泣ける話じゃねえか、おい」

　と言って、バンバンと背中を叩たたいてくる。

「ところでそろそろ、そっちのお嬢ちゃんを紹介しろよ。妹さんの墓参りに連れてくるってことは相当深い仲ってやつか、ん？」

「痛いから叩くなっての。それとユリエは、あんたの思ってるような関係じゃないからな」

　妙な誤解をされたままでは鬱うつ陶とうしいので、手短に《絆双刃デユオ》についてを説明する。

「色気のねえ話だな……。煩悩をどこに捨て去ってきたんだかな、この坊主は」

　がしがしと頭を掻かきながらぼやかれるも、はっきり言って大きなお世話だ。

「しかしまあ、坊主と別れてから一年半ってところか……。あれからお前さんがどれだけ強くなったのか、聞いてみてえところだが──」

　王おう城ぎさんは掌を俺に向けて上げる。

「俺らの場合は、言葉よりこっちの方が早ぇ……だろ？」

「ああ、そうだな」

　頷うなずき、俺は拳こぶしを腰に構える。

「トール……」

　正せい拳けん突きの構えを取った俺を、ユリエが心配そうに見る。

　ただし心配しているのは俺じゃなく、王城さんに対してだ。

「大丈夫だ。王城のおっさんは、今の俺が本気で打っても大丈夫な──化け物だからな」

　かつて王城さんが見せてくれた雷神の一撃ミヨルニールは、今の俺と同程度の威力だったはずだ。

　だからこそ、俺の一撃でこの人が大おお怪け我がを負うなんて思えない。

「ほう、ずいぶんと自信をつけたような物言いだな、坊主」

　俺は僅わずかに笑むと、ゆっくり静かに息を吸い込み──

　気合いとともに拳を突き出す。

　直後、バァンッと何かが破裂するような音が響き渡る。

「クク、十分だ。《黎明の星紋ルキフル》ってのは、なかなかのもんだってことがよくわかったぜ。坊主より上の《位階レベル》のやつと、いっぺん闘やりたくなったくらいにな」

　体重を乗せた俺の正拳突きを易々と受け止め、王城さんが不敵に笑う。

　そんな偉丈夫に対し、俺は肩を竦すくめた。

「まったく、本当に化け物だよな、あんたは……」

　だが──

　目前に立つ化け物は、あいつのことを化け物と称した。

　最強の一撃ミヨルニールではないにせよ、今の俺が放つ全力の一撃を受け止めた王城さんが、だ。

　すなわちそれは、俺は今よりももっともっと強くならなければいけないということに他ほかならない。

　そう、いつかあいつと出会う日までに──




「先ほどはとても楽しそうでしたね、トール」

「そうか……？」

「ヤー」

　王城さんと別れ、俺の実家へ向かっていた途中、ユリエがさっきの会話について口にする。

「楽しい、か……。確かにそうかもしれないな」

　苦笑しながらも、俺はユリエの言葉を肯定した。

　ユリエがお父さんの面影を俺に重ねているように、俺もまたあの人に父さんの面影を重ねている。

　だからこそ、久しぶりに会えて嬉うれしくあった。

　ちなみに王おう城ぎさんに父親の姿を重ねていたことは当然の如ごとく秘密だ。本人を目の前にして言えるわけがないし、知られでもしたらからかいの種をプレゼントするだけとなる。

　それはともかく、そういった思いがあるからこそ、俺にお父さんの姿を重ねるユリエの気持ちが──寂しいという思いがよくわかる。

　……そのために添い寝を最初に断れず、その後も押し切られてしまったわけだが。

「そうですか。それならよかったですが──少しだけ、複雑な気分です」

　ほんの僅わずか、ユリエの表情が曇る。

「え？　なんでだ？」

「……秘密ですが、今夜一緒に寝ることでよしとします」

　意味不明の返事を最後に、この話題はここで終わりとなった。

　それから、俺たちは他ほかの話をしながら歩く。

　日が傾き始めたことで聞こえてきたひぐらしの鳴き声が、夏の終わりを告げていた。

　やがて──俺はあるＴ字路で足を止めた。

「トール……？」

　このまま、右に曲がれば実家方面だが、逆に左へ曲がるとその先には……。

「……ユリエ、悪い。少しだけ、寄りたい場所があるんだ」

　小高い丘を見つめながらに言うと、ユリエは静かに頷うなずく。

　ユリエに感謝を述べ、俺は俺の始まりの場所へと向かった。




「……静かですね」

　立ち入り禁止という立て札が置かれた入り口から、丘の上へと続く道へと足を踏み入れると、さっきまでは聞こえていたひぐらしの鳴き声が無くなった。

　いや、ひぐらしだけじゃない。

　外界から隔絶された空間のように、辺りは静けさに包まれていた。

　水を打ったようという言葉は、こういうときに使うのかもしれない。

　静けさからか、それとも最後の記憶からか、一歩進む毎ごとに息苦しさを感じる。

　やがて──道が終わり、開けた場所へ出る。

　二年前のあの日までは、一いつ鬥とう流りゆうの道場が在った丘の上だ。

　そこにはかつての面影など残っておらず、寂しく荒れ果てた場所と化していた。

　傾いた夕ゆう陽ひが空を紅に染め、寂しげな雰囲気をより強調させていた。

　俺はその光景を目にして、息を呑のむ。

　紅あかく染まった世界が、炎に包まれた道場を思い起こさせたために。

　その記憶に重なるかのように、始まりの場所に佇たたずむ闇やみを目にしたために。

　闇は静かに振り返り──微笑ほほえむ。

「久しぶりだね、透とお流る」

　その闇の名は、鳴なる皇かみ榊さかき。

　かつて俺の親友だった男が──音おと羽はを殺した仇かたきが、そこにいた。

　いつかは、今日だった──





　　　　　　◇






「まったく、皮肉なものだぜ……」

　透流とユリエの姿が見えなくなったところで、王おう城ぎはボキボキと首を鳴らす。

「さて、と──いつまで覗のぞき見をしてるつもりだ？　とっとと出てきやがらねぇと、お前さんの首を掴つかんで無理矢理引き摺ずり出してもいいんだぜ──《裁者ジヤツジス》」













「これは失礼をジユシユイデゾレ」

　駐車していた豪ごう奢しやな車の窓が開き、中から謝罪の言葉が聞こえてくる。

　窓から見える車内の人物は青年──それも白い軍服を身に纏まとうという、奇妙な出いで立たちをしていた。

「愛弟子エレーヴとの再会に、水を差すのは申し訳無いと思ったのでね──《冥柩の咎門グレイヴ・フアントム》」

　王おう城ぎを《七曜レイン》の主格となる《曜業セフアーネーム》で呼んだ青年──《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》は、静かに笑みを浮かべる。

「わかってて言ってるんだろうが、あのガキは弟子でも何でもねぇぞ。あまりに弱っちいから、生き抜くための《牙きば》をくれてやっただけだ」

「フフ、そういうことにしておこう。……とはいえ、なかなかに珍しいものを見させて頂いたよ。まさか貴方あなたが、あのように楽しそうな顔を見せるとはね」

　存在に気づいていて放置していたとはいえ、面倒な相手に見られたものだと思いつつ、王城は懐から煙草たばこを取り出して火をつける。

《七曜レイン》の中で最も注意すべき相手が軍服の青年であると、彼は知っているからだ。

「あれとお前さん相手とじゃ、見せる顔が違って当然だろうが。だいたい、物珍しいって言うなら、お前さんが車そいつで移動なんて姿の方がよっぽどだろうが」

「普段の足は車こちらだよ。転移魔術ゲートには条件が必要であることは、貴方も存じているだろう」

《七芒夜会レイン・カンフアレンス》において《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》が使用した転移魔術ゲートは便利ではあるが、不便な面も当然ある。その最たる面は、事前に転移先となる空間へ軸印マーキングを施しておかなければならないということにある。

「ところで、お前さんには一つ聞いておきてえことがあってな」

　煙を大きく吐いた後、王城は鋭い視線を青年へと向ける。

「どうして爺じいさんを殺やりやがった。組織としては、まだまだ利用価値があったんじゃねぇのか？」

《装鋼の技師エクイプメント・スミス》を殺害した一件について王城が問うと、《裁者ジヤツジス》は僅わずかに口角を上げて答えを返す。

「フフ、先ほど貴方が言ったとおりだよ」

「俺が？」

「彼に消えて貰もらったのは、《七曜レイン》としての私の意志。組織の幹部としての私の意志は、今後も彼に様々な《力》を生み出して貰いたかったのだがね」

　生を望みながら、死をもたらす──

　相反する思考ではあるが、軍服の青年にとってはどちらも偽りのない意志だ。

　それはひとえに、立場によって見せる顔──付け替える仮面の違いからである。

　今回の場合、軍服の青年は《七曜レイン》としての顔を優先させたというだけの話だ。

　だからこそ《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》は、組織幹部会の忠告に反する《殺破遊戯キリング・ゲーム》を、《七芒夜会レイン・カンフアレンス》にて提案したのだ。

「……相変わらず性格の悪いことだ」

《裁者ジヤツジス》の返答に、王おう城ぎは咥くわえていた煙草たばこを吐き捨てる。

「それで、今日はどういった用件だ？　お前さんがわざわざ顔を見せたってことは、相当な理由があるんだろ？」

「いやいやノンノン。今日の私はただの送迎役だよ。迎えに行くまでの待ち時間に、偶然貴方を見かけたからこうして──」

「……送迎だと？」

　青年の言葉を、王城が遮る。

　偶然などという嘯うそぶいた言葉ではなく、別の部分に反応して。

「お前さんほどの男が、誰のためにそんなことをしていやがる……？」

「勿もち論ろん──」

　言葉途中に涼やかに笑みを浮かべ、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》は告げた。

「彼のためにだよ、《咎門フアントム》」






■第七章『深しん淵えんの舞台を』









『弱いから、死んだだけだよ』

　あの夏の日に紡がれた言葉は、決して記憶から薄れることがない。

　失われていく音羽の体温も、業火に包まれた道場も、あいつの──鳴なる皇かみ榊さかきの顔も、声も、瞳ひとみも、そのすべてが。

「血のように、そして炎のように赤い夕陽──まるであの日の再現だね、透とお流る」

　夕陽が空を焼いて生まれた紅ぐ蓮れんの世界──

　言葉通りに榊は、二年前を再現するかのように微笑ほほえみを浮かべた。

「あ……あ、ああ……あ……さ、かき……」

　幾度も、幾度も──この二年の間、数え切れない程に見た絶望の記憶が今、現うつつと化す。

　ずっと追い求めていた仇かたき。

　決して忘れられぬ闇色の瞳。

　あの日と同じく刃を鞘さやに納めた刀を手にし、紅蓮の世界に佇たたずむ少年は紛まごうかたなく──

「榊ぃいいいいい────っ!!」

　それを理解するや否や、怒りと憎しみとで視界が白くなる中で叫ぶ。

　心の内でどす黒い炎が荒れ狂い──榊さかきへの殺意と化して俺という我がを喰らう。

「う、あ……おぁああああああ────っ!!」

「トール!?」

　殺意が俺に咆ほう吼こうをあげさせたこのとき、俺の心からは隣に立つ銀色の少女のことが、理事長との契約──クラスのみんなを護るという誓いも、すべてが消え失せていた。

「おぁああああああああっっっ!!」

　まるで獣のような咆哮を上げ、一も二も無く飛び掛かる。

　振るった拳こぶしが闇に──榊に触れた瞬間、あいつの姿はまるで陽かげ炎ろうのように消え失せた。

「久しぶりだっていうのに随分な挨あい拶さつだね、透とお流る」

　背後から声が掛けられる。

　懐かしくも忌まわしい、静かな声が。

「黙れぇっ!!」

　振り返ると同時、固めた拳こぶしを振るう──が、再び空を切る。

　今度は見切り──それもミリ単位で回避されてしまった。

　俺の動きはそこで止まらず、続けざまに拳を、蹴けりを放つ。

　だが、当たらない。

　初撃と同じく、まるで陽炎を相手にしているかのような錯覚すら覚えるほどに。

　榊は決して素早い動きを見せているわけじゃなく、むしろ動きは俺よりも遅い。

　俺はこの動きを知っている。

　かつて、こいつとの手合わせの際に幾度となく見せられた、絶対的な才による先読みからの最小限の動きで躱かわされているのだ。

「くそっ、くそぉっ……!!」

　幾度となく思い知らされた実力差。

　あの日から二年が過ぎた今を以て尚なお、その差には変化が無いというのだろうか。

　埋められぬ差を証明するかの如ごとく、榊は手にした刀をいまだに鞘さやから抜き放つことすらしない。

（そんな……！　俺は《超えし者イクシード》なんだぞ……!!　人を超えた《力》を手にした……!!）

　心の内で叫ぶも、わかっていたことだ。

　王おう城ぎさんが、榊のことを化け物と称した時点で。

　それでも、俺自身が二年前とは違うという思いがあった。

　幾つもの死闘をくぐり抜けてきたという自負があった。

　けれどその思いも、自負も、俺の自惚うぬぼれにしか過ぎない──そういうことなのだろう。

　榊の体に拳を当てるどころか、触れることすら出来ないという事実がすべてを物語っていた。

「残念だよ。二年ぶりだっていうのに、君は僕と言葉を交わす気は無いんだね、透とお流る」

「俺たちが悠長に言葉を交わすような関係じゃないことを、お前が一番よく分かっているだろうが!!」

　振るう拳こぶしに、より力が入る。

　怒りと憎しみが宿った拳は、触れる物すべてを砕くであろう威力を持っている。

　けれど当たらない。

　そんな俺に、榊さかきは哀れみの口調で言う。

「君がこの二年で得た《力》はそんなものなのかい？」

　その一言は火に油を注ぐだけとなり、俺の攻撃は烈火の如く激しさを増す。

「仕方無い。少し冷静になった方がいいよ」

　榊はそう呟つぶやき、初めて回避以外の行動を取る。

　拳を躱かわすと同時、スッと掌を前へ向け──俺の胸元へと軽く触れた。

　ズグンッ!!　衝撃が俺を襲う。

「がっ……!!」

　体が大きく吹き飛ばされ、背中から地面に叩たたきつけられる。

　勢いはそこで止まらず、バウンドして体が反転したところで膝ひざを突き、体勢を立て直す。

「くそぉっ!!」

　自らへの不ふ甲が斐いなさから来る怒りで地面を叩き、再び榊へ向かおうとしたそのとき──

　俺に対たい峙じするようにして、銀色の少女が立ち塞ふさがった。

「──っ!?　どいてくれ、ユリエ！　そいつは、榊は俺の……!!」

「ヤー。わかっています。あの人が音おと羽はさんの仇かたきなのですね」

「わかっているなら──」

「これはトールの復ふく讐しゆうです。……止める気も、手出しをする権利もありませんが──」

　深紅の瞳ルビーアイが真まっ直すぐに俺の目を見つめる。

「このままトールが望みを果たせぬ姿を見るくらいなら、口だけは出させて頂きます」

「……どういう意味だ、ユリエ」

「今のあなたでは、仇を討つどころかあの人に触れることも出来ないと言っています」

　俺のもっとも聞きたくなかった言葉を、ユリエははっきりと口にする。

　これまで、ともに死闘をくぐり抜けてきた《絆双刃デユオ》が放つ、辛しん辣らつで残酷な言葉──

　けれどユリエの話は、そこで終わりではなかった。

「ですが──」

　言葉を切り、ユリエが目の前で跪ひざまずいたかと思うと──

　そっと俺を抱きしめた。

「ユ、ユリエ……？」

　状況が状況だけに、突然の行動に面食らう。

　そのユリエが、俺を抱きしめたまま言葉の続きを紡ぐ。

「私の知っているトールは、とても強い人です。……だから思い出して下さい。これまで私と──私たちと日々をともにしてきたトールは、今のあなたと違って力任せに拳こぶしを振るう人ではない、と……」

　どこか寂しそうであり、哀かなしそうでもある声色で囁ささやかれ、俺の拳が力を失う。

「俺が……ユリエと……みんなと……」

　呟きとともにユリエと、他ほかのみんな──みやび、橘たちばな、リーリス、トラ、タツたちと切せつ磋さ琢たく磨まし、幾度も死闘をくぐり抜けてた数ヶ月が走そう馬ま燈とうのように浮かぶ。

（そうだ……俺は……俺は……！）

　再び拳に力が篭こもり、固められる。

　怒りと憎しみが宿るという点に変わりはない。

　けれど、違う点もある。

《力》に振り回されるのではなく、己の意志を以て《力》を振るうのだという信念が。

「……ありがとな、ユリエ」

　もう大丈夫だと、ユリエの背中を軽く叩たたくと体を離す。

　その小さな肩を両手で掴つかみ、頷うなずいて見せると立ち上がる。

「見ていてくれ。俺がユリエたちとともに得た《力》を」

　再び榊さかきへ向かおうと、歩みを進めようとした矢先──

「トール……！」

　ユリエの呼び掛けが、俺の足を止める。

　振り返ると、ユリエは酷ひどく辛つらそうな表情を浮かべて俺を見つめていた。

「私は……」

　そこまで言って、銀色の少女は目を伏せる。

　しばしの間を置き、深紅の瞳ルビーアイが再び俺に向けられた。

「私はこれからも、あなたとともに在りたいです、トール」

　それはユリエなりのメッセージだと──死なないで欲しいという言葉だと俺は受け取る。

　たとえ俺が意志を以て《力》を振るおうと、この闘いが絶望的なものであることに変わりないとユリエも察しているからだ。

　僅わずかな手合わせで既にわかっている。

　榊と俺との間には、天地ほどの実力差がいまだにあるということが。

　二年前とは比べものにならない《力》を手に入れた今であっても、芽が木になろうと空には届かないのだと。

　けれど俺に退ひくという選択肢は無い。

　次──今以上に《力》を得たときに闘うなどという考えは微み塵じんも無い。

　この二年の間、姿を見せることのなかった榊さかきと巡り遭うことが出来るのは、今、この刻だけかもしれないのだから。

　いつかは、今日だった。

　だけど次があるかどうかなんて、神ならぬ身の俺にはわからない。

　だからこそ、絶望的であろうと退くわけにはいかないのだ。

　と同時に、決して死ぬわけにはいかないとも強く思う。

　ユリエに言ったように、みんなを護まもるという誓いがあるが、それ以上に強い願いがある。

（俺がここで倒れたら、誰だれがユリエの心を護ることが出来るんだ……!!）

　ユリエに《復讐者アヴエンジヤー》の道を歩んで欲しくない。

　そのために、俺はここで死ぬわけにはいかない──絶対に。

「待っていてくれ、ユリエ。俺は必ず戻ってくる」

「……ヤー」

　静かに、深く頷うなずくユリエに見送られる形で、俺は再び榊へと向かい合う。

「冷静さを取り戻したようだね、透とお流る」

　微笑ほほえみとともに、榊が言う。

　冥くらく、惺しずかな闇やみ色の瞳ひとみを向けながら。

「……どうだろうな。今すぐにでもお前を八つ裂きにしてやりたいくらい、心の中は荒れ狂ってるぜ……！」

「残念なことだけど、君には無理な話だよ」

「その言葉は──俺の命を絶ってから言いやがれ!!」

　叫ぶと同時に大地を蹴けり、空から蹴りを放つ──が、動作モーシヨンの大きいその攻撃が当たるはずもなく、またしても陽かげ炎ろうのように躱かわされてしまう。

　だが構うことなく着地と同時、息もつかせぬよう拳こぶしを続けざまに繰り出す。

　この二年で積み重ねてきた技術に殺意を乗せて。

「うん。いい攻撃だね。二年前──ううん、さっきまでの君とすら大違いだよ、透流」

　挑発とも取れる賞賛の言葉を送られ、怒りを覚える。

　けれどユリエとみんなを護るという願いと誓いが、ぎりぎりのところで理性を保たせていた。

　怒りと憎しみを内包した拳を、蹴りを放つ。

　それらは最初の攻防とまったく同じように、先読みからの最小限の動きで躱され続ける。

　攻撃が当たらない──

　それだけを聞けば、まったく同じだろう。

　だが、今度は違う。

　かつて、俺が榊さかきよりも唯一勝っていた点──持久力を前面に押し出しての攻撃だ。

　蹴りを放つのはもちろんのこと、大振りを避けて小さく、鋭く連続攻撃を放つ。

　さっきまでの力任せの攻撃ではなく、連打による攻撃を。

「随分と可能性の低い手を選んだものだね、透とお流る」

「かもな。だけどいくらお前でも、完かん璧ぺきに回避し続けるのは至難のはずだ……!!」

　あっさりと狙ねらいを見破られるも、構わず連打を続ける。

　たとえ榊がどれ程の化け物であろうと、体力という面では《黎明の星紋ルキフル》によって超化された俺の方が今でも上のはずだ──そう信じて。

　無論、小さく鋭くといっても、攻撃を休み無く続ける俺の方が、最小限の動きで回避し続ける榊よりも消耗が激しい。

　夕ゆう陽ひの中に佇たたずむ闇やみは、まるで陽かげ炎ろうのようにゆらり揺れ、俺の拳こぶしを躱かわす。

　だが、俺はその一撃と同時に踏み込み、軸足を入れ替えて左構えへと変える。

　攻撃が見切られている理由の一つとして、俺の戦闘の型スタイルが榊のよく知る一いつ鬥とう流りゆうの動きというのも大きいだろう。

（だったら──）

「こいつはどうだ!!」

　雷鳴の疾吼ルングニール──一鬥流には存在しない、俺のオリジナル技。

　初見となる空気を切り裂く無数の拳を、榊は──

　すべて見切って躱す。

　防御を得意としていた《Ｋ》ですら、初見時はガードせざるを得なかったというのに。

「うん、なかなかいい技だね。だけど、僕には通じない」

（化け物め……!!）

　かつて天才、神童と呼ばれた少年は、二年の年月を経て更なる化け物へと進化していた。

　寒気すら覚える絶望的な実力差を前に、それでも俺は拳を振り続ける。

　俺の体力が尽きるのが先か、榊が回避し損じるのが先か──

　無謀とすら思えるこの戦術は、次の一手のための布石にしか過ぎなかった。

（ここだ……!!）

「──っ!!」

　榊の表情が僅わずかに強こわ張ばる。

　突如、俺の拳が軌道の途中で制止したために。

　刹せつ那なの後、拳を当てるのではなく掴つかみへと変え──榊の手首を捕らえる。

「投げて寝かせれば、いくら先読みが出来ようが関係無い!!」

　手首を捻ひねるように、投げを仕掛けた瞬間──ぐるんっと俺の世界が回った。

「なっ……!?」

　夕陽で真っ赤に染まった天と、草が生え乱れた地とが入れ替わり、直後に背中に強い衝撃を受ける。

「──っがはぁ!!」

　投げ飛ばすはずが投げ飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。

　俺はすぐに転がって距離を取り、膝ひざ立ちになるも追撃は無い。

「いい手だったとは思うよ。だけどおかげで、どんな策を練ろうと無駄だってことがわかってもらえたかな」

「ぐっ……かふっ……あ、合気、だと……？」

　相手の力の流れに、己の力を加えて返す柔法──投げによって喰くらったダメージ以上に大きな衝撃を受ける。

　俺と榊さかきが学んだ一いつ鬥とう流りゆうには無手（素手）の技術は存在するも、その大半が当て身（打撃）となる。そのため投げの技法は少なく、ましてや合気柔法など存在していないからだ。

「流れが見えれば、何も難しいことじゃないよ」

　いとも容易たやすいことのように言うも、それがどれほど難解なことを口にしているかが分からないはずもない。

　特にこの数ヶ月、身近には柔法の使い手である橘たちばながいたからこそ、余計に。

　同時に、今の一合で理解する。

　榊の技術は、橘のそれを明らかに凌りよう駕がしていることを。

「とことん化け物ってやつだな……」

「化け物、か……。そうだね、その通りなんだろうね。だから僕は──」

　俺の呟つぶやきに反応し、榊は自らを語る。

「弱い者を殺せる」

「──っっ!!　榊、貴様ぁっ!!」

　榊の告げた言葉に、俺の腕の中で息絶えた音おと羽はの死に様が、無残に斬きり殺された道場の仲間の姿がフラッシュバックし──ぎりぎりのところで抑えこんでいた怒りと憎しみが再び表へと溢あふれ出す。

　だが──

「トール!!」

　ユリエの声が、俺を踏み留とどまらせた。

「──っ!!」

　完全には感情を抑えきれず、拳こぶしを震わせながらも堪える俺を見て、榊は言った。

「今の言葉で踏み留まれたのは、この二年……いいや、この四ヶ月で君が得た《力》──愛、だね」

「……確かに、俺が踏み留まれたのはこの四ヶ月で得た《力》だ。だけど、愛とは違う。かつてお前だって持っていたものだ。これは──」

　榊さかきへと拳を向け、あの夏の日までは俺たちの間に存在していたはずの《力》を告げる。

「《絆きずな》という名の《力》だ!!」

　榊は俺の言葉を聞き、静かに微笑ほほえむ。

「かつて僕も持っていた、か……」

　どこか懐かしそうに見えたのは俺の気のせいだろうか。

「あの日が訪れなければ、僕たちは今も光差す道をともに歩んでいただろうね……。だけど僕はこの手ですべてを絶った。僕の望みを叶かなえるために──」

「望み、だと……？」

　榊は静かに頷うなずく。

「そう、僕は望む。真の闇を──深しん淵えんの舞台を」

「真の闇？　深淵の舞台？　何のことだ、それは」

　俺の問い掛けに榊は目を伏せ、どこか哀しげに聞こえる声色で答える。

「君には理解し得ないことだよ、透とお流る」

「……話す気は無いってことか。まあどのみち理解出来そうにないけどな。音おと羽はたちの命を奪ってまで望むようなことなんかな!!」

　あの日が訪れるまで、俺たちはわかり合えていた。

　ともに歩む友であったと思っていた。

　しかし──

　道は既に違たがえた。

「お前は《絆》を捨てた。俺の大切なものをすべて奪った。俺はお前を決して許さない。だから──」

　弓を放つかのように拳こぶしを引き絞り、吼ほえる。

「榊、お前を殺す──絶対に!!」

「君には無理だよ──絶対に」

　俺の気き魄はくを物ともせず、榊は静かに返してくると、手にした刀を鞘さやに収めたままに構えを取る。

　かつて幾度となく目にした、一般に知られるものとは鏡写しとなる、左半身を前面に出した一いつ鬥とう流りゆう居合術の構えを。

　そして──発する気配が変わった。

　榊の発した気を受け、ぞくりと背筋に寒気が走る。

　氷のように冷たく、どこまでも澄みきったような水のような──

　それでいて、底知れぬ深淵を思わせる剣気に。

　これより先に待つのは、勝利を得るには絶望的とも言える攻防。

　だが──

　いくら榊さかきとはいえ、攻防を同時にこなすことは出来ないはずだ。

　なればこそ、そこに一いち縷るの望みがある──榊が一鬥流で在る限り。

「最後に一つ、訊きいてもいいかな、透とお流る」

「……なんだ」

　その闇やみ色の瞳ひとみで、榊は俺の心を覗のぞき込むかのように問う。

「もし僕を殺せたとして──君はその血塗られた手で、新たな《絆きずな》を護まもっていくのかい？」

「──っ！……お前に答える必要は無い」

　これ以上、交わす言葉は無かった。

　しばしの静寂を置き──

　先に動いたのは、俺だった。

　全力で大地を蹴けり、全速で刀の間合いへと飛び込む。

　刹せつ那な──

　榊が抜刀する。

　俺の左半身──心臓を斜め下から斬きり上げるようにして。

　だが、この瞬間こそが俺の勝機、一縷の望み──

　榊は知らない。

　俺に刀を防ぐ手段が在ることを。

　その《力》は、左側面から襲い来る牙きばを確実に絶つものであると。

　俺は叫ぶ。

　俺が手に入れた、《魂》の《力》を──

「《焔牙ブレイズ》!!」

　左腕に具現化されし《楯たて》が、神速の牙とぶつかり合い──

　榊の手にした白刃は衝撃に耐えきれず、砕け散った。

　そして俺は、もう一つの《力》を──己の牙を解き放つ。

「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」






■エピローグ









「そ、んな……」

　俺の牙きばは──雷神の一撃ミヨルニールは、確実に榊さかきの胸を貫いた。

　否、貫くはずだった。

　だが、違った。

　榊の掌によって、俺の拳こぶしは止められていた。

　さして力を込めているようには見えないというのに、俺の持つ最大最強の《牙》を榊は事も無げに受け止めていた。

「その《楯たて》と《牙》が、君の得た《力》なんだね、透とお流る」

　闇やみが、微笑ほほえむ。

　寂しそうに。

　哀かなしそうに。

「それじゃあ、今度は僕の《力》を見せてあげるよ」

　光が、生まれる。

　眩まばゆい輝きは、榊の胸元から発せられていた。

　そして──

　闇が、光を掴つかむ。

「なっ……!?　そ、それは、まさか……!?」

　光が形を変える。

　白い刀身に、黒い刃を持つ刀へと。

「《焔牙ブレイズ》!?」

「違うよ、透流。これは君たちのそれとは違う。光から創つくり出した僕だけの武器、僕の《魂》──《煌牙オーガ》」

　そう言って榊は、二年前の如ごとくゆっくりと刀を、その切っ先を天へと向けた。

　雷神の一撃ミヨルニールを容易たやすく止められた衝撃に驚きよう愕がくが加わり、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「そんな……榊、お前はいったい……」

「それじゃあ、今日はこれで終わりにしよう。最後に一つ教えてあげるよ、透流」

　深しん淵えんを思わせる、冥くらく、惺しずかで、闇色の瞳ひとみが僅かに揺れ、榊は《煌牙オーガ》を振り下ろした。

　稲妻のような白い閃せん光こうが疾り、反射的に俺は《楯たて》を構える。

　次の瞬間──

《楯たて》が二つに斬きり裂かれ──俺の腕とともに地に落ちた。













「君の《牙きば》は、僕に届かない──そう、絶対に」






あとがき









　私は‥‥嘘つきメンチローゾだ‥‥。




　年が明けて早い内に──とか言っておきながら、またしても延期して晩春になってしまい大変申し訳ありません。Ⅵ巻は夏を予定していますので、次回こそ謝らなくて済むようスケジュールをしっかりと組み直します……。




　それでは気を取り直し、第一部完となった今巻は如何いかがだったでしょうか。

　表紙はⅣ巻のあとがきで書いていたこととはまったく違い、ユリエの再登板です。

　話の内容からユリエ以外は有り得ないよねということで！

　ともかく今回は、透とお流るとヒロインたちのそれぞれの関係やら彼女たちの考え方やらが、Ⅰ巻の頃から四ヶ月（作中）の時を経てどう変わったのかを楽しんで頂ければと。

　バトル関係は《Ｋ》との決着が完全についたり、新たな動きが出てきたりいろいろと。

　そして次からは第二部ですよ奥さん！　若奥様の読者さんっていませんかね？

　いませんか、そうですか。小学生の読者なら台湾にて確認したんですけどね……。

　再び気を取り直して第二部ですが、次回からは日本から宇宙へと舞台が変わるため、タイトルが『スペース・アブソリュート・デュオ』と変わります。嘘うそです。

　本当のところは、読んでみてのお楽しみということでよしなに！

　な、何も考えてないわけじゃないんだからねっ!!




　謝辞です。

　編集の神かみ長ながさん、台湾のサイン会では何からナニまでお世話になりました！

　イラストの浅あさ葉ばさん、今回も可か愛わおっぱいありがとうございます！




　最後に。

　この巻の刊行より三日後の二十八日に、僕もちょっぴり関わった『クローバー・デイズ』というＰＣゲームが発売されます。シナリオに関わったわけじゃないので本業とは言い辛いんですが。『盟約のリヴァイアサン』のイラスト担当をされてる仁に村むらセンセが原画ですので、十八才以上のダンディな紳士様のみよろしくですよ！

　というわけで柊ひいらぎ★ぼしたくみでした。のしのし。


柊★たくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）
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　　前記の顔文字＆おっぱい！を抜いてみてください。

　　それが僕という人間です。




　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　寒さが苦手なイラストレーター。

　　南の島に引っ越したい今日この頃。
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